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閑話　欠落者の夢









　どのような人間であろうと、過去を持たぬ者はいない。

　彼もまた例外ではなかった。

　辺境の村に住まう没個性的な夫婦の子として生まれた彼は、二人の兄弟達と共にすくすくと育っていった。

　そしていつしか、兄二人は村の中で頭角を現していく。

　長兄は武勇に優れ、魔物の襲撃といった危機を幾度となく解決。その功績もあってか、村長の娘にして村一番の美女を娶めとり、次代の長おさとして注目されていた。

　次兄は頭脳に優れ、まさしく神算鬼才と表すべき人間である。そんな彼の知恵を頼るべく、家の前には毎日のように多くの村人が並んでいたものだ。

　一方で。

　三男である彼は、一切目立たぬ存在だった。

　中性的な外見は実に見み目め麗うるわしく、どこか妖しい魅力を放っていて、その瞳で見つめられれば年若い乙女はおろか、同性ですら危うい感情を抱いてしまうほど。

　しかしながら、そういった外見を除けばなんの優秀さもない人間……というのが、周囲の評価であった。

　──が、二人の兄は知っている。

　弟が、恐ろしい怪物であるということを。

　ある日のことだ。

　長兄が彼に言った。

「弟よ、今日は一つ、狩りのやり方というものを教えてやろう」

　無気力な末弟の根性を叩たたき直すために、ちょっとした試練を課してやろう。

　そんなつもりで村近くの山へ入ったのだが……そこで二人は、未知の魔物に遭遇する。

　武勇に優れた長兄でさえ歯が立たず、あまりの恐怖から尻餅を突き、無様に命乞いをするその姿は、到底村の英雄とは思えぬものだった。

　当然、魔物が慈悲をかけるわけもない。

　長兄が鋭い牙の犠牲となる……その直前。

「仕方ないな」

　冷然とした、無機質な声。

　末弟たる彼がその一言を放ってからすぐ、魔物が動きを止め、そして。

　数瞬後、その首が地面へと落ちた。

　長兄はしばらく混乱するのみであったが……やがて目前の状況を理解し、末弟の顔をじっと見て、

「お前が、やったのか？」

「そうだよ」

　まるで、心の底からどうでもいいといった態度と口調が、長兄のプライドを傷つけた。

　自分が手も足も出なかった魔物を、これまで下に見ていた末弟が仕留めたというだけでも面目は丸つぶれ。そのうえ当人は己の力量を誇示するどころか、無為であると断言するような態度をとっている。

　屈辱だった。

　羞恥もあった。

　しかし、長兄はそれを表に出すことなく、礼を言うだけだった。

　末弟への憤ふん怒ぬ以上に、恐怖の方が勝っていたから。

　この日以来、長兄にとって末弟は、得体の知れぬバケモノとなった。

　──そして次兄もまた、彼の怪物性を知ることになる。

　ある日のことだ。

　次兄が幼児達を集め、青空教室を開いた。

　村には学まなび舎やなどなく、勉学や教養といった一般常識を教えるのは、村内の才人が担になう役目となっていた。

　次兄は多種多様な学問を子供達に教えていたが、やはり人気だったのは魔法学である。

　幼おさな子ご達にとって魔法とは究極の未知であり、刺激的な玩おも具ちゃでもあった。

「おい、弟よ。お前も俺の指導を受けてみてはどうだ？」

　末弟は他の生徒達とは違い、もう一五歳である。世間的には大人と見なされるような年齢であるが……彼をそのように扱うような者はいなかった。

　労働意欲がなく、村になんの貢献もせず、ただ食糧資源を消費するだけの存在。

　そんな彼を次兄は心から軽蔑していた。

　先の発言についても単なる皮肉でしかなく、本気ではなかったのだが。

「……うん。僕も参加する」

　末弟は無表情のまま、こんなふうに返してきた。

　そして実際、幼い子供達に囲まれながら、青空教室に参加したのである。

　周囲の子供達は誰もが末弟に好奇の目を向けた。中には面と向かって「大人なのになんでここに居るの？」「お馬鹿なの？」と、無邪気な悪意をぶつけるような者も居た。

　並の人間であれば、耐えられぬような環境であろう。

　しかし彼は眉一つ動かさなかった。

　そんな姿が次兄にはどうにも腹立たしく……何より、不気味に映った。

　思考が読めない。それは自他共に認める知恵者からしてみれば、屈辱の極みである。

　けれどもそんな内面を表に出すことなく、次兄は講義を進めていった。

　その途中で。

「待って兄さん。その術式、間違ってるよ」

　末弟が地面に描かれた魔法陣を指さしながら、こんなことを言い出したのである。

「爆裂の魔法術式をアレンジして、花火を打ち出す魔法に変えたかったんだろうけど、出力変換の式に不足がある。このまま発動したら怪け我がをするよ」

　そのように指摘された魔法陣は次兄が描いたものであり、初めて術式のアレンジという高度な技術に挑んだ結果の産物でもあった。

　理論上、この術式に問題はない。後は皆に披露し、称賛を浴びるだけ。

　自分の才覚が恐ろしいとさえ思うほど、完璧なアレンジだと自負している。

　それを無能な弟に否定されたのだ。

　次兄は声を荒らげた。

「そんなに怖いならどこへでも逃げればいい。お前の思ってるようなことにはならん」

　遠くを指さし、目で「失うせろ」という意思を表す。

　そんな次兄に、彼はやはり微み塵じんも表情を変えることなく、

「……そうだね。ここにも僕が求めているものはなさそうだし、去らせてもらうよ」

　淡々と述べてから、彼はその場から離れていった。

　その後ろ姿に内心で唾を吐きかけながら、次兄は地面に描かれた魔法陣へ魔力を流す。

　────結論から言えば。それは次兄にとって想定外の極みであった。

　末弟の指摘通り、術式には間違いがあったのだ。

　爆裂の魔法を花火の魔法へ変えたというところまではよかったが、出力系にミスがあり、結果として大量の花火が周囲に拡散。次兄だけでなく、子供達全員が火傷やけどを負った。

　この一件で次兄の名誉には傷が付き、それは最さい期ごまで回復することはなかった。

　上半身に残った火傷の痕を見る度、次兄はたまらぬ不快感と……畏怖を覚える。

　あの末弟はなぜ、術式のミスを見抜けたのだろう。

　いったい、いつから、自分は追い抜かされていたのだろう。

　長兄に続いて、次兄の中でも、末弟は気持ちの悪いバケモノへと変わっていた。




　そして事実。

　彼はバケモノであった。

　彼にはその自覚があった。

　自分のことを心の一部が欠落したバケモノであると、彼はそう自覚していた。

　だから。

　村の最期を予見しても。家族の最期に思いを馳はせても。

　なんの情も、湧かなかったのだ。




　彼が二〇歳となった、その年のことである。

　社会的に高位な立場にある《魔族》の一人が、村にやってくるという知らせがあった。

　村で暮らす才人の顔を一つ、拝んでみたい。先方はそのようなことを言っているという。

　才人とは、長兄と次兄、この二人のことである。

　村はおおいに沸いた。

　村で初めて、《魔族》様の召使いが出るかもしれない。

　……そんな熱狂の有あり様さまを、彼は無機質な目で見ていた。

　ここはもう終わりだろうな。

　彼はなんとなしにそう思った。

　この場にとどまると、何かよからぬことが起きる。

　根拠はないが確信はあった。

　だから、事前に村を出た。

　ちょうどいいと彼は考えていた。

　この村に自分が求める何かは存在しない。

　外の世界でそれを探そうと、そう思っていたところだ。




　──そして、村から出奔し、あてもない旅を始めてから二ふた月つき後。

　故郷が滅んだことを知った。

　件くだんの《魔族》が、下手人であった。

　理由まではわからない。単なる気まぐれか、それとも誰かが粗相でもしたか。

　いずれにせよ、村人は皆みな、殺された。むごたらしく、最期まで苦しみ抜いて、死んだ。

　彼を内心で畏れていた兄達も。

　彼を愛してくれていた両親も。

　その死体は串刺しにされて、今も村跡に残されているだろう。




　そうした情景を思い浮かべても、彼は何も思わなかった。




　怒いかりを感じなかった。

　悲しくもなかった。

　そんな自分が腹立たしくて、悲しかった。




　そして月日は流れ──

　齢よわい、七六の頃。

　彼はある街に足を踏み入れた。

　道行く者はその姿を見るや否いなや、すぐに目を背け、二度と視線を向けようとはしない。

　当然だ。彼の様相は今や醜い浮浪者のそれである。

　中性的な麗うるわしい容貌は見る影もなく、伸び散らかした髭ひげと白髪が不潔な印象を与えている。身に纏まとう衣服は小汚い麻布で出来たものであり、そこらの物乞いの方がよほど立派なものを着ているだろう。

　そんな彼は周囲の反応など意に介したふうもなく、よろよろと危うい歩調を刻み続けていた。

　虚うつろな瞳は、なにものも映してはいない。

　森羅万象、ことごとくが無価値。

　それが旅路の末に導き出された結論であった。

　彼は、何かを求めていたのだ。

　何かを求めて、旅をしていた。

　それを得て、人としての生を歩みたい。

　欠落した心の一部を埋めて、まっとうな人間として死んでいきたい。

　けれど。

　そんな願いは結局、叶かなわなかった。

　自分が求めた何かは、そもそもそれがいかなるものなのか、悟ることさえ出来なかった。

　つまりは、そういうことなのだろう。

　求むる何かなど、最初からどこにもなかったのだ。

　……であれば、なぜ、自分は未いまだに歩いているのだろう。

　もはや結論は出た。ならばもう足を動かす必要はないはずだ。

　生命活動を続ける必要も、ないはずだ。

　そう疑問に思った瞬間。

　転んだ。

　地面のくぼみに足を取られて、前のめりに倒れた。

　どうやらいつの間にか貧民街へ足を踏み入れていたようだが、倒れ込んだ老人など誰も気にすることはない。

　よく周りを見てみれば、似たような浮浪者の死体がいくつも転がっていた。

　自分も彼等の仲間入りを果たすのだろう。

　そう思っても、やはりなんの情も湧いてこない。

　虚無より産まれ、虚無のままに生き、虚無として死ぬ。

　自分には相応ふさわしい末路だ。

　──と、そんなふうに考えた矢先のことだった。

「お爺じいさんっ！　大丈夫っ!?」

　幼い少女の声。

　なぜだろう。それがどうにも、心地よかった。

　そこで一度、彼は意識を失い……

　次に目にしたのは、見知らぬ天井であった。

　彼は、どこぞのベッドに寝かされていた。

「あっ！　お爺さん、目が覚めたんだね！　よかった！」

　再び、声が脳を刺激してくる。

　そちらへ目をやると、幼い、素朴な外見をした少女が立っていて、安あん堵どしたような顔で彼のことを見ていた。

「……ここは、どこであるか」

　しゃがれた弱々しい声で紡つむがれた問いに、幼い彼女は彼へと近づきながら、返答する。

「孤児院だよ。本当は診療所とかに連れて行ってあげたかったんだけど……お金がなくてね。だから、体を拭いてあげたり、お粥かゆを食べさせたり、水を飲ませたりしか、出来なかった。院長先生も言ってたよ。助からないって」

「……である、か」

　自分も、あの衰弱状態からよくぞ回復したと思う。

　とはいえ喜びや安堵など皆無だった。

　なぜ、自分は今も生きているのだろう。

　造物主はまだ、自分に苦しみ続けろと、そう言っているのだろうか。

「……あのまま、死ねればよかったものを」

　意図せず呟つぶやいた言葉。

　それを耳にした瞬間、幼い少女が目をつり上げた。

「こらっ！　そんなこと言っちゃダメだよっ！　世の中にはね、生きたくても生きられない人達がたくさん居るんだよっ！」

　幼女に叱られる老人。

　普通は、逆だろうに。

　一般的な感性の持ち主なら、こういうときは自省したり、羞恥したりするのだろう。あるいは大人特有の理論武装を持ち出して、幼い相手を論破することもあるかもしれない。

　だが、彼はいずれの感情も抱かなかった。

　けれどその一方で……

　胸の中に、不可思議な熱のようなものを感じる。

　ほんのりとしたものだが、しかし、確実な温かさ。

　それは彼にとって初めての情だった。

　いったいこれは、なんなのだろう？

　そう、疑問に思っていると。

「ところでお爺さん、名前はなんていうの？」

　問い尋ねられ、再び幼女の顔に目をやる。

　こちらを見つめる大きな瞳はとてもまっすぐで、まるで吸い込まれるような魅力を感じた。

　そんな感想にますます当惑しつつも、彼は返答を送る。

「……名前など、ない。とうに捨てた。我わが輩はいにはそのようなもの、なんの価値も感じぬ」

「はぁ」

　よくわからない。小首をかしげた幼女の顔には、そんな思いが表れていた。

　それから彼女は、腕を組みながら、

「名前がないって、すごく不便だよ。あなたのこと、どう呼んでいいかわかんないし」

「……ならば、好きに呼ぶがいい」

　そっけないとも取れる返しだが、幼い彼女は特に気にした風もなく、腕を組んだまま天井を見上げ「う〜ん」と唸うなりだした。

「う〜〜〜〜〜ん、そうだなぁ。お爺さん、あたしが大好きな絵本のキャラクターに似てるから…………名前はアレで…………名字の方は……この街の名前でいっか」

　どうやら結論が出たらしい。

　幼女はまるで、自信作を発表するかのように胸を張りながら、笑顔を浮かべて、口を開いた。

「ライザー！　ライザー・ベルフェニックス！　今からあたし、あなたのことをライザーって呼ぶね！」

　名付けになど、なんの興味もない……はずだった。

「……良き響きであるな」

　意図せず、勝手に漏れ出た言葉に、彼は驚きを覚えた。




　ライザー・ベルフェニックス、老齢の刻。

　人生の末まつ期ごにてようやっと。

　欠落者は、望んだものを得たのだった──




　　　　◇◆◇




「過去を夢見るということは即すなわち、凶事の前触れを感じているということだよ」

　不意に響いた声。

　美声でありながらも、心地のよさなど微み塵じんも感じないそれが、ライザー・ベルフェニックスの意識を眠りから覚まし、現実へと引き戻す。

　瞼まぶたを開けてすぐ目にしたのは、室内に広がる暗闇であった。

　ライザーはすぐさま身を起こし、苛いら立だちを感じながら、部屋の隅へと目を向ける。

　漆黒の闇が支配する空間の中、一人の美しい男が佇ちょ立りつし、こちらを眺めていた。

「……アルヴァート・エグゼクス」

　それが、男の名だ。

　艶めく闇色の長髪。傾国の美び姫きもかくやとばかりの容姿。真しん紅くを基調とした荘そう厳ごんな衣装。

　かつてライザーと同じく、四天王の一角を務めた男であり……今は、世界の協同運営者。

　そんな彼がジッと、こちらを見つめている。

　その美貌には、今、普段の悠然とした微笑はない。

　真顔で、冷ややかに、細められた瞳を向けるのみ。

　非難されている。

　ライザーは相手方の様相から、そのような心情を読み取った。

「……睥へい睨げいされる筋合いはない。全ては其処そこ許もとの下らぬ欲求が招いたことだ」

　さもなくば、禁断の果実に手を伸ばしはしない。

「もう半月になる。世界を改変し、理想郷を築き上げ、そして……奴やつ儕ばらめを排除すべく動き出してから、半月。にもかかわらず、我等は何一つとして成果を挙げられていない。それどころか……合流を許してしまった」

　アード・メテオール。かつて《魔王》と称されし男と、その仲間達。

　彼等はライザーにとって最大の危険分子である。

　世界改変の折、やろうと思えば彼等の存在を抹消することだって出来た。

　けれども、アルヴァートとの契約により、それは叶わず……

　結果、ライザー達はじわじわと追い詰められている。

「当初は、どうとでもなると考えていた。魔力を奪ってしまえば、さしもの《魔王》とて我輩の敵にはなりえぬ、と。そう確信していた。……それがよもや、これほど粘るとは」

　油断などした覚えはない。最初から全身全霊で臨んだ。徹底して悪辣を貫き、卑ひ怯きょう・卑劣を極めた策略で以もって、かの一味を殲せん滅めつせんと尽力した。

　けれども。

　アード・メテオールはこちらが打った最善手のことごとくをねじ伏せ、最低最悪の盤面をひっくり返さんと動いている。

「……怪物だ。やはりあの男は、規格外の怪物である。魔力を失ってなお、《魔王》は《魔王》のままであった。そうだからこそ」

「《魔王》を上回る怪物を求むるは必然である、と。貴公はそのように判断したわけだ」

　アルヴァートの美貌に宿る冷気が、一層強くなった。

「理解は出来る。想定もしていた。だがしかし。まさかまさか。まさかまさかまさかまさかまさか。実際問題、貴公がそれを選択するとは思わなかった。あり得ぬことだ。自殺も同然だ。よもやこうも早く耄もう碌ろくするとは思わなかったぞ、ライザー・ベルフェニックス」

　矢継ぎ早に繰り出される非難の数々。

　アルヴァートを少しでも知る者からしてみれば、信じがたい態度であろう。

　この男は常に優雅で、常に余裕を持ち、常に心を静かに保っている。

　そんなイメージを破壊するほどに、アルヴァートは怒いかっていた。

　……いや、焦燥していたと、言うべきだろうか。

　その感情は彼だけのものではない。ライザーとて同様の思いを共有している。

「正直に申せば、不安は否いなめぬ。此こ度たび、我輩が作りだした駒はあまりにも凶悪で、あまりにも御し難がたく、あまりにも……強い。だが、準備は万全である。制御は可能だ。さもなくばあのようなもの、掘り起こしはしない」

「そうかそうか。ならば見物させていただこう。もはや賽さいは投げられた。投げられてしまった。貴公の手で、封印は破られてしまった。だからもう、こうして夜半にネチネチと罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐いたとて無駄なのだろう。嗚あ呼あ、まっこと嘆かわしい。ライザー・ベルフェニックス、吾わたしは貴公に失望したよ。愛は人を愚者にすると言うが、貴公は違うと信じていた」

　むっつりとした態度のまま、アルヴァートはこの場より消失した。

　最後に一つ、言い残して。

「此度の過あやまちが、貴公と、貴公の愛する者にとって、最善の結果をもたらすものになるよう祈っている」

　嫌味めいた言葉が、夜の静かな空気に溶けてからすぐ、彼は忽こつ然ぜんと姿を消したのだった。

　さて。

　不快な男が去ってすぐ、ライザーは嘆息し、頭を抱えた。

　アルヴァートの言葉は確実に、彼の不安を煽あおっていたのである。

　胸がざわめき、胃がキリリと痛む。

　それはライザーという存在が確かに、人間であるという証あかしであった。

　そう、今の彼はバケモノではない。一人の人間だ。

　そのようにしてくれた彼女の顔が、自然と頭の中に浮かぶ。

「……一目見れば、この苛立ちも治まろう」

　呟いてすぐ、ベッドから下りて、転移の魔法を発動する。

　移動した先は、別の部屋。

　室内は寝台近くの壁に掛けられたランプの、淡い光によってうっすらと照らされていた。

　そんな室内には今、彼女の寝息が静かに響いている。

「……マリア」

　ライザーはベッドの上で眠る一人の幼い少女を見つめながら、愛いとおしげにその名を呼んだ。

　一〇を数えるか否かといった、実に幼いヒューマン族の娘。外見にはこれといった特徴もなく、素朴な印象を受けるこの幼女こそ、ライザーの全てだった。

「我輩はもう二度と、其処許を失いはしない……！　今回こそは確実に、其処許を幸福にしてみせる……！」

　安らかに眠る、幼いマリアの寝姿を見つめながら。

　ライザー・ベルフェニックスは、改めて決意の炎を燃やす。




　この娘のためにも、必ずや、障害を取り除いてみせる、と──
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第八三話　元・《魔王》様と、魔力奪還作戦









《ストレンジ・キューブ》。

　かつて、とある《邪神》が創造した世界改変装置。

　それを用いることで、奴やつ等らは世界を改変した。

　アルヴァート・エグゼクス。

　そして、ライザー・ベルフェニックス。

　我が元・配下達の謀略に対し、俺は後れを取ってしまった。

　ゆえに俺は、この時代で手に入れた宝の全てを失った。

　学友達は総じて醜い怪物へと変えられ、何よりも大切な少女、イリーナは敵方の手へ渡ってしまった。

　そのうえ……今、我々は魔力をも奪われている。

　現状はまさに最悪の一言に尽きるが、しかし。

　それがどうしたというのか。

　俺は、俺達は、決して諦めない。

《ストレンジ・キューブ》を強奪し、イリーナを奪還し、必ずや世界を救う。

　そのために──




　今、我々は古都・キングスグレイブの只ただ中なかを疾走している。




　かつて我が帝国の首都であったこの都市もまた、住人の全てが魔物に変えられている。

　そこに加え、アルヴァートの配下であろう多数の《魔族》達が配置されており、まさに総力戦の構えで以て我々の進行を食い止めようとしているが──

　いかなる敵が現れようとも、俺達を止めることなど出来はしない。

「囲めッ！　奴等を取り囲めッ！」

「相手はたったの五人だぞッ！　なぜ止められんのだッ!?」

「増援を呼べッ！　このままでは突破されるッ！」

　怒号と激しい攻撃の轟ごう音おんが重なり、街中は戦場も同然の様相を呈していた。

　舗装された地面の石いし畳だたみが砕け、建造物が崩壊し、土煙が立ちこめる。

　それを引き裂きながら、我々は古都の大通りを駆け抜けた。

　立ちはだかる者、全てを屠ほふりながら。

「疾シッ！」

　オリヴィアが繰り出した剣けん閃せんが、数多あまたの魔物を一瞬にして両断する。

　彼女は名実ともに、世界最強の剣士だ。今も昔も、己が身体機能と剣のみを頼りに戦ってきた。ゆえに魔力を失おうとも、その戦力が削そがれることはない。

「ブラック・ホール！　ブラック・ホール！　ブラック・ホォォォォォル！」

　ヴェーダ・アル・ハザード。オリヴィアと同じく、かつて四天王の一角を務めたマッドサイエンティストの変態は、魔力を失ってなお健在である。

　俺でさえ解析不能な、わけのわからぬ力を用いたのであろう。

　上空に開いた無数の黒こっ穴けつが、膨大な敵方を吸い込んでいく。

「アタシも負けてらんないのだわっ！」

「私も、お役に立ちますわよっ！」

　シルフィー。そして、ジニー。二人の手には一振りの長剣が握られている。

　魔力を失った彼女等は、その時点で戦闘能力の全てを喪失した。それを補うのが、あの独特な柄つかを有する長剣だ。

　彼女等の意思に応じて、柄の中心を走る一筋のラインが煌きらめきを放つ。

　次の瞬間。

　シルフィーが度外れた踏み込みを見せ、桁外れの速度で以て敵方を斬り伏せていく。

　ジニーの周囲に多数の氷ひょう刃じんが顕現し、それが目前の敵方へと飛ひ翔しょうする。

「くッ……！　奴等、魔力を失ったはずだろうッ!?　なのになぜ、こんなッ……！」

　敵方の驚きょう愕がくは、ヴェーダが生み出したもの。彼女は我々がこのような事態に陥ることを先読みしており、戦力の欠如に対する策を創り上げていた。

　それが、魔力内蔵型魔装具である。

　剣の柄に埋め込まれた蓄積装置に前もって魔力を溜ため込んでおけば、この魔装具は使用者の魔力を消耗することなく魔法を発動することが出来る。

　これを以て、ジニー、シルフィー、そしてこのアード・メテオールは、オリヴィア達の足を引っ張ることなく戦闘行動に参加しているのだった。

「……とはいえ。今回も私の出る幕はなさそうですね」

　皆、俺が動く前に躍動し、襲い来る敵のことごとくを処理していた。

　そのためキングスグレイブに足を踏み入れてから現在に至るまで、俺は一切の戦働きをしていない。それが少し、申し訳なかった。

「アード君はもしもの時の切り札ですっ！」

「そうだね！　まだまだ君の出番は回ってこないよ！」

「雑ざ魚こは我々に任せろ」

「アンタなしでもやれるってところ、見せつけてやるのだわっ！」

　頼もしい仲間達が大立ち回りを演ずる姿を、俺はただ見つめるのみであった。

　そうして、彼女等が切り開いてくれた道を疾駆する。

　そんな道すがら、ヴェーダがケラケラと笑いながら口を開いた。

「やっぱ数の力ってのは馬鹿に出来ないねぇ〜！　あんだけキツかった道中が噓うそみたいに楽チンだもの！」

　世界改変の直後、ヴェーダとオリヴィアの両名は、とある魔装具を完成させるべく研究所へと向かっていたという。

　そうした動向を、ライザー達は先読みしていたのだろう。

　街が魔物の巣そう窟くつになってすぐ、事前に配置されていた《魔族》達が襲来。

　さしもの両者も数の暴力に圧おされ、撤退を余儀なくされた。

　その後、紆う余よ曲きょく折せつの末に我々は合流し、現在へと至る。

「あとは研究所が破壊されてないことを祈るばかりだねっ！」

「結界の類いは展開したのでしょう？」

「まぁね。でも、長くは保もたないんじゃないかな。アル君もライザー君もワタシの発明品を危険視してるだろうし。もう既にブッ壊されててもおかしくはないね」

　そうなっていたなら、我々は終わりだ。

　研究所の無事を心から祈りつつ、足を動かす。

　無論、《魔族》達も総力を挙げて我々を包囲せんと働くが、全ては無駄事であった。

　一蹴し、蹂じゅう躙りんし、殲せん滅めつし、俺達は目的地へと急ぐ。

　その果てに。

　我々はそれを目にした。

　長い長い通りの終着点。そこに居を構えた研究所の有あり様さま。

　広々とした敷しき地ち内は、黄金色に煌めく半球状の結界によって守護されており、施設は傷一つ付いていない。

「どうやら、間に合ったようですね」

　このまま真まっ直すぐに突き進めば、新たな道が拓ひらかれる。

　それは、イリーナの救出に繫つながる道だ。

　なんとしてでも彼女を取り戻したい。そのために俺は、命を賭ける。

「止めろぉッ！　ここでなんとしてでも止めろッッ！」

「これ以上先に進ませるなッ！」

「奴はまだ来ないのかッ!?」

　敵方からしてみれば、ここがまさに正念場であろう。

《魔族》達の攻勢が最高潮に達する。しかしそれでも、我々は止まらない。

　立ちはだかる障害の全てを打ち倒し、進んでいく。

　目的地まで目と鼻の先。

　──そこまで到達した、矢先のことだった。

　目前。

　研究所のすぐ近く。

　曲がり角の先から、ゆらりと、一人の男が姿を現す。

　刹那、我々は立ち止まった。

　そうせざるを得なかった。

「……ここで切り札投入、ですか」

　呟つぶやきながら、俺は皆と共に眼前の敵を睨にらんだ。

　その外見は年老いた浮浪者といった様相。ザンバラな赤茶髪に無ぶ精しょう髭ひげ、ボロボロな麻布で出来た衣服が、みすぼらしさを一層強めている。

「……ただ者ではないな」

　オリヴィアの言葉に、皆が頷うなずいた。

　小汚い浮浪者といったその姿に騙だまされるような者など、ここには一人も居ない。

　立ち止まり、静かに敵方を観察しながら、オリヴィアは言葉を続けた。

「上背がある。よく絞られた、しなやかな肉体だ。加えて、あの異様に盛り上がった脹ふくら脛はぎの筋肉。おそらくは近接戦を得意とする戦士であろう。……皆、心してかかれ」

「言われなくてもわかってるのだわ。さっきから隙が見当たらないもの、アイツ」

　オリヴィアとシルフィーは相手方の力量を十全に把握しているようだ。

　両者の顔に極限の緊張感が漲みなぎる。

　そうした中、《魔族》達は先刻までの攻勢が噓だったかのように静まり返り、現状を見つめ続けていた。

「ようやっと来おったか……！」

「ギリギリだが、なんとか間に合ったな……」

「いかにバケモノ集団が相手とて、魔力を失っている以上、奴やつには勝てまい……！」

　期待と信頼、そして畏敬の念。

　それらを一身に浴びながら、対面の男は厳かに口を開いた。

「──お命、頂戴する」

　あまりにも穏やかで、あまりにも静かな声。

　闘気も殺気も一切感じられず、そうだからか。

　奴が腰に提げた刀剣を抜き放ってなお、誰も反応が出来なかった。

「ッ！」

　まるで疾風の化身である。気付けば男の姿がオリヴィアの目前にあった。

　刹那、白はく刃じんが閃ひらめく。

　オリヴィア相手に剣を用いての勝負。尋常の手合いが相手ならば、愚行と言わざるを得ない。だが──

「ちぃッ！」

　一いっ閃せん目めを回避。二閃目は魔剣にて防御。三閃目に対し躱かわしざまの斬撃を放つも、空転。

　次の瞬間には男がオリヴィアの背後へと回っていた。

「だ、わぁあああああああああああッ！」

　気迫を乗せた一撃が、シルフィーの手によって繰り出された。

　最速、最鋭の突き。男の横よこっ面つら目がけて打ち込まれたそれは、しかし、その皮膚に触れることさえなかった。

　切っ先がそこへ到達するという、直前。

　敵方の姿がまるで蜃しん気き楼ろうの如ごとく揺らぎ、消失する。

　魔法の類いではない。単純な身のこなしで以もって、斬撃を躱しただけ。

　とはいえ、その動作速度は異常極まりないものだった。

「オリヴィア・ヴェル・ヴァイン。これしきの技量で剣聖を名乗るとは片腹痛い」

　研究所の真ん前にて、まるで門番のように立ちながら、男はボソリと呟いた。

　普段のオリヴィアであれば、即座に「舐なめるな」と返していただろう。

　だが今、彼女は額から一筋の汗を流すのみで、一言も発することはなかった。

　もしシルフィーが横合いから妨害しなかったなら、今頃、斬られていたかもしれない。

　その現実がオリヴィアを沈黙させているのだ。

「雑ぞう兵ひょうに興味なし。我が狙いは……貴様一人だ」

　男は右手に握る刀剣の切っ先をこちらに向けながら、静かに言葉を紡つむぎ出した。

「我が名はセルジア・ナガン。アード・メテオールとの一騎打ちを所望する」

「……我々を同時に相手取れるほどの力量を有していながら、一騎打ちの申し出、ですか」

　謀略を疑うこちらの心理を、敵方は正確に読み取ったらしい。

　小さく首を横に振りながら、セルジアは応答した。

「小こ賢ざかしい企たくらみごとなど、我が胸にはない。一騎打ちを所望する理由は二つ。一つは美学ゆえ。これと見込んだ強者は、一対一の尋常なる勝負で討ち果たさねば気が済まぬ。そしてもう一つは……アード・メテオール、貴殿を一騎打ちにて仕留めたなら、御屋形様との死合いが実現する。それこそ我が最上の望み。このセルジアは、それだけのために生き存ながらえてきたのだ」

　御屋形様。その呼び名は、アルヴァートを指したものだろう。

　となるとこの男、古代世界の生き残りか。奴をそのように呼ぶのは、あの時代においてアルヴァートの直じき参さんを務めた戦士のみ。であれば、度外れた戦闘能力にも納得がいく。

「……アード君、卑ひ怯きょうかもしれませんけど、ここは全員で」

　ジニーがそっと耳打ちをしてくる。

　一騎打ちを受ける振りをして、全員で奇襲。そうすれば勝てると、ジニーはそのように考えているのだろう。

「確かに、こうした場面では数的有利を活いかすのが定石ではあります。が……此こ度たびの手合いには通じません。むしろマイナスに働く可能性が高いかと」

　数の利は高度な連携が取れることを前提としたもの。翻ひるがえって、我々の連携力はいかほどのものか。

　結論から言えば、微妙である。我々は個々の我が極めて強く、それゆえにスタンドプレーは可能だが、チームワークは不得手であると理解している。

　そんな我々がセルジアのような強者を相手取った場合、連携が上手うまくいかず、各個撃破されるのがオチだろう。

「悔しいけど、アタシも同じ意見だわ」

「ワタシはこういうノリ好きじゃないし、どうでもいいかな」

　それから、オリヴィアが俺の目を真っ直ぐに見据えながら、言った。

「……任せても、いいか？」

　この男を倒せるのは俺だけだと、オリヴィアはそう考えている。そのように、期待してくれている。それならば──

「このアード・メテオールにお任せください」

　応えねばなるまい。

「ジニーさん。皆と共に、後ろへ」

「はい」

　彼女もこちらに絶大な信を置いているのだろう。食い下がることなく従ってくれた。

　俺は仲間達を背にして、一歩前に進み出ると、

「では、始めましょうか」

　半身となり、緩やかに剣を構える。

　これに応ずるかの如く、敵方は前傾姿勢を取った。

　そして。

「いざ──」

　踏み込んでくる。

　やはり疾はやい。並外れて疾い。

　気付けば目前にて剣が閃いていた。

　だが、対応は可能。

　大上段から振り下ろされた斬撃を真横に跳んで回避する。それと同時に、属性攻撃魔法を発動。セルジアの周囲に無数の魔法陣が現れ、次の瞬間、魔導による暴力が牙を剝むく。

　風刃、氷柱、炎弾、岩塊、雷撃。

　四方八方から、膨大な属性魔法がセルジアへと殺到する。

　並の手合いならこれで終しまいだが──

「つまらぬ」

　しゃがれた声が耳に届いた、次の瞬間。

　セルジアの手によって、流麗な銀線が描かれた。

　およそ千を超える斬撃。それらは飛来する属性攻撃のことごとくを捉え、そして。

「斬魔術は、オリヴィア・ヴェル・ヴァインの専売特許にあらず」

　こちらが放った攻撃、全てが斬り刻まれ、消滅。

　この技術はオリヴィアが得意とするもの。

　剣才しか持ち得ぬ彼女が、魔導の強者を相手取るために編み出した、無二の牙であった。

　それを《魔族》に使用されたオリヴィアの胸中は、いかなるものであろうか。

　およそ愉快な心持ちではないだろうが、慮おもんぱかってはいられない。

　来る。

　そう思った頃には、セルジアの姿が眼前にあった。

　斬り結ぶ。

　一合、二合、三合。

　白刃を触れ合わせ、大輪の火花を咲かせながら、俺は頭を働かせた。

　強い。

　切り札として投入されるに相応ふさわしい戦士だ。

　この男は《魔族》ゆえ、当然のこと、並外れた魔導の才を有している。だが、そうであるにもかかわらず、この男はあえてそれを捨て去り、剣のみを選んだのだろう。

　振るわれし斬撃の一つ一つから、セルジアの偏狂的な美学を感じる。

「……アルヴァートの直参、伊達だてではない、か」

　現段階において、こちらが使用出来る魔法は斬魔術によって無効化される。

　よって必然的に、剣術の勝負となるが……

　このセルジア・ナガン、剣の技量のみであれば俺よりも上うわ手てだ。

　ゆえに相手の土俵で戦えば、敗北は必至。

「勝負事の趨すう勢せいは開幕前の時点で確定している。……貴殿の言葉だ、《魔王》陛下」

　こちらの正体を知りながらも、セルジアの心に畏怖はない。

　その一方で、己の力量に対する自負もなかった。

　闘争の最さ中なかに生ずる心の揺らめきが、このセルジアには見受けられない。

　無だ。奴の心には、無が広がっている。

　どこまでも静かな、波紋一つない水みな面ものような男だった。

「素首、頂戴する」

　勝負を終わらせに来た。

　そう感じ取った瞬間。

「秘剣・蛇へび絡がらめ」

　セルジアの剣がうねるように動作し、そして。

　我が手中にあった長剣が、蒼そう穹きゅうへと舞い上がった。

「ッ！」

　危機を察し、思い切り後方へと跳ぶ。

　擦過の気配。

　着地と同時に、俺は自らの腹部へと目をやった。

　……一瞬でも跳ぶのが遅れていたなら、臓ぞう物もつを地面にぶち撒まけていただろう。シャツが横一文字に裂かれ、肌からは鮮血が滲にじみ出ている。

　我が現状は誰の目から見ても、窮地以外のなにものでもなかった。

　その姿に《魔族》達が沸き上がる。

「惜しいッ！」

「だが、もはや終いだ」

「アード・メテオールの手に剣はない。頼みの綱はもう、どこにもない」

「あの剣がなければ魔法は使えん。完全な丸腰というわけだ」

「さすがセルジア。あのアード・メテオールさえも仕留めてみせるか」

　誰もがセルジアの勝利を確信している。こちらが死する瞬間を、心待ちにしている。

　だが。

　オリヴィア。ジニー。シルフィー。ヴェーダ。

　仲間達の顔と目に、絶望感は皆無。

　皆、この期に及んでなお、俺の勝利を疑っていない。

　そして、この俺自身もまた、自らの勝利を確信している。

「認めましょう。貴方あなたの強さを。しかし──」

　徒手空拳の不安など微み塵じんもなく、俺は自然体のまま相手を見据え、言葉を紡ぐ。

「貴方の剣には、強さしかない。偏狂的な美学に裏打ちされた、絶大な技量しかない。セルジア・ナガン。貴方の剣には──心が、ない」

　敵方に対し右手を向け、人差し指をクイッと動かす。

　かかって来い。

　身振り手振りに込めた心情を、セルジアは読み取ったらしい。

　刀剣を担かつぐようにして構え、前傾姿勢となり──

　旋つむじ風かぜを伴いながら、踏み込んでくる。

　一瞬だ。彼我の間合いは、一瞬にしてゼロとなった。

　ヴェーダ手製の剣を失った今、この身は真まことに脆ぜい弱じゃくな、村人のそれである。

　セルジアも心得ていよう。だがそれでも油断なく、こちらの確殺を狙ってくる。

　詰めの甘さなど皆無。最後の最後の最後まで──否、決着の時が訪れてなお、この男の心には小波さざなみ一つ生じはすまい。

　まさしく圧倒的な強者だ。

　けれど。しかし。

「心なき刃やいばなど、恐るるに足らず」

　動いた。

　セルジアが。そして、我が肉体が。

　認識出来たのは、煌きらめきだけ。

　白はく刃じんの輝光が眩まばゆい。

　村人の肉体ではこれが限界。敵方の剣けん閃せんなど捉えようもない。

　だがそれでも。

　動く。動くのだ。

　肉の器が有する限界点を遥はるかに超えた領域へと、我が身を導くものがある。

　心だ。心の力だ。

　友を救う。世界を救う。

　イリーナを、救う。

　断固たる意志が、切なる思いが、限界の壁を突き破る。

　それゆえに──

　我が首を狙って放たれた突きの一撃は空転し、この手が敵の刃を摑つかむ。

「白しら羽は取りッ……!?　それも、片手でッッ……!?」

　ここに至り、初めて、セルジアの心に波紋が生じた。

　その時点で、勝敗は決したのである。

　敵方の動揺を見逃すはずもなく、俺は現状の最適解を放った。

　右足を躍動させ──上段蹴り。

　あっけないほど簡単に。惚ほれ惚ぼれするほど激烈に。

　我が足刀は、セルジアの頭部へと直撃した。

「────ッ！」

　小さな呻うめきが、決着の証あかしとなった。

　敵方の瞳から輝きが失われ、その身が地面へと沈んでいく。

　どうっ、とセルジアが倒れ込み、そして、静寂が生まれる。

　先刻まで悠然と状況を見守っていた《魔族》達。彼等の顔には総じて、脂汗が浮かんでいた。

「そんな、馬鹿なッ……！」

「ありえない……！　素手で、セルジアを倒すなど……！」

「こんなバケモノ、どうしろというのだ……！」

　意気が折れた。

　そのように察した俺は、連中の顔を見回しながら、口を開く。

「まだ、続けますか？」

　ぞくりと、全員が身震いする。

　もはや戦意など、誰も抱いてはいなかった。

「くそぉッ！」

「このようなところで無駄死には出来ん……！」

「もはや、退くしかあるまい……！」

　追い立てられた犬のようであった。

《魔族》達は我先にと逃げ去り、残ったのは我々のみとなった。

「さすがです、アード君っ！」

「アタシが見込んだ男だもの、これぐらい当然だわっ！」

「……ふん」

「やっぱ君は興味深いねぇ〜！　この一件が終わったら解剖させてちょうだい！」

　称賛の声に対し、俺は微笑しながら、

「さぁ、参りましょうか。逆転の一手を打つために」

　結界に守られた研究所を、指差すのだった。




　　　　◇◆◇




　ヴェーダの手によって結界が解除されてからすぐ、我々は研究所の敷しき地ち内へと入った。

　施設の外観はヴェーダ手製ということもあって奇抜・独特を極めたものだったが、内観は意外にも真っ当な造りをしている。

　通路を進む最中、俺は全方位を警戒し続けていた。

　こういう、目的を果たした瞬間というのが一番危うい。誰であっても多少の油断が生まれてしまうからだ。

　敵方はそこを突いてくるのでは、と危惧していたが……どうやら杞き憂ゆうであったらしい。

　特に何事もなく、我々は施設の中を進んでいき、広々とした部屋へと辿たどり着いた。

「うわぁ……なんというか、壮観、ですわね……」

　この部屋は魔道具・魔装具の製造と、その実験場を兼ねたスペースとなっているらしい。

　室内の右半分には多数の作業机と、製造用の道具や装置などがズラリと並んでいる。

　左半分は実験用の空間となっていて、安全確保のためか、四方に結界装置が配置されていた。

「さぁ〜て！　そんじゃ、チャチャッと造っちゃおっかな！」

　勝手知ったる我が家へ帰ってきたことが、よほど嬉うれしかったのか、ヴェーダはスキップしながら作業机の一つへと向かった。

　その後、背はい囊のうを下ろし、そこからいくつかの素材を机に載せて……

「あ、そうだ。もしかしたら作業中に街一帯が消し飛んだりするかもしれないけど、そのときはまぁ運が悪かったと思って諦めてね！」

　なんとも不安になるようなことを述べてから、ヴェーダは製造作業へと移った。

　それからしばらくして。

　最悪の事態など発生することなく、目的の魔装具が完成した。

　外見は極めてシンプルな、銀の腕輪である。

　その効果は……魔力の奪還。

　この腕輪を装着している間、という条件付きではあるが、失われてしまった魔力を取り戻すことが出来る。

「よし。そんじゃ、実際に戻ったかどうか実験してみよっか！」

　室内の左側にある実験スペースへと足を運ぶ。そして我々は虚こ空くうへ掌てのひらを向け、思い思いの魔法を発動した。

　結果は──

「成功、ですね」

「これでもう足を引っ張ったりはしませんわ……！」

「あぁ〜〜〜！　デミス！　もう離さないのだわ！」

　気勢を高めるジニーと、再び召喚可能となった聖剣に頰ずりをするシルフィー。

　オリヴィアは元々、魔法に思い入れなどはなかったため、特にこれといった反応はなかった。

　ともあれ、俺達は最終目標へと大きく近づいたというわけだ。

「世界の改変を許して以降、我々は猫に追い立てられる野ネズミの如ごとく、常に死と隣り合わせの状況にありました。しかし、それも今日までのこと。ここからは、彼等が追い込まれる番だ」

　俺の言葉に、皆は士気を上げた様子で頷うなずいた。

「ミス・イリーナを、なんとしてでも……！」

「溜たまりに溜まったフラストレーションを爆発させてやるのだわ！」

「教え子達と……わたしの芋畑。早急に救わねばならぬ」

「ゲームは勝ってなんぼだからね！　ここいらで逆襲といこうか！」

　皆の顔には、希望が宿っている。

　俺も同じだ。

　もはや恐れるべきものなど何もない。皆を救うため、一直線に邁まい進しんする。それだけだ。

　そして我々には、それを成すだけの力がある。

「さぁ、では──」

　頼もしき仲間達へ、檄げきを飛ばす。

　その、最中の出来事だった。




　パチ、パチ、パチ、パチ、パチ……




　音が、鳴り響く。

　パチ、パチ、パチ、パチ、パチ。

　これは、拍手か？

　誰かが、拍手をしている。

　俺ではない。ジニーでもない。シルフィー、オリヴィア、ヴェーダでもない。

　──第三者によるものだ。

　そう察した瞬間。




　ぞわり。




　全身の毛穴が開き、脂汗が一斉に噴き出した。

　皆、硬直して、動けない。

　俺も同じ有あり様さまとなっている。

　周辺警戒をすべき状況であるというのに、首を少し動かすことさえ出来なかった。

　勝手に手先が震え出す。額から大量の汗が流れ落ちる。

　パチ、パチ、パチ、パチ、パチ。

　拍手の音が、近づいてくる。何者かが、こちらへとやってくる。

　それに伴って、頭の中で不協和音が鳴り始めた。

　弦楽器を思い切り搔かき鳴らしているかのような、不快な音が響いている。

　脳髄が、現実の理解を拒絶しているのだ。

　気持ちの悪い音を鳴らし、思考出来ないよう、仕向けている。

　冷静さを失わせ、忘我も同然の状態へと誘いざなってくる。

　──恐怖だ。

　圧倒的な恐怖が、我々をそのような状態へと追い詰めているのだ。

　しかし。

　誰だ。

　いったい、何者だ。

　皆だけでなく、この俺に、ここまでの恐怖を味わわせる者が、この世のどこに居る？

　……本当は、わかっていた。

　そんな手合いは、ただ一人しか居ないのだから。

　けれど。

　俺は、その推測を拒絶した。

　ありえないことだと、即座に脳内から排除した。

　奴が戻ってくるだなんて、ありえない。

　あってはならない。

　そもそも、奴やつはあのとき、確かに封印したじゃないか。

　俺と、四天王と、無数の配下達で、仇を取ったのだ。

　俺達から、愛する者を奪ったあのバケモノを。

　俺達から、尊厳を奪ったあのバケモノを。

　生きとし生けるもの、全ての怨敵であるあのバケモノを。

　俺達は数多あまたの犠牲を払いながらも、確かに、この世界から追い出したのだ。

　だから、奴が帰って来るだなんて。

　そんなこと、あるわけが──




「現実逃避だなんて、君らしくないよハニー」




　唐突に、囁ささやくような声が聞こえた、次の瞬間。

　濃密な闇が、まるで暴風の如く吹き荒れた。

「そんな、まさか……！」

「この、嫌な感じ……！」

「不味まずい、ねぇ」

「いったい、これは……!?」

　激しく渦を巻くように流動する、闇のオーラ。

　それはやがて一カ所へ集い、収束し──




　──降臨する。




　室内に静寂が戻ると同時に、それが我々の目前にて、姿を現した。

「……ありえない」

　俺は、愕がく然ぜんとするしかなかった。俺は、呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

　悪夢の再来に、慄然と全身を震わせることしか、出来なかった。

「……ありえない」

　阿あ呆ほうのように、同じ言葉を繰り返す。

　このようなことが、現実に起き得るはずがない。……けれども、我が目に映るあの男は、あの怪物は、記憶に刻まれたそれと完全に一致している。

　小さな小さな、子供のような矮わい軀く。

　身に纏まとう衣服の形状は実に独特で、全ての時代、全ての国の文化性に当てはまらない。それは奴の在ありよう……即すなわち、完全なる孤立を、意味しているかのようだった。

　その容姿はまるで天使のように愛らしく、瞳は不気味なほど強く煌きらめいている。

　床に届くほど長い黒髪は、さらりとして、艶やかであり……吐き気を催すほど、美麗。

　そんな、人の形をした悪夢は。

　俺の様相を見て取った瞬間、ニィィィィ……っと口元を歪ゆがめて。

　おぞましいほど流麗な音色で、言葉を紡つむぎ出した。

「ほら。また会えただろう？」

　まるで、あのときの続きが、やってきたかのようだった。

　そんなものは永遠に来ないと思っていた。

　けれど今、それが目前にある。

　かつての大戦。

　古代における、人類と《邪神》の間で起きた戦争の、最終決戦にて。

　奴は最後に、こう言った。

〝僕は、思い出になんかならないよ〟

　負け惜しみだと、そう思っていた。

　そう思いたかった。

　これでやっと、奴が居なくなってくれたのだと、そう思いたかった。

　あぁ、でも。

　糞くそ。

　畜生。

　激しい動揺の中に、醜悪な怒気が宿る。

　それは、俺の隣に立つ姉貴分、オリヴィアも同じだった。

　きっと、シルフィーやヴェーダだってそうだろう。

　例外なのは、現代人であるジニーだけだ。

　古代を生きた人間なら誰だって、同じ気持ちになる。

　虫むし酸ずが走るような悪感情。それを吐き出すかのように。

　俺達は、怨敵の名を、口にした。




「メフィスト゠ユー゠フェゴール……！」











第八四話　元・《魔王》様と、史上最狂の宿敵









　今より遥はるか昔。

　古代世界と称されるその時代において、陸海空の全てを支配していた者達が在った。

《外なる者達アウター・ワン》。

　当時、彼等の主たる呼び名はそれだった。

　人類を基に《魔族》という超越者達を創り、古代世界を完全支配していた上位存在。

　彼等の多くは人間という生き物に対して差別的であり、その大半が圧政者であった。

　ゆえに俺はオリヴィアを始めとした当時の仲間達と共に反乱軍を立ち上げ、彼等を排斥すべく戦い続けたわけだが……

　しかし実のところ、彼等のことを真に邪悪だと思ったことは、ただの一度さえない。

　中には人類に対して極めて友好的な個体も居た。そうした者達は例外なく、差別なき理想的な国家を創り上げており、その政治的手腕は手本として相応ふさわしいものだった。

　人類に対して差別的な個体であっても、皆それぞれが信念に基づいた行動を取っており、敵ながら称賛に値すると感じた者達も多い。

　だが。そんな《外なる者達アウター・ワン》の中に在あって、奴だけは。

　メフィスト゠ユー゠フェゴールだけは、特別な存在だった。

　その行動に信念などなく、全てが支離滅裂であり────何よりも、おぞましい。

　この世の悪、全てを煮詰めたとしても、奴一人の邪悪には遠く及ばないだろう。

　人も魔も、神さえも例外なく、気まぐれに救っては嘲笑わらい、気まぐれに殺しては失笑わらう。

　そうした在り様ようはまさに、邪悪なる神そのもの。

　それゆえに奴は、《邪神》と呼ばれていた。

　そう、元来、その呼び名は奴にのみ適用されていたのだ。

　現代において聖書バイブルの一つとされる魔王英雄譚たんの中では、《外なる者達アウター・ワン》という記述はなく、彼等のことを総じて《邪神》と呼称しているが──

　俺からしてみれば、その呼び名を用いるべきはただ一人。

　メフィスト゠ユー゠フェゴール。

　奴だけを、そのように呼ぶべきだと、そう思っている。

　あの時代においてメフィストを憎く思わないような存在はなかった。

　人も、魔も、神も。森羅万象が奴を憎み、恨み、誰もがその存在を消し去らんとした。

　この俺もまた、例外ではない。

　俺の周りを固めていた配下や、仲間達にしても、同様であろう。

　オリヴィア、ヴェーダ、アルヴァート、ライザー。我が軍において四天王を務めた者達や、文官の最高峰・七しち文ぶん君くん、我が側近たる薔ば薇らの騎士・リヴェルグ……そうした名だたる英傑達は当然のこと、まだ何者でもない雑ぞう兵ひょう、一人一人もまた、同じ感情を共有していた。

　リディア率いる《勇者》の軍勢にしても、同様である。

　特に……リディアは誰よりも、メフィストを恨み抜いていた。

　彼女にとってメフィストは愛する母の仇かたきであり……




　実の、父親だった。




　その出自が、どれだけリディアを苦しめたか。

　そして……最後の最後まで、メフィストはリディアにとって、悪夢のような男だった。

　いや、彼女だけではない。俺達からしても、奴は悪夢そのものだ。

　だから、総力を以もって消し去った。

　もう二度と、その存在が世に現れることはないと、安心しきっていた。

　──それなのに。

　今、再び。

　悪夢が、蘇よみがえってしまった。

「ッ…………！」

　歯は軋ぎしりの音が、静かに響く。

　隣に立つオリヴィアやヴェーダも。すぐ後ろに居るシルフィーも。そして、俺も。

　目前のバケモノに対し、冷静ではいられなかった。

　そんな俺達の視線を一身に浴びながら、メフィストは──

「あぁ、いけないね。想定通りではあるけれど、やはり涙が流れてしまうよ」

　まるで無二の友と、再会を果たしたかのように、目元から滴を零こぼした。

　……この不快感と、気持ちの悪さ。

　緊張と、そして極限の怒気が、心中にて渦を巻き始める。

　……そんな俺達に反して、奴やつと面識のないジニーは、怯おびえつつも冷静だった。

「メフィスト、って……《魔王》様が永えい劫ごうの牢ろう獄ごくに封印したという、《邪神》の一ひと柱はしら、ですよね……？　それが、どうしてここに……？」

　現状に対する疑問を抱ける程度に、ジニーの心理は冷えていた。

　反面、彼女が口にした疑問によって、我々の脳髄は殊こと更さらに熱くなる。

「ライザーだわ……！　アイツが、《ストレンジ・キューブ》を使って……！」

　おそらく、シルフィーの言葉通りだろう。

　追い詰められたとき、ライザーは常に奇策へと走る。敵方の理解を超えた謀略を用いねば、最低最悪の状況は打破出来ぬと、そう考えているからだ。

　実際のところ、そうした行動で以て奴は幾度となく窮地を乗り越えてきた。

　そうだからこそ、此こ度たびの愚行に及んだのだろう。

「ライザーめ……！　ここまで蒙もう昧まいな男だったか……！」

　オリヴィアの恨み節は、俺の心を代弁するようなものだった。

　なるほど。確かにこれは、奇策中の奇策だ。誰も予想しなかったに違いない。

　まさかまさか。

　敵方が自殺に等しい行為をしてくるだなんて、誰が予想出来ようか。

　ライザーはおそらく、万全の準備をしたうえで、奴を復活させたのだろう。

　制御可能と踏んだからこそ、そのようにしたのだろう。

　……なんと、愚かな。

　相手は《邪神》だぞ。

《勇者》はおろか、《魔王》さえも及ばない。

　そんなバケモノを、制御出来るわけがないだろうが。

「ふぅ……少し、落ち着いたよ。悪かったね。取り乱してしまって」

　口元を笑ませながら、奴は黄金色の瞳を細め、周囲を見回した。

　そうしてから、ヴェーダへと目線を向けて、言葉を投げる。このうえなく、親しげに。

「展示されている発明品の数々、実に見事だよ、愛弟子。僕が教えたことを全部、ゴミみたいに捨ててるね。そこらへんが特に素晴らしいよ」

「……また、ワタシの玩おも具ちゃを壊すつもりですか、師匠せんせい」

　珍しく、暗あん澹たんとした怒気を顔に宿すヴェーダ。そんな彼女にメフィストは苦笑しながら、

「そうだねぇ。さっき君達が勘ぐっていたけれど、実際、今の僕はライザー君の手駒だから。けれど愛まな弟で子し。君がどうしても嫌な思いをしたくないと言うのなら──」

　天使のような美貌に、聖母のような優しい微笑ほほえみを浮かべて。

　奴は朗らかに、言葉を紡つむぎ出した。

「────まずは、君を壊してあげよう」

　刹那。

　危機感が全身を駆け巡る。

「ヴェーダッ！」

　対応してくれ。そう願いながら、彼女の名を叫ぶ。

　だが……それが叶かなうことは、なかった。

　ヴェーダの足下にて、漆黒の槍やりが生まれ出いで、そして。

「あっ……」

　彼女の華きゃ奢しゃな胴体が、鋭利な穂先によって、貫かれた。

「良かったね、愛弟子。これでもう嫌な思いをせずに済むよ」

　天使の顔に、悪魔のような微笑が浮かんだ、そのとき。

「メフィストォオオオオオオオオオオオオオッ！」

　オリヴィアの、狂乱めいた怒声が響き渡る。

　刹那、魔剣を抜き放った彼女が一瞬にしてメフィストへ接近し、袈け裟さ懸がけの斬撃を──

「相変わらず、つまらないな。君は」

　斬撃を繰り出すよりも、前に。

　オリヴィアの全身が、吹き飛ばされていた。

「がッ……!?」

　壁面へと衝突し、ずるずると地面へ落ち、そして動かなくなる。

　オリヴィアの身に、いかなる事態が起きたのか。メフィストが何をしたのか。

　全て、目視確認、出来なかった。

「暴力に対する報復を、同じ暴力で以てしか実行出来ない。それだけでも想定通り過ぎてつまらないというのに……なんだい？　さっきの攻撃は。やって来るまでに三回も欠伸あくびが出ちゃったよ」

　口元は笑んだまま、瞳に冷ややかさを宿す。

　そして奴は、こちらへと目をやって、

「さぁ。君はどうしてくれるんだい？　ハニー」

　怖おぞ気けが走ると同時に、俺は攻撃を開始した。

　それはまさに反射的な行動であり、思考は伴っていない。

　気付けば属性魔法を雨あられと叩たたき込んでいた。

　全力全開。

　加減などない。ありえない。

　目前の絶対的な脅威に対し、俺は全身全霊の攻勢を展開する。

　巻き起こった破壊の嵐は奴の体を瞬またたく間に飲み込んで、その周辺に存在する有象無象の全てに甚じん大だいな被害をもたらした。

　局所的ではあるが、威力は十分。いかなる手合いであろうとも、無事では済まない。

　──それなのに。

「今、すごく落胆しているよ、ハニー」

　悲しげな囁ささやき声が耳に入った、その瞬間。

　搔かき消された。

　膨大な属性魔法の群れが、一瞬にして。

　けれど奴は、特に何も、不可思議な力を用いたわけではない。

　ただ、体にまとわりつく煙を払うように、両手を無造作に振っただけ。

　それだけの所作で、こちらの全力が、完封されてしまった。

「あぁ────実に、不愉快だ」

　まるで奴の心情に応ずるかの如ごとく、小柄な総身から、漆黒の波動が生じた。

　回避、出来ない。

　反応さえ難しい。

　俺も、ジニーも、シルフィーも、それをもろに浴びて、部屋の隅へと吹き飛ばされてしまった。

　背面が壁に叩き付けられ、鈍い痛みが全身を駆け巡る。

　そして俯うつぶせに倒れ込むと同時に。

「残酷なものだね。時の流れというのは」

　足蹴にされた。

　メフィストが、俺の肩を踏みつけている。

　小さく華奢な体だが、しかし、その力はまるで巨人のようであった。

　身動きが取れない。

　そんな俺に冷然とした視線を浴びせながら、メフィストは唇を尖とがらせた。

「今の君は、とても不細工だよ、ハニー」

　刹那、流れ込んでくる。

　奴の足から何か、恐ろしいものが。禍まが々まがしいエネルギーのようなものが。

　我が身へと、流れ込んでくる。

「ぐ、あ、あ……！」

　口から苦く悶もんが漏れ出た。

　肉体的な苦痛であれば、いかなるものであろうと歯し牙がにもかけない。

　だが、これは。この、霊体を蝕むしばみ、腐らせ、破壊する痛みは。

　言い表しようがないほどの、苦しみであった。

「ぐ、ぁ、う……！」

　消える。このままでは、我が存在が、永遠に。

　けれども反抗出来ない。足蹴にされたまま、指一本、動かすことが出来なかった。

　……こんなところで、終わるのか？

　心の中に絶大な恐怖が生まれ、歯がカチカチと鳴り始めた。

　そのとき。

「だぁりゃあああああああああああああああッッ！」

　聖剣・デミス゠アルギスを携えたシルフィーが、吶とっ喊かんする。

　完全な不意打ち。

　刃じん圏けんに相手を捉えると同時に、シルフィーは敵の首を狙って、鋭い突きを繰り出した。

　が──

「おぉっと危ない」

　跳躍し、距離を離す。

　聖剣の一撃は空を切り、メフィストに触れることさえ叶わなかった。

　大きく間合いが空く。

　シルフィーが俺を背にして、まるで庇かばい立てするように、敵方を睥へい睨げいする。

「これ以上、好き勝手はさせないのだわッ！」

　勇ましい彼女に、俺は……このうえない危うさを感じた。

「シル、フィー、さん……！」

　ダメだ。立ち向かっては、ダメだ。

　逃げろ。ジニーを連れて、逃げろ。

　そう叫びたかった。しかし、出来なかった。

　先刻受けたダメージが、声を発することさえも、許してくれない。

　そうこうしているうちに、状況が進んでいく。

　勇猛なオーラを放ち、敵方を睨にらむシルフィー。

　そんな立ち姿を前にして、メフィストは、

「ふっ、ふふ」

　クスリと、小さく笑う。

「……何が、可笑おかしいの？」

　眉間に縦たて皺じわを刻むシルフィーに、メフィストは「くつくつ」と喉を鳴らしながら、受け応えた。

「君は確か、シルフィーちゃん、だったかな？　僕の娘が、我が子も同然に育てた愛弟子の一人。そうだろう？」

「それがどう──」

「けれど君は。そんな愛弟子の君は。あのとき、姿を見せなかった」

　ピクリと、シルフィーの肩が震えた。

「誰よりも、あの子に愛されていたのに。誰よりも、あの子を愛していたのに。でも、君は居なかった。あの子が死ぬ間ま際ぎわ、どこにも、その姿はなかった。ねぇ、どうして？　どうして居なかったんだい？　シルフィーちゃん」

　くつくつと喉を鳴らしながら、口元に悪魔の微笑を浮かべて、メフィストは口撃を重ねていく。

「君が居たなら、悲劇を防げていたかもしれない。僕があの子に掛けた洗脳を、解くことが出来たかもしれない。親友であるハニーの言葉は届かなかったけれど、家族のように愛した君の言葉なら、可能性はあったんだよ。でも……君は、居なかった」

　この言葉が、どれだけシルフィーの心を抉えぐるか。メフィストは理解している。

　理解しているからこそ、笑っている。

「親も同然の相手が死にそうになっているのに、どこかへ行ったままの君が、今さら救世主のような顔をして……ふ、ふふっ。仲間を、守る？　ふふ、ふふ……いや、実に滑こっ稽けいで、哀れで、愚劣で、お間抜けで。あぁ、まったく、君って奴やつは────」

　唇をヒクヒクとさせながら。

　メフィストは、この上なく人を見下した目で、言った。




「──格好付けてんじゃねぇよ、親不孝ものが」




　瞬間。シルフィーの中で、何か決定的なものが、切れた。

「黙れぇえええええええええええええええええええええええええええええええッッ！」

　金切り声を放ちながら、踏み込む。

　まるで癇かん癪しゃくを起こした子供のようだった。

　そんなシルフィーに対し、メフィストの態度は冷ややかだった。

「うん、もういいや、君は」

　飽いた玩おも具ちゃを見るような目。

　そして──

　気付けば、シルフィーの総身が宙を舞っていた。

　やはり、何が起きたのか、まったくわからない。

　何か巨大な壁に跳ね返されたように、シルフィーは勢いよく飛んで──

　壁面をブチ抜き、その姿を消失させた。

「さてさて」

　壁に穿うがたれた大穴から、メフィストは別の方向へと目線を移す。

　そこに在ったのは。

「ひっ……！」

　ジニーだ。

　尻餅を突いて、怯おびえたように体を震わせる彼女を、メフィストはジッと見据えた。

　大きく開かれた黄金の瞳。奴はきっと、ジニーの全てを見通したのだろう。

　そのうえで、メフィストは肩を落とした。

「つまらない。実につまらないよ、君は」

　はぁ、と大きく息を吐いて、愚痴を零こぼすように呟つぶやく。

「生い立ちにドラマ性がなさ過ぎる。現代生まれは皆こうなのかな？　だとしたなら、僕にとって今の世界は生き地獄も同然だね。昔はよかった……なんて言葉、絶対に吐きたくはなかったのだけど、君を見ていると否いやが応おうでも口にせざるを得ないよ」

　奴の瞳が、天使のような美貌が、みるみるうちに冷めていく。

　とうとう、口元に浮かべ続けていた微笑さえも消し去って。

　メフィストは、淡々と言葉を紡つむいでいく。

「君は、そう……例えるなら、永遠の芋虫だ。美しい蝶ちょうになることはおろか、さなぎにさえ変わることが出来ない。見所がなく、面白みを引き出すための要素もなく……あぁ、実に実に、退屈だよ。そして僕は────虫ケラを見るとつい、踏み潰したくなってしまう」

　ここに至り。

　無力な友が。怯えることしか出来ない、哀れな友が。

　危機に陥ったことによって、ようやく。

「うぉ、あぁあああああああああああああああああああああああああああッッ！」

　我が肉体が、意志に応じて、動くようになった。

　先刻のダメージは残っている。依然として、生き地獄も同然の苦痛が走り続けている。

　だが、それがどうしたというのか。

　大切な友を失う苦しみに比べたなら、これしきの苦痛、どうということはない。

　そして、俺は──

「《孤独なりしプライベート・王の物語キングダム》ッッ！」

　一瞬にして詠唱を完了し、切り札を発動する。

　出し惜しみなど、するはずもない。

《固有魔法オリジナル》を展開すると同時に、勇魔合身・第三形態へ移行。

　これは現段階において、俺がまともに運用出来る、最大の戦力だ。

　圧倒的なパワーが得られる代わりに、身体からだへの負担は激烈だが……

　たとえ骨肉が砕けようとも、あの悪魔を倒せるなら本望。

　我が手に喚よび出されし黒剣に、俺は万感の思いを込めて、今──




「あぁ。やっぱり君は、その姿が一番だよ、ハニー」




　────────────────────────────────────────────────────────────何が起きたのか、理解が、及ばなかった。

　奴の憎たらしい笑顔が瞳に映ったところまでは、覚えている。

　けれど、それからの記憶が、ない。

　気付けば俺は、床に倒れ込んでいて。

　黒剣は粉みじんに砕け。

《固有魔法オリジナル》が、解除されていた。

「う、ぐ……！」

　動けない。

　指一本、動かせない。

「そうだよハニー。この世界はね、すごくすごく、理不尽に出来てるのさ」

　奴は、笑っていた。

　笑いながら、滂ぼう沱だの涙を、流していた。

「あぁ、本当に。本当に本当に。この世界は理不尽だよ。僕が愛したハニーはもう、どこにも居ないんだね。僕が知ってる君は、もっと強かった。もっと情熱的で。もっと圧倒的で。もっともっと、怖かったよ。────それが今じゃ、このザマか」

　メフィストが、左手を向けてくる。

　次の瞬間。

　掌てのひらの先に、純白の魔法陣が現れ、そして。

「がっかりしたよハニー。ここでお別れになってもいいと、そう思う程度には」

　魔法陣の中から、闇色の球体が顔を覗のぞかせた。

「君を殺してから、僕も死ぬことにするよ。じゃあね、ばいばい」
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　哀かなしげに涙を流しながら。愉たのしげに笑いながら。

　メフィストは微み塵じんの躊躇ためらいもなく、己の殺意を現実へと反映させた。

　刹那──

　黒球が、やって来る。

「ぐ、うッ……！」

　やはり我が身は、一切の動作を許ゆるさない。

　被弾する。直撃する。

　──死ぬ。

　恐ろしかった。

　死ぬことが、ではない。

　皆を救えぬまま、道程を終えることが、何よりも恐ろしかった。

「イリー、ナ……！」

　すまない。イリーナ、すまない。

　助けてやれなかった。弱い俺を、許してくれ。

　自然と、涙が頰を伝う。

　もはやこれまで。

　己の結末を受け入れ、瞳を瞑つぶる。

　その刹那──

「アード君ッ！」

　悲鳴にも似た叫びが、耳じ朶だを叩たたく。

　ジニーの声だった。

　そして、すぐ、彼女の気配が移動する。

　思わず目を見開いた、その瞬間。

　瞳に、飛び込んできたのは。

　俺を庇かばうように立つ、ジニーの姿。

　そんな彼女へ、黒球が迫り──

「あ」

　爆裂。

　彼女の体に触れた途端、球体が漆黒の爆炎となって、ジニーの全身を覆う。

　彼女は小さな悲鳴を上げて。

　全身を闇色の炎に焼かれながら。

　俺の目の前で、倒れた。

「あ、が、あ……！」

　体が、震え出す。

　歯が、カタカタと音を鳴らす。

　ジニー。

　ジニー、ジニー、ジニー、ジニー、ジニー。

「ジ、ニィ……！」

　起きろ。起きてくれ。

　頼む。死ぬな。死ぬんじゃない。死ぬな。

「ジニィィィィッ……！」

　希こいねがうことしが出来ぬ己の無力さに、俺は一筋の涙を流した。

　……その一方で。

「これは、想定外だ」

　悪魔が。

　天使の美貌に驚きょう愕がくを貼り付けながら、目を見開いて、ジニーの姿を凝視する。

「どうしたことだろう、この子は決して動けないはずだった、いや動けたとしたってこちらの攻撃速度を思えば間に合うはずがない、なのにどうして、何が彼女を動かした、何が彼女の限界を引き上げた、何が何が何が何が────」

　黄金色の瞳を揺れ動かしながら、ぶつぶつと呟き続ける。

　その末に、奴やつは結論を見み出いだしたのか。

「あぁ、そうか。愛だ。愛の力だ」

　得心がいったように手を打ち、そして……微笑ほほえむ。

　まるで聖母のような、慈愛に満ちた顔だった。

　そんな表情でジニーを見つめながら、メフィストは口を開く。

「前言を撤回するよ、ジニーちゃん。君は醜い芋虫なんかじゃあない。ちゃんと見所のある、素晴らしい逸材だ」

　上気したように、メフィストの頰が赤く染まった。

　そうして奴は両手を広げ、天井を見上げながら、言い放つ。

「ありがとう。君は僕に、好奇心とアイディアを与えてくれた。それらを基にドラマを創ろう。……ふふ。今、すごく気が昂たかぶっているよ」

　その場でクルクルと回り、小躍りした後。

　スキップしながら、奴がこちらへと近付いてきた。

　……何も、出来ない。

　剣を握ることも。拳を固めることも。何一つ、出来はしない。

　ただ、されるがままだった。

　そんなこちらの頰を、メフィストは両手で挟むと、

「気が変わったよハニー。確かに、君の変化は残念だけれど、でも……そこは僕が合わせてあげればいい。そうしたなら、また遊べるだろう？　昔のように、ね」

　奴は俺の額に口づけし、まるで恋する乙女のように囁ささやいた。

「ドラマを創りたい僕と、そうはさせない君達。あぁ、楽しみだ。実に実に楽しみだ」

　そして。

「じゃあね。愛してるよ、ハニー」

　天使のように、綺き麗れいな顔をして。

　悪魔が、この場より消え失うせた。

　残ったのは、犠牲となった者達だけ。

　皆、屍しかばねのように倒れ、指一本動かせずにいる。

　……俺もまた、意識を繫つなぎ止めることさえ、困難な状態にあった。

「く、う……！」

　太い涙が、頰を伝う。

　目前の現実が。受け止めがたい現実が。強い強い悔恨を、生み出している。

　……負けたのだ。

　俺達は、負けてしまったのだ。

　完膚なきまでに。

　これ以上なく、明確に。

　奴は、メフィストは、徹底的な絶望をもたらして、去って行った。

　俺達の肉体と精神を、破壊するだけでなく。

　未来への期待さえも、壊していった。




　……バキリ。




　音が鳴り響く。

　それは奴の置き土産。

　メフィストは去り際に、皆の腕輪を破壊していった。

　失われた魔力を元に戻すための魔装具を、全員分、破壊して、去って行った。

　振り出しに戻っただけなら、まだいい。

　魔力を失い、抗あらがう術すべを失い、何もかもを失って。

　それでもなお、戦い続けなければならない。

　そんな状況に俺は。

　涙を流し、意識を失いかけながら。

　溶けた鉛を吐くような気持ちで、喉から声をひり出した。




「希望は、ないのか……！」











第八五話　元・《魔王》様と、逆転の一手









　朦もう朧ろうとする意識の中。

　俺は無力感に打ちのめされながら、仲間達の有あり様さまを見つめることしか出来なかった。

　焼け焦げたジニー。

　壁を背にして倒れ込んだオリヴィア。

　穿うがたれた大穴の先で、眠るように目を瞑ったシルフィー。

　そして──

　槍やりに貫かれ、その身を宙に浮かせたヴェーダ。

　彼女の指先が、そのとき、ピクリと動いた。

「ん、んん……………………あ、よいしょっ、と！」

　それまで微動だにしなかったのが、噓うそだったかのように。

　彼女は槍の棒柱部を両手で握り、勢いよく跳ねた。

　鋭い穂先による拘束を逃れ、二本の足で地面を踏む。その胴体には小さな穴が開いていたのだが……みるみるうちに、塞がっていく。

「師匠せんせいの言葉を借りるなら、想定通りというところかな」

　ふぅ、と息を唸うならせるヴェーダ。おそらく彼女はさっきまで死んだふりをしていたのだろう。そうしながら、好機を窺うかがっていたのだ。

「はぁ。結局、最後の最後まで付けいる隙がないままだったなぁ。残念残念」

　肩を竦すくめつつ、周りを見回す。

　破壊された広い室内の様相と、仲間達の現状を見て、ヴェーダは再びため息を漏らすと、

「師匠は、いつもコレだ。ワタシが大切にしてる玩おも具ちゃを、笑いながらブッ壊す」

　普段、笑顔しか見せぬヴェーダが、今。

　その幼い顔に、怒気を宿らせていた。

「こういうことするから、一緒には居られないんだよ」

　怒りと、哀れみ。普段、彼女が決して見せぬ表情が、そこにあった。

　しかしそれも一瞬のこと。深呼吸することで気を落ち着けたか、ヴェーダはすぐにいつも通りの笑みを浮かべ、宣言する。

「さぁ〜って！　そんじゃ、ちゃっちゃか治しましょっかね〜っ、と！」

　快活な彼女の姿を見て、俺は安あん堵どした。

　これで皆は大丈夫だろう。

　あいつヴェーダが味方で、本当に良かった。

　もはや意識を繫ぎ止めておく必要もない。

　俺はヴェーダに全てを任せて、瞼まぶたを閉じた──







　──ほんの一瞬にして、我が意識は眠りへと誘いざなわれたのだろう。

　そんなタイミングを待ち受けていたかのように。

　奴が、我が夢の領域へと入り込んできた。

　普段見ぬような景観は、きっと奴の介入によるものだろう。

　血のように紅あかく染まった空。その只ただ中なかに浮かぶ黒い太陽。

　大地は荒れ果て、草木一つなく、岩塊が転がるのみ。

　そんな不毛の地に、ぽつねんと大きな円卓が置かれていた。

　俺は椅子に腰を下ろし、向かい側に座る男──メフィスト゠ユー゠フェゴールを睨にらみながら、口を開く。

「貴様、なんだその姿は。ふざけているのか」

　問うてからすぐ、己の間抜けに気付く。

　このバケモノはいつだって、ふざけた存在だった。

　だから、そう────首から下を艶美な女体に変えた状態でこちらと接するという、その程度のことで苛いらついていては身が持たない。

「僕はね、常々こう思ってるんだ。人生を楽しむには、ユーモアが必要だとね」

「……そのふざけた姿も、貴様なりのユーモアだと？」

「ふふ。君を喜ばせるための、ちょっとしたサービス、という側面もあるけれどね」

　豊満な胸元を寄せて、強調してくる。

　そんなさまに性的興奮など覚えるはずもない。ただただ不愉快だった。

「ふむ。どうやらお気に召さなかったようだね。僕の顔面造形は君の愛する二人にそっくりだから、きっと笑ってくれるものと思っていたのだけど」

　愛する二人とは、リディアとイリーナを指したものだろう。

　……確かに、よく似てはいる。

　そうだからこそ、ことさらに不愉快だった。

「……貴様を相手に戯ざれるつもりはない。不毛な言い合いが望みであるならば、早急に席を立たせてもらう」

「せっかちだねぇ、君は。もう少しゆとりというものを────あぁ、悪かった。僕が悪かったよ。だから席を立たないでおくれ」

　片手でこちらを制しながら、メフィストは本題を切り出してきた。

「今回、君の夢に入り込んだのは、今回のルールを説明するためさ。去り際に言っておけばよかったのだけどね。テンションが上がりすぎてつい、忘れてしまったんだよ」

　……メフィストは常に、己が引き起こす事件を遊戯ゲームとして扱っている。

　こちらがそれを受け入れるか否いなかは関係ない。自分で決めた法を相手に押しつけ、一方的に話を進めていく。まさに、邪悪な神そのものだった。

「今回はそこまで複雑なものではないし、それに応じてルールも単純かつ少数に抑えよう。まず一つ目はパワー制限。残念だけれど、今の君達に全力は出せない。だから今回はハンデをあげる。今の君達でも十分に攻略出来る程度にしか、僕は力を使わないことにするよ」

　舐なめ腐った言い分だが、いちいち目くじらを立ててはいられない。

　一秒でも早く、この不愉快な時間を終わらせるべく、俺は続きを促した。

「二つ目は？」

「時間制限。あまりダラダラしててもつまらないし、今回のゲームは一〇日間に設定しておくよ。君達はその期間中に、メガトリウムへ足を運ぶ。それが守れるなら、期間中に何をしてもかまわない」

「……ルールは、二つだけか？」

「うん。他はまぁ、特に必要ないかな。この二つだけあれば十分楽しめそうだからね」

　ニタリと、不快な笑みがメフィストの口元に浮かぶ。

「僕は提示したルールに則のっとって、正々堂々としたフェアプレイを誓う。君達も同じような感じで、僕の悪だくみをブチ壊すといい」

　敵方の狙いに気付き、それを前もって潰すことで、奴やつの愉悦を防ぐか。あるいは、敵方の狙いに気付けぬまま己の不ふ甲が斐いなさを呪うか。

　メフィストを相手取った遊戯ゲームとは、いつだってそういうものだった。

「いやぁ、それにしても。ライザー君には感謝しなきゃいけないねぇ。愛いとしのハニーとまたこうして遊べるのだから。まぁ、僕からしてみれば全部想定通りの──」

「用件は終わったな。であれば、俺はもう皆のもとへ帰る」

　席を立つこちらへ、メフィストは再び肩を竦めてみせた。

　そうしてからすぐ、邪よこしまな微笑を浮かべ、

「君の泣なきっ面つらを拝ませてもらうよ。あのときみたいに」

　確かな自信を覗のぞかせる敵方へ、俺は胸を張り、堂々と宣言した。

「泣くのは貴様だ。それこそ……あのときのように、な」

　これが、夢の中で奴と交わした、最後のやり取りとなった。







　────意識を覚醒させ、瞼を開けると同時に。

「あぁ、やっと起きた！」

「……まだ、どこか痛むか？」

「はぁ。何しても起きないから、死んじゃったのかと思ったのだわ」

　仲間達の顔が、瞳に映る。

　どうやら心配をかけさせてしまったらしい。

　俺はそのことについて謝罪しつつ、上半身を起こした。

　そして、彼女の姿を目にする。

「ジニーさん……」

　床に横たわり、眠り姫のように瞼を閉じている。

　肌は青白く、生気は欠片かけらもない。

「皆、外傷だけで済んでいたんだけどね。でも……ジニーちゃんだけは、霊体が酷ひどく蝕むしばまれてた。これは魔法を使わなきゃ治せない」

「……ならば早急に、魔力を取り戻さねば」

　皆、一様に頷うなずく。

　特にヴェーダは誰よりも深く首肯して、

「うん。マジで早くしないと、取り返しが付かなくなるよ。このまま症状が進行していったなら……持って一〇日ってとこだと思う」

　メフィストに提示された遊戯期間と、ジニーのタイムリミットが一致しているのは、おそらく偶然ではないだろう。

「……元来、我々の目的は《ストレンジ・キューブ》、および、イリーナさんの奪還、ではありますが。それはもはや、後回しにするしかないかと」

　一〇日以内に魔力を取り戻し、ジニーの治療を行う。そして……メガトリウムへと足を運び、メフィスト゠ユー゠フェゴールを討つ。

　これを最優先事項として設定することに、異論を唱える者は居なかった。

「問題となってくるのが……いかにして魔力を取り戻すのか。これについて何か、アイディアはありませんか？」

　沈黙が広がる。皆、腕を組み、首を捻ひねっていた。

　俺も同じように思考を巡らせる。

　──その末に。

「手があるとするなら、一つ」

　オリヴィアが静かな口調で、言葉を紡つむぎ出した。

　奇くしくもそれは、俺と考えを同じくするもので。

　一か八かの、賭けに等しき選択であった。




「《魔王外装》。これを用いれば、あるいは──」











閑話　欠落者は満たされない









　物心ついてから絶えず、ライザー・ベルフェニックスは己の心に欠落を感じ続けてきた。

　足りない。

　何かが、足りない。

　ゆえにライザーの目に映るものは、全てが灰色だった。

　誰もが極ごく彩さい色しきの世界に住み、楽しげに人生を謳おう歌かしている中で、自分だけが常に下を向いて歩いている。

　そんな在りようが、たまらなく悔しかった。

　皆が羨ましかった。

　だから求め続けたのだ。欠落した何かを。

　それが手に入れば、自分も皆の仲間になれると思った。無為を感じるだけの人生から抜け出して、孤独を払い、充足した日々を過ごせるものと、そう思っていた。

　けれど……求むる何かが具体的にいかなるものかは、わからなかった。

　であれば必然的に、欠落した心が満たされることなど未来永えい劫ごうありえない。

　苦痛であった。数十年の旅路はまさに生き地獄そのものであった。

　だが、その果てに。

　ライザー・ベルフェニックス、七六歳。

　人生の末まつ期ごにてようやっと、彼は求めてきたものを得た。

　かつて不明瞭であったそれを、今は明確に言語化出来る。

　長きにわたって求め続けてきたもの。それは──




　──愛であった。




　一人の幼い孤児、マリアとの出会いが、ライザーにそれを与えたのである。

　行き倒れたところを彼女に救われ、そのまま孤児院で暮らすようになったライザーは、満ち足りた生活を送り続けていた。

「うわぁ、今日はすごいごちそうだねっ！」

「肉がたくさん並んでる……！」

「野菜もシャキシャキだぜ！」

　夕刻。

　孤児院の食卓は煌きらめきに満ちていた。

　それは元来、ありえない光景である。孤児院の財布事情はどこも火の車で、子供達はひもじい思いをするのが常。しかしながら……ここにはライザーが居る。

　彼は日々、マリア達の食い扶ぶ持ちを稼ぎ続けていた。

「今日のライザーはホントにすごかったんだよっ！　おっきなドラゴンを片手で倒しちゃったんだものっ！」

　豪勢な食事に舌した鼓つづみを打ちながら、マリアがライザーの活躍を称賛する。

「マジかよ！」

「さすがだね〜」

「ていうかマリアばっかりずるいぞ！　おれ達もライザーと一緒にクエストやりたい！」

　マリアには魔法に関する特別な才があった。ゆえに幼くして、ライザーの補佐を務めている。他の面々も一定の年齢になったなら、彼女と同様に魔法の手ほどきをする予定だ。

　さすればこの孤児院に属する子供達は皆、冒険者となり、稼ぎに困ることはなくなるだろう。

「ライザーさんのおかげで本当に助かっておりますわ」

「この御恩に対し、どのように報いればいいか……」

「情けないことに、我々には差し出せるものがないのです……」

　孤児院の責任者達が恐縮の思いを口にする。これにライザーは首を横に振って、

「左様な気遣いは無用である。我わが輩はいは居い候そうろうの身。ならば恩を感じるべきはこちらであり、其処そこ許もと等らの手助けをするは至極当然のこと」

　心からそう思っていた。

　こちらの行動に対する報償など、何一つとして欲しくはない。

　ただ、ここに居られればいい。

　マリアの傍そばに居られれば、それでいい。

　彼女とその仲間達を幸福な人生へ導くことこそ、ライザーの生き甲が斐いであった。

　マリア達が明るい顔を見せてくれたなら、もう他には何も要らなかった。




　夕ゆう餉げを終え、入浴を済ませたなら、すぐに消灯となる。

　ライザーが来る前まで、この孤児院には個室はおろかベッドさえなかった。

　けれども今、彼の稼ぎによって院内は改築され、そこに住まう子供達は個室を得ただけでなく、最高級のベッドで安らかな眠りに就くことが出来る。

　夜半。ライザーは本日もマリアの部屋へと足を運び、日課を楽しんでいた。

　絵本の読み聞かせである。これは彼女の識字力を鍛えるための教育であると同時に、ライザーとマリア、両者にとって至福のときでもあった。

「勇者・カイザルは叫んだ。我こそは民の希望！　人々が私に力を与えてくれるのだ！」

　感情豊かに、絵本の内容を読み聞かせるライザー。

　当初は棒読みも甚だしい彼だったが、マリアの指導によって演技力をめきめきと成長させ、今や舞台俳優もかくやとばかりの芝居を見せている。

「魔物は悲鳴を上げた。うぎょおおおおおお！　こんなに強いなんて、聞いてないぞぉおおおおおおお！」

「あははははっ！　ライザーってば、変な顔〜！」

　表情筋を動かすことなど、この人生でほとんどなかった。けれどマリアと出会ってからというもの、ライザーの顔は毎日、さまざまな感情を表現している。

　やがて今こ宵よいも、マリアはうとうとと船を漕こぎ始めた。

　普段なら「おやすみ」の一言と共に一日を終えるところだが。

　しかし、今日のマリアは少しばかり様子が違っていた。

「……ねぇ、ライザー。どうしてこの世界は、絵本みたいにならないんだろうね」

　細められた瞳は、眠気によるものか、それとも……悲哀によるものか。

「もし生まれ変わったらさ。あたし、聖女様になりたいな。それで、勇者様と一緒に、皆が笑って暮らせるような世界を創るの」

　彼女の小さな声に、ライザーは心痛を覚えた。

　なぜ今日に限ってマリアがこのようなことを言い出したのか。

　それはきっと、クエスト完了後の帰り道での出来事が原因であろう。

　報酬を受け取り、食材などを購入した後、二人は道ばたに倒れ込んだ子供の亡骸なきがらを見た。

『……いつか皆も、こんなふうになっちゃうのかな』

　今にも泣き出しそうなマリアを、ライザーは強く抱きしめた。

　そして彼女を悲しませた何者か……あるいは、この世界の有あり様さまに怒りを覚えた。

「誰もが笑って生きられる世界。其処許が、それを望むなら」

　叶かなえてやりたいと思う。

　彼女が心から笑っていられる世界を。

　彼女が悲しまずにすむ世界を。

　このとき、ライザーの胸に明確な目的意識が生まれ、そして──

　ある日のことだった。

　ライザーはマリアの夢を叶えるための手段を見出した。

　昨今、世を賑にぎわせる反社会的勢力の一つ……ヴァルヴァトスが率いる反乱軍への従属こそ、最短の道ではないかと考えた。

　ライザーはヴァルヴァトスとその配下達が有する戦力に可能性を感じたのである。

　マリアが望む世界を形成するには、《魔族》と《外なる者達アウター・ワン》の排斥が必須。

　奴やつ等らの手から人類を解放せねば、いつまで経たっても理想郷は生まれない。

　それゆえに、ライザーはヴァルヴァトスの軍勢へ参加することを決意した。

　彼等に力を貸すことで、最終的にマリアが思う理想郷を世に顕現させられると、そのように考えた結果である。

　思い立ったが吉日。ライザーは早速、己の意向を皆に伝えた。

　その時点で孤児院の蓄えは潤沢にあり、また、子供達に対する魔法の指導なども実施済み。彼等は自分が居なくても、現在の暮らしを維持出来る程度には一人立ち出来ていた。

　ゆえに責任者達はライザーの出奔を惜しみつつも、文句の一つも零こぼすことなく了承。

　一方で、子供達は猛反対した。

　皆にとってライザーは敬うべき師であり、愛する祖父のような存在だったのだ。

　けれども彼の心は変わらなかった。

「……うん。ライザーならきっと、勇者様みたいになれるよ。あたし、応援するね」

　マリアも後押しをしてくれた。

　彼女は喜んでいるに違いないと、ライザーはそのように考えていた。

　理想の世界が現実のものになるかもしれない。

　ライザーがそれを実現してくれるかもしれない。

　そんな彼女の期待に応えるためにも、存分に働かねばと、ライザーはそう思った。




　──そして、運命の日がやってくる。




　出立予定日の数日前。この日もライザーは、普段と変わりなく過ごしていた。

　クエストを受注し、危険地帯へと赴いて、獲物を狩る。

　いつも通りの日常、だが。

　この日、補佐役のマリアが傍に居なかった。

　本日は盛大なお別れ会が催される予定だ。

　マリアも他の子供達と共に孤児院へ残り、パーティーの準備に勤いそしんでいる。

「……我輩も変わったものだな。他者との別れに対し、寂じゃく寞ばくを覚えるとは」

　マリアの、子供達の、煌めくような笑顔が脳裏に浮かぶ。

　しばらくの間、皆と離ればなれになるという現実に心が痛んだ。

　しかし今生の別れではない。

　立身出世を果たせば、いずれ領土を貰もらい受けるだろう。そうなったら皆を我が領地へと招待するのだ。さすれば、また一緒に暮らすことが出来る。

　そのときを思い、ライザーは微笑した。

　それは彼にとって、生まれて初めて抱いた夢だった。この身に宿りし力を存分に振るえば、きっと輝かしい未来を築けるものと、ライザーはそう信じていた。

　だが──




　そんな彼の希望は、粉みじんに打ち砕かれる。




　報酬を受け取り、孤児院へと戻る道中。

　ライザーは、それを見た。

　あってはならぬ現実の光景を、目にした。

　──亡骸だ。

　道ばたに転がる、無む惨ざんな死体。

　まるでボロ雑巾のようなそれを、見つめながら。

　ライザーはわなわなと、全身を震わせた。

「マリア……！」

　そう。

　道ばたに、ゴミみたく打ち捨てられた、その亡骸は。

　ライザーにとって何よりも大切な存在……マリアの、成れの果てだった。

　頭の中が真っ白になる。

　どれだけの時間、立ちすくんでいたのだろう。

　やがてライザーは、嘔おう吐とした。

　胃が痙けい攣れんし、歯がガチガチと音を鳴らす。

　もう立ってもいられない。

　くずおれ、五体を地面へ付ける。

　そのままよろよろと地べたを這はいながら、ライザーはマリアの亡骸へと近寄った。

　そうして、彼女の霊体が失われていることを確認すると──

　無意識のうちに魔法を用いて、マリアの肉体に残された、最後の記憶を読み取る。

　それはライザーがクエストをこなすべく、危険地帯へと赴いてからすぐのことだった。

　マリアは孤児院を出て、ある場所へと向かう。

　装飾品を扱う店だった。

　そこで彼女は、ペアリングを購入する。

　自分とライザー、二人のペアリングだ。

　これまでの感謝を表するだけでなく……これを嵌はめている間、自分達の心はいつだって共に在ると、そう伝えるためのプレゼントだった。




〝喜んでくれるかな〟




　期待と不安で胸を高鳴らせながら、マリアは街中を歩く。

　……それが不注意を生んだ。

　曲がり角で、彼女は何者かとぶつかる。

《魔族》だった。

　この街を治める、高位の《魔族》だ。

　奴やつは醜い面つら構がまえに嫌けん悪お感かんを湛たたえ、そして。

　マリアへと、手を伸ばす。




　──そこから先の記憶は、ライザーの心を狂わせるのに十分なものだった。




　気づけば、彼は泣きわめいていた。

　半狂乱になりながら、何かを叫び続けた。

　その末にライザーは、ふらついた足取りで孤児院へと向かう。

　現実を受け入れることが出来ない。

　あの死体はマリアじゃないと、自分に暗示をかけていた。

　孤児院に戻れば、彼女はきっとそこに居て、明るい笑顔を見せてくれる。

　そんな未来を夢見ながら、ライザーは歩き続け──




　さらなる絶望を、知った。




　燃えている。

　孤児院が、燃えている。

　紅ぐ蓮れんに染まった第二の故郷。その前で、集団が狂気を振りまいていた。

「はははははっ！　ざまぁみろっ！」

「自分達ばかりいい目をみやがって！」

「天罰の炎で焼かれろ！　成なり金きん共が！」

　彼等は、人間の集団だった。

　彼等の足下には、子供達の死体が転がっていた。

　それを足蹴にして、彼等は笑っていた。




　──そこから先は、覚えていない。




　地を這う蟻ありを踏み潰すようなものだ。

　一切の情もなく。命を散らせたという実感もなく。

　気付けば、ライザーの周囲に血の海が広がっていた。

「…………」

　ぼたり、ぼたりと、全身から紅あかい液体が滴したたり落ちる。凄惨な濡ぬれ鼠ねずみとなったライザーは、噎むせ返るような鉄てつ錆さびじみた臭においになんら感慨を抱くことなく、燃え落ちる孤児院の様子を見つめ続けていた。

　欠落していた心の一部。マリアや、孤児院の皆が与えてくれた、愛によって埋められたその空白が、新たな情念によって真っ黒に染め尽くされていく。

　憎ぞう悪お。

　この世界に対する、果てなき憎悪。

　愛する者達を惨ざん殺さつした者達に対する、底なしの憎悪。

　この瞬間、ライザー・ベルフェニックスは完全に、人の道を外れた。

「其処そこ許もと等らの無念、恐怖、そして恨み。我わが輩はいが晴らしてみせよう」

　歩き出す。

　紅い足跡が、街に刻まれていく。

　──まず真っ先に八つ裂いたのは、マリアを惨殺した《魔族》であった。

　それから孤児院に火を放ち、狼ろう藉ぜきを働いた者達に関係する人間、ことごとくを殺害。

　しかしそれでも。

　ライザーの胸中に渦巻く怨えん嗟さは、消えなかった。

　憎い。憎い。憎い。

　この世界が。この世界に蔓延はびこる悪意が。憎くて仕方がない。

　だから、旅に出た。

　それは殺さつ戮りくの旅路であった。

　行く先々で、ライザーはその手を血で染め続けた。

《魔族》も人間も関係ない。醜悪であると判断した相手であれば、どこの誰であろうとも迷うことなく殺す。それが彼の存在意義レゾンデートルになっていた。

　魂が真っ黒な炎に焼かれ、次第に燃え尽きていく。

　そんな感覚を味わいながら、ライザーは一つ、また一つと骸むくろを積み重ねていく。

　それだけが手た向むけだと、そう思っていた。

　孤児院の子供達。マリア。

　彼女達への手向けは、悪意に満ちた害虫共の断末魔以外にないと、そう思っていた。

　そして、数年の月日が経たった頃。

　──ライザーは、かの存在へと行き着いた。

　メフィスト゠ユー゠フェゴール。

　邪悪の権ごん化げとして知られる、《外なる者達アウター・ワン》が一ひと柱はしら。

　その戦力がいかなものかは、ライザーとて知り及んでいる。

　勝算はない。挑めば死ぬ。そうだからこそ、ライザーはメフィストを最後の標的として定めたのだ。

　数年の旅路を経て、彼の心は疲れ切っていた。

　堆積し続けた悲哀が、とうとう憎悪を塗り潰したのである。

　これで全てを終わらせる。結果がどうなろうと知ったことではない。

　ライザーは死を享受すべく、標的のもとへと向かった。

　夜半。メフィストが住まう宮殿の中庭へと侵入する。

　奴は、そこで待っていた。

　夜闇の中で、瞳を煌きらめかせながら。

　メフィスト゠ユー゠フェゴールが、ライザーを待ち受けていた。

「やぁ、ライザー君。そろそろ来てくれるものと思っていたよ」

　相手方の発言をライザーは訝いぶかしんだ。

　こちらの行動を見透かしていた、というよりも……まるで、全てが計算通りと言わんばかりの語り口。

　これは、まさか。

「……見ていたのか。我輩の道程、全てを」

　メフィストは。怪物は。悪魔は。

　キラキラと、輝かしい笑顔を見せながら。

　ライザーの言葉を全面的に肯定した。

「僕にはね、わかるんだよ。僕のことを楽しませてくれる玩おも具ちゃが、いつ、どこで、どうやって生まれたか。だから、ライザー君。君のことも見ていたよ。赤ん坊の頃から今に至るまで、ずっと」

　この発言が意味するところは、即すなわち。

「操っていたのか。これまでの悪意、全てを」

　果たして。

　メフィストはこの言葉をも、全面的に肯定してみせた。

「そうだよ。君の欠落した心を刺激したくて、僕はまず村を滅ぼしてみた。でも、君は全然動じなかった。その時点で、君は僕の特別になったんだよ。この無機質な人形めいた存在を、精神的に破壊する方法はあるのか否いなか。君は僕の心を好奇心で満たしてくれた。本当に感謝しているよ、ライザー君」

　煌めく笑顔が、より一層の輝きを得た。

　その一方で。

　ライザー・ベルフェニックスの老ろう貌ぼうには、次第に常とこ闇やみの情が広がりつつあった。

　そして。

「……マリアが殺されたのは。孤児院の皆が焼かれたのは。其そ処こ許もとの仕業か」

「そうだよ？　といっても、僕はただ皆の悪意を促しただけで、直接的には何も──」

　疲弊しきったライザーの心が。悲哀に塗り潰された心が。

　再び、ドス黒い憎悪へと染め尽くされた。

「うぉおおおおおおおおぁああああああああああああああああああああッッッ！」

　こいつだ。

　こいつだ。

　こいつだ。

　これまでずっと、我が心を苦しめてきたのは。

　ようやく得た安息を、愛する者達を、ことごとく焼き払ったのは。

　こいつだ。この男だ。

　ライザーは、メフィスト゠ユー゠フェゴールに、この世全ての悪を見た。

　奴はもはや生命体にあらず。悪意という概念そのもの。

　ゆえに──

　この男だけはなんとしてでも、滅ぼさねばならぬ。

　我が憎悪を晴らすためにも。マリア達の無念を晴らすためにも。

　──しかし。

「それだよ、ライザー君。その顔が見たかった。さぁ、クライマックスと行こうか」

　もとより、勝算など絶無だった。

　ライザーの胸中がいかに変わろうとも、そこに変化が訪れることはない。

　彼は瞬またたく間に、死に際ぎわへと追い詰められてしまった。

「じゃあね、ライザー君。冥府でマリアちゃんによろしく……と言いたいところだけど、それは無理な話か。彼女は霊体ごと殺されてしまったのだから。もはやどのように頑張っても、再会することは叶かなわない。あぁ、心が痛むよ。しかし……だからこそ、面白い」

　胸の内に、無念の思いが広がっていく。

　ライザーは血涙を流した。

　この憎き怨敵は今後もなお生き続け、悪意を振りまいては笑うのだろう。

　そんなさまを想像しただけで、心が張り裂けそうになる。

「其処許の、道程に、呪いあれ……！」

　呪じゅ詛そを吐くことしか出来ぬ自分が、腹立たしくて仕方がなかった。

　──そして、そのときが訪れる。

　メフィストの掌てのひらから、闇色の球体が今まさに放たれんとした、その瞬間。




「この男の命、吾わたしが預からせていただく」




　突如として雷鳴が鳴り響き、一陣の突風が吹き荒れた。

　途端、ライザーの視界は闇一色に染まり──

　気付けば、別の場所に立っていた。

　風流な調度品に彩いろどられた、雅みやびやかな一室。

　その中央にて。

　豪ごう奢しゃな椅子に座った一人の男が、ワイングラスを片手に、ライザーの姿を見つめていた。

「いやはや、危ういところであったなぁ」

「……其処許は」

「アルヴァート・エグゼクス。顔は知らんでも、名を聞いたことぐらいはあるだろう？」

　確かに、その名は記憶の中にあった。《魔族》でありながらヴァルヴァトスの軍勢へ付いた、奇特な男。どうやら自分は、このアルヴァートに救われたらしい。

　それがいかなる魂胆によるものかは不明だが……ライザーは現状を、好機とみていた。

「我が命、其処許が預かると、そう申したな？」

「肯定する。貴君の生殺与奪は今、吾の手中にあると断言しよう」

「ならば……この命、其処許のために使わせてはくれまいか」

「ほほう。我が配下となり、手足の如ごとく働きたい、と？」

　ライザーは首肯を返した。

　無論、本心ではない。全てはメフィストへの復ふく讐しゅうを成し遂げるためだ。

　自分一人の力では、奴やつに傷一つ付けることさえ叶わない。だが、この男に取り入って身を起こし、ヴァルヴァトスの軍勢を動かせるようになったなら。

　勝算は少なくとも、ゼロではなくなる。

　メフィスト゠ユー゠フェゴールを地獄へ落とすためなら、なんだってしよう。

　その覚悟を胸に秘めて、ライザーは言葉を紡つむぎ出した。

「我輩は其処許の役に立つ。これは自惚うぬぼれではなく、事実である。ゆえにこの身を──」

「断る」

　にべもなく一蹴し、グラスの中身を呷あおる。

　そんな相手の顔に浮かぶ微笑を睨にらみながら、ライザーは問いを投げた。

「なにゆえ？」

「貴君の心の在あり様ようが、実につまらんからだよ」

　グラスの中身を揺らめかせながら、アルヴァートはつらつらと語り続けた。

「吾もまた、かの者と同様に貴君のことを観察していた。もっとも、貴君の存在を知ったのはここ最近のことだがね。人も魔も無関係に殺し回る凶賊。いかな手合いか興味を抱いたと、そういうわけだよ」

　足を組み、頰ほお杖づえを突きながら、アルヴァートはライザーの姿を真まっ直すぐに見据えた。

「その凶行は実に鮮やかで、荒々しくも手て際ぎわよく、迷いや淀よどみなど微み塵じんもない。そして何より……激しい悲憤に満ち溢あふれていた。そんな貴君の姿に、吾は色気を感じたが──しかし、どうにも物足りない。なぜだと思うね？」

　おそらくここで、先刻の一言に繫つながるのだろう。

　心の在り様が実につまらない。

　しかしなぜそのように思うのか。それがまったく理解出来なかった。

　アルヴァートはそうした心理を汲くみ取ったのだろう。

　一口、グラスの中身を呷ってから、答えを語り始めた。

「貴君の心には怨念しかない。邪よこしまなる感情しか、広がってはいない。それだけではダメなのだ。ただそれだけの心で振るわれし力は、つまらぬ暴力に過ぎん。そんなものでは、かの怪物に届くはずもなく…………何より、吾がムラムラしてこない」

　ここで葡萄酒ワインを全て飲み干すと、アルヴァートは椅子から立ち上がり、ライザーの胸元を指差した。

「信念を持て、ライザー・ベルフェニックス。何よりも眩まばゆい、貴君だけの信念を。さすれば貴君は完全なものとなる。そのとき、吾は貴君を配下として迎え入れよう」

「信、念……」

「左様。それを形作るための部品は、既に貴君の胸中にある。今は亡なき愛する人々を思い出せ。失われてしまった黄金の日々を思い出せ。その中に貴君が目指すべき目標が、信念の煌めきが埋もれている。それを見み出いだすまで、貴君は吾の客分としてここに居座るが良い」

　慈母の如き微笑が、アルヴァートの美貌に宿った。

　それから幾日、幾月、幾年。

　瞑めい想そうを重ね、己自身を見つめ直し、憎ぞう悪おを振り払って、ようやく。

　ライザー・ベルフェニックスは己が信念を見出した。

「地上に楽土を築き、幼子が決して悲しむことのない世を創り上げる。それこそ、我わが輩はいが真まことに成し遂げるべき大業である」

　長き間、無念を想おもった。

　子供達の無念を。保護者達の無念を。

　そして、マリアの無念を、想い続けた。

　その末に見出したのが、子供達の理想郷であった。

　復讐を成したとて、マリア達が喜ぶはずもない。

　だが、彼等のような犠牲者が二度と出ない、そんな世界を創ったなら。

　そのとき、やっと、マリア達は苦く悶もんから解放されるのではないか。

　皆の無念はそのとき、やっと晴れるのではないか。

　ライザー・ベルフェニックスは子供達の未来を守り、育むために生きる。

　そして、この大義のもと、邪悪を打ち払うのだ。




　もはや憎悪のみの男ではない。

　信念を得た欠落者は、ひたすら真っ直ぐ、その道を歩き続けていった。




　──その後ろで、悪魔が嗤わらっていることに、気付くことなく。




　　　　◇◆◇




「……また、同じ夢である、か」

　カーテンの隙間から朝日が差し込み、鳥達がさえずる。

　早朝。ライザーはベッドの上で身を起こし、小さく息を吐いた。

「不安、恐怖、焦燥…………実に、ままならぬ」

　ただ信念だけがあるのみ、だったなら。

　意志を体現するだけの人形であったなら。

　こんなふうに今日を迎えて、明日を見つめることに、怯おびえを抱くようなことはなかった。

　あの日。アルヴァートの配下として《魔王》の戦列に加わった、あの日。

　ライザーは理想郷の創造という大義を成じょう就じゅするためだけに存在する、肉人形として生まれ変わった。自分はこの信念を貫き通し、そして死んでいくのだと、そう思っていた。

　だが……

「《ストレンジ・キューブ》……万能の願望器……その魅惑に、打ち勝てぬとは……」

　当初はただ、理想郷を形成するだけで良いと、そう思っていたのに。

　いざ、それを前にした瞬間、ライザーの脳裏にマリアの姿がよぎった。

　馬鹿馬鹿しい。そんな行いになんの意義がある？　そう考えつつも……

　ライザーは、マリアを復活させた。……いや、復元したというべきか。

　それが無為な行いであることを理解していながら、それでもライザーは、愛する者の姿をもう一度、この目で見たかった。

　そして彼女を取り戻してしまったがために、ライザーは日々、心痛を味わっている。

「我輩は守らねばならぬ……理想郷を……マリアを……マリアの、幸福を……」

　そのために、悪魔を服従させたのだ。

　そう、服従させた、はずだ。

　全て上手うまくいっている。何も問題はない。

「……考え込んだところで、詮せん無なきことか」

　今、自分に必要なものは楽観だと、ライザーはそのように考える。

　全ては意のままであると、そう楽観するのだ。

　マリアの理想郷は守られ、彼女は幸福となり、邪魔者は排除され──

　悪魔は我が掌で踊ることしか出来ない。

　実際、そうなっているではないか。

　ライザーは大きく息を吐いて、心に巣くう悲観的な感情を消し飛ばすと、

「かような些さ事じに、いつまでも囚とらわれていてはならぬ。今日は目め出で度たき日だ。輝かしい心持ちで祝福せねば」

　マリアの眩い未来を、ライザーは鮮明に思い描くことが出来た。

　彼女が民衆に崇あがめられ、満面に花が咲いたような笑顔を宿す。

　本日はそんな、目出度き祝日である。




　──今日この日、マリアは聖女になるのだ。




　　　　◇◆◇




《ストレンジ・キューブ》を用いた改変により、世はまさに異世界も同然の有あり様さまへと変化していた。

　今、世界は二つに分割されている。

　半分はライザーが治めし、人間達の理想郷。

　もう半分はアルヴァートが支配する、魔物達の楽園。

　こうした状況になった経緯について、ライザーは偽りの設定を設けた。

　それは過去、マリアに読み聞かせていた絵本の内容に酷似している。

　無論、偶然ではない。

　復活させたマリアを物語の主役にすべく考慮を重ねた結果が、虚構の現実化であった。

　改変後の世界において、ライザーは国王という脇役の一人を務めている。

　彼は物語の主役……勇者と聖女を盛り上げるためだけに存在するような、ぱっとしないポジションのキャラクターだ。しかしそれが、ライザーの性分に合っていた。

　そして本日。

　彼は己の役割と願望、二つを満たすために動く。

　人間達の理想郷たる聖国の首都・メガトリウム、その中央広場にて。

　設けられた高台から、ライザーは膨大な民衆を見下ろしつつ、声を張った。

「皆も知っての通り、《魔王》・アルヴァートとの戦いにおいて、我々は劣勢となっている！　しかし、悲観的になることはない！　神は我々に希望を与えてくださった！」

　ライザーの言葉に沸き立つ民衆。彼等は実に、奇妙な集団であった。

　そう……子供しか居ないのだ。

　一定年齢を過ぎた者達は、この場のどこにも居ない。ライザーを除けば、全てが幼児。

　そんな奇怪な状況の中で、彼は国王としての役割を果たす。

「予言者によって記された救世の聖典！　そこには《魔王》の脅威に世界が困窮したとき、勇者と聖女が現れ、我々を救うと記されている！　未いまだ勇者は現れておらぬが……しかし、ついに！　我輩は聖女を発見した！」

　大仰な身振り手振りで民衆の熱意をかき立てる。

　そうしてからライザーは、満を持して、彼女を招いた。

「紹介しよう！　彼女こそ、我等が救世主！　聖女様である！」

　腕を広げ、後方にて待機していた幼女へ、合図を送る。

　マリアだ。素朴な容姿に派手な化粧を施し、身に纏まとう衣装も聖女の名に恥じぬ荘そう厳ごんなものとなっている。

　晴れ舞台に緊張しているのだろう。その表情は固く、足取りは重い。

　マリアは促されるがままに前へと出て行き、その姿を民衆に晒さらした。

　途端、皆が爆発的な歓声を放つ。

「聖女様ぁあああああああああああああああ！」

「ぼく達をお救いくださぁああああああいッ！」

　彼等の熱気にあてられたのか、マリアの表情がより硬いものになる。

　……そんな彼女の有様が、ライザーの胸をチクリと刺した。

　この光景に満足感を示し、笑ってくれるものと、そう期待していたのに。

　実際はその正反対。

　マリアはニコリともせず、汗を浮かべながら、民衆に手を振るのみだった。

　……ここで本来はスピーチなどしてもらう予定だったのだが、これでは難しいか。

「勇者の出現も間近であろう！　そのとき、ようやっと！　我々は真の平和を摑つかみ取り、永えい劫ごうの繁栄と安寧を得るのだ！」

　かくしてライザーは定例集会を打ち切り──

　それから。

　王宮へ帰還してすぐ、ライザーはマリアへとあてがった部屋へ直行した。

　ドアをノックし、返事を待った後、入室。

　出迎えてくれたマリアは化粧を落とし、身なりも質素な麻布の衣服に着替えていた。

　ベッドに座り込んでこちらを見つめる彼女の表情は、なぜだか今なお硬い。

　そんなマリアに、ライザーは眉尻を落としながら、問い尋ねた。

「我輩はよもや、其処そこ許もとの機嫌を損ねてしまったのだろうか？」

「……ううん。そんなこと、ないよ。ライザーはあたしの願いを叶かなえてくれたんだもの。感謝してるよ。本当に」

　言葉とは裏腹に、彼女はちっとも嬉うれしそうではなかった。

　何がいけないんだ？　どうして笑ってくれない？

　ライザーには理解出来なかった。

　その後。

　釈然とせぬまま、執務室へと向かう。

　とはいえ、心にモヤが掛かった状態では、政務など手に付くはずもなく。

　ライザーはマリアのことばかりを考えては、心を痛め、嘆息するばかりだった。

「マリアは、我わが輩はいに愛あい想そを尽かせてしまったのだろうか……」

　呟つぶやくと同時に、すぐさまそれを否定した。

　ありえない。自分が彼女を愛するように、彼女もまたこちらを愛してくれている。

　我々の愛は絶対不変であり、そこに疑いを抱くなど言語道断。

　ライザーは首を横に振って、無理矢理に気持ちを──

　切り替えようとした、その瞬間。

「そもそもの問題。君は何も、取り戻してはいないんだよ」

　声が、響いた。

　流麗な美声だ。それは実に心地のいい音色だが、その一方で……矛盾しているが、実に不愉快な雑音めいた音色にも感じられる。

　ライザーは激しい嫌けん悪お感かんと緊張を抱きながら、机上に置かれた書類束から目を逸そらし、面を上げた。

　目前にて、悪魔が佇たたずんでいる。

　メフィスト゠ユー゠フェゴールが、天使のような美貌に、吐き気を催すほど煌きらびやかな笑みを浮かべて、こちらを見つめている。

「……其処許には敵方の排除を命じたはずだが。その任は終えたのか？」

　これを無視して、メフィストは一方的に語り続けた。

「君も自覚はしてるんだろう？　あの子は所詮、まがい物に過ぎないってことを」

　彼の言葉は確実にライザーの図星を突き、そして、心を抉えぐるようなものだった。

「あのとき、彼女は死んだ。霊体ごと殺された。そうなったら最後、どうやっても蘇そ生せいは出来ない。わかるだろ？　もう、元には戻らないんだよ」

「…………」

「彼女は君が愛する相手と同じ記憶を持ち、同じ心を持ち、同じ姿を持っている。けれどね、所詮はまがい物。彼女は君の記憶を頼りに創られた、精巧な復元に過ぎない。本物のマリアちゃんでは、決してない」

「…………」

「であれば、どこかに齟そ齬ごが発生していてもおかしくはない。何せ彼女は、本物じゃあないのだから」

「…………」

「ねぇ、ライザー君。僕が言わんとすることが、わかるかな？」

「…………」

「ふふ。だんまりか。それじゃあ好き勝手言わせてもらうよ？　君はあの《ストレガラクタンジ・キューブ》を使って全てを取り戻したと思っているんだろうけど、そんなことはない。そんなものは噓うそさ。幻想さ。妄想さ。虚構さ。薄っぺらいハリボテにも劣る、くだらない虚こ仮けそのものさ」

「…………」

「苦しいんだろう？　今にも胸が張り裂けそうだろう？　当然だよねぇ。相手が自分の思うがままの反応をしてくれないのだから。不安だよね？　怖いよね？　自分が考えていることが、真実だと証明されてしまうかもしれないのだから」

「…………黙れ」

「けれどね、ライザー君。認めたくないのだろうけど、それが現実なのさ。君は逃げただけだ。心の弱さを晒しただけだ。アレは君が愛した少女じゃあない。よく似た模造品に過ぎないんだよ。だから君の思ってるようには動かないし、今後そうなることもない」

「…………黙れと、言っている」

「いいや、黙らないね。ここからが本題なのだから。……ねぇ、賢くて愚かなライザー君。君はもう、わかってるんだろう？　失われてしまったものはもう、二度と元には戻らないということを。マリアちゃんはね、消えたんだよ。この世から完全に消え去った。今居る彼女は偽にせ物もので。まがい物で。だから、君のことを愛してなんか────」

「黙れぇッッ！」

　核心を突かれるよりも前に。

　ライザーは左ひだり掌てのひらを、前方に立つメフィストへと向けた。

　その瞬間。

「うぁっ……!?」

　メフィストの全身から漆黒の鎖が飛び出し、彼の華きゃ奢しゃな体を縛った。

　そうして、ギリギリと締め上げていく。

「いぎ、い、いいい、いぃいいいいいいいいいいいいッッ！」

　もんどりを打って、床に倒れ込み、魚のように跳ねては苦く悶もんを吐き散らす。

「おごッ、ご、ご……ゆ、許して……もう、許し……げぎゃッ！」

　激しい苦痛にのたうち回り、許しを乞うことしか出来ない。

　そうしたメフィストの醜態を見下ろしながら、ライザーは冷然と口を開いた。

「忘れたのか？　主導権は常に、こちらが握っていることを。其処許の生殺与奪は我輩の思うがままである。その事実を今一度、肉体と魂に刻み込んでくれよう」

　メフィストへ与える苦痛を、一層強いものへと変化させた。

　これもまた《ストレンジ・キューブ》の効力によるもの。

　封印されていたメフィストを、ライザーはただ解き放ったわけではない。

　生殺与奪を完全に握り、こちらの意に従わせるための仕掛けをいくつも施したうえで、自らの手駒としたのである。

　さしもの悪魔も、万能の願望器には手も足も出なかった。

「ひ、ぎッ！　あが、が、ががッ！　い、痛、痛……痛痛痛痛痛ぁああああああああッ！」

　かつて自分達をとことん苦しめた怪物が、今やこのザマである。

　ライザーは手駒の制御に成功しているという現実を前にして、安あん堵どの息を唸うならせた。

　そうして、地べたを転がる悪魔へと命令を下す。

「《魔王》とその一行を、早急に抹殺せよ。彼奴きゃつ等らの首を持ち帰るまで、我輩の前に姿を晒すな。さもなくば、この世に生を受けたことを後悔させてやる。永遠にな」

「わ、わかっ、わかったから！　わか、り、ました、からぁ！　もう、やめ……ぎゃああああああああああああああああああああああッ！」

　のたうち回るメフィストを見下ろすライザーの心には、相も変わらずモヤが掛かっていたが、しかし。

　いずれこの不快な霧も、晴れるときが訪れるだろうと、楽観している。

　こうして、史上最悪の怪物さえも、意のままに出来るような瞬間が訪れたのだ。

　であれば不可能なことなど、この世のどこにもない。

　邪魔者を排除したなら、あとはもう希望に向かって進むだけだ。

　この道はきっと、明るい光へ繫つながっているはずだ。

　ライザーは悪魔の悲鳴を耳にしながら、そのように思い込むのだった──




　　　　◇◆◇




「何か、変だよ。おかしいよ」

　あてがわれた、広い広い自室にて。

　ふかふかなベッドに寝転がりながら、マリアは憂鬱な顔をして、呟いた。

「あたし、どうしちゃったんだろう……」

　自分で自分が、理解出来なかった。

　今の暮らしぶりに、不自由など微み塵じんもない。

　欲しいものはなんだって手に入る。望めば全てを叶えてもらえる。

　この部屋が何よりの証左であろう。

　王族が使うような最高級のベッド。愛くるしいぬいぐるみ。

　そして──ライザーが与えてくれた、人形のお友達。

　それは床から跳び上がり、ぽすんとベッドの上に着地すると、

『やぁやぁ、マリアちゃん。どうしたの？　どうしたの？　元気ないね？　元気ないね？』

　聞く者を穏やかにさせるような、心地のいい声で語りかけてきた。

　それはまるで、天使のように可愛かわいい少女の人形であった。

　純白のワンピースを纏まとい、背中には黒と白、一対ついの翼が生えている。

　そんな人形をマリアはメリーと呼び、本物の妹のように扱っていた。

「うん。心配かけて、ごめんね」

『大丈夫。大丈夫。それより、どうして落ち込んでるの？　聞かせて。聞かせて』

「ん〜〜……それが、自分でもよくわかんなくて」

　まるで理想郷みたいな世界に居るというのに、なぜだか、それが幸せに思えない。

　奇妙な違和感が、喜びを消している。

　そう話したところ、メリーは腕を組み、うんうんと唸ってから、

『お友達よりもイイ暮らししてるから、それを悪いと思ってるのかな？　かな？』

「……ううん。たぶん、ちがう。だって皆、あたしと違って、すごく幸せそうだもの」

　この世界は自分のみならず、孤児院の皆にだって、とてつもなく優しい。

　彼等は城下に豪邸を与えられ、一人一人が大勢の召使いに囲まれて、日々贅ぜい沢たくな暮らしを謳おう歌かしている。

　皆、心の底から笑い、幸せを嚙かみしめていた。

　それはマリアにとっても至上の喜びであるはず、なのに。

「なんで、あたしは、笑えないんだろう。皆が幸せになって、いつも楽しそうで……ライザーだって、すぐ傍そばに居てくれるのに。もう、これ以上、何も要らないのに」

『ライザー君。ライザー君。悲しんでたね。悲しんでたね』

　メリーにそう言われて、マリアはきゅっと唇を嚙んだ。

　数時間前の式典を思い出す。

　あのとき、ライザーは本当に悲しそうだった。その瞳には失望が宿っていた。

「きっと、あたしが笑わなかったから、だよね。嬉うれしそうに笑ってあげられなかったから、ライザーを、悲しませちゃった……」

　本当は、笑うつもりだった。

　そもそも、嬉しいことなのだから、笑って当然なのだ。

　聖女になるという夢が叶かなったのだから、これを笑わずしてなんとするのか。

　……そう思っているにもかかわらず、マリアはライザーの意図を汲くんでやれなかった。

　そうして彼を、悲しませてしまった。

　そんな自分に腹が立つのと同時に……胸中を支配する妙な違和感に、マリアはただ怪け訝げんを覚えることしか出来なかった。

「何かが、変。何かが、おかしい。でも、それがなんなのか、わかんない。……ぜんぜん、わかんないよ」

　胸に抱くその奇妙な感覚を解明する方法が、マリアには見み出いだせなかった。

「皆と一緒に、笑いたいのに。あたしだけ、笑えないなんて」

　とうとう涙が出てきた。

　わけのわからぬ違和感に、泣きべそを搔かきそうになる。

　そんなとき──

『大丈夫。大丈夫。メリーが教えてあげる。マリアちゃんが知りたいこと全部、メリーが教えてあげる』

「……えっ？」

　人形のメリーが胸を張って、こんなことを言い出した。

「ほ、本当に？　そんなこと、出来るの？」

『うん。うん。うん。教えてあげる。教えてあげる。マリアちゃんが知りたいこと、全部。全部全部全部全部、ぜ〜〜〜〜〜んぶ』

　ニッコリと、人形の顔に微笑が浮かぶ。

　なぜだろう。

　その表情はとても、愛らしいはずなのに。

　マリアはなぜだか、妙な胸騒ぎを感じた。

『でもね。でもね。君が知りたいことが、君にとって、知れてよかったこととは、限らないんだよ？』

　もしかすると、自分は何か、間違ってしまったのかもしれない。

　だが、もう、後戻りは出来なかった。

　させては、くれなかった。

『知らなかった方がいいことだって、あるんだよ？　あるんだよ？　でも───』

「いまさら気が変わったと言っても、やめてなんかあげないけどね？」

　マリアは、囚とらわれていたのだ。

　最初から。

　復活し、ライザーや孤児院の皆と再会してから。

　その時点から。

　常にマリアは、囚われていた。

　そう──

　今、天井に足を付け、逆さまの状態でこちらを見つめる、この悪魔に、マリアは囚われていたのだ。

「あ、あなた、だれ？」

　くすくす、くすくすと。

　人形が笑う。悪魔が笑う。

『やぁ、やぁ、僕メフィスト！あたしメリー！　君のお友達君のお友達だよぉ〜！だよぉ～！』

　人形の口から、悪魔の声が──

　悪魔の口から、人形の声が──

　放たれ、そして、やって来る。

「い、いや……！　やだ……！　こないでっ……！　いや……！　いや────」

　くすくす、くすくす、くすくす、くすくす。

　くすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすアハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！




　笑い声が、幼き少女の悲鳴を、搔き消していた──











第八六話　元・《魔王》様と、迷宮での〝再会〟









《魔王外装》。それはかつて、ヴァルヴァトスであった頃の俺が手ずから鍛造した、六六六種の強大な魔装具の総称である。

　現代に残る伝承によれば、この《魔王外装》は未来の世を案じた俺が転生前に鍛造し、後世の民を想おもって遺のこしたものとされているが……

　それは半分が正解で、半分が間違っている。

　確かに、《魔王外装》は俺が居ぬ間に《邪神》達が復活するといった、最悪の状況に対する備えとして、世界各地に分散する形で配置してはいた。

　が、それはあくまでも、元来の用途を果たし終えたがために行った処置に過ぎない。

　本を正せば、《魔王外装》は、ただ一ひと柱はしらの《邪神》を殺すためだけに造ったものだった。

　リディアの死後……あの仇きゅう敵てきを、メフィスト゠ユー゠フェゴールを、この世から屠ほふり去るためだけに造った、怨念の塊であった。

　……けれども。俺は奴やつを殺し切れず、メフィストへの報いは永えい劫ごうの封印という望まぬものとなり……そして、《魔王外装》はその役目を終えたのである。

「なるほど！　確かにアレを手に入れることが出来れば、可能性はあるね！」

　古都・キングスグレイブの一角に居を構えた、ヴェーダの研究施設にて。

　建物の主たる彼女の声が、室内に響いた。

「……わたしの記憶が正しければ、ここからほど近い場所にある迷宮の内部に、三つの外装が配置されてあったはずだ。それらを用いることが出来れば」

　現状を打破することも、不可能ではない。

　だが──

「なんていうか。都合が良すぎるのだわ」

　怪訝な顔をするシルフィー。そんな彼女にオリヴィアは首肯を返した。

「あぁ。この都合の良さ……間違いなく、我々はメフィストに操られている。そのように動くよう、仕向けられていると断言してよかろう」

　おそらく皆、同じ意見だろうな。

　我々はメフィストの掌てのひらの上で踊らされている。こちらの行動は全て、奴の意図した通りのものだろう。

　だがそれは、あくまでも現段階の話。

　俺はオリヴィア、シルフィー、ヴェーダ、三人の仲間達を見回しながら、口を開いた。

「たとえ過程が、あの男の筋書き通りであったとしても。結末へと至るまで意のままに動くつもりはない。そうでしょう？　皆さん」

　三人とも、力強く頷うなずいた。

　その姿に頼もしさを感じつつ……俺は、ジニーへと目線を移した。

　床に寝かされた彼女は、まるで眠り姫のように瞼まぶたを閉ざしたまま微動だにしない。

「ジニーさんを救い、メフィスト゠ユー゠フェゴールを打倒する。そのためにも……あえて、彼の掌の上で踊るとしましょう」

　その末に奴の手を斬り裂き、喉笛を引き千切ってくれる。

　俺の強い意志に、ヴェーダは小さく頷くと、

「ワタシはジニーちゃんの看護をしなくちゃいけないから、迷宮には三人で行ってもらうことになるんだけど……大丈夫かな？」

　ヴェーダにしては珍しく、真剣な面持ちで放たれた問いに対し、我々は無言のまま首肯を返した。

　俺、オリヴィア、シルフィー。

　皆、黙して何も語ることはしない。

　ただ静かに、決意の炎を燃やすのみであった──




　　　　◇◆◇




　ヴェーダとジニーを施設に残し、俺達はキングスグレイブを発たった。

　件くだんの迷宮は山中に存在しており、急ぎ足で向かえば到着まで丸一日といったところか。

　その道中、シルフィーがボソリと疑問を吐いた。

「ていうか。最初はなっから《魔王外装》とかいうやつをゲットするために動けばよかったんじゃないの？　そしたら魔力も戻ってくるし、そのうえ凄すごい戦力まで手に入るんでしょ？　まさに一石二鳥だわ。ヴェーダの発明品に頼るよりも、そっちの方がよかったと思うんだけど」

　シルフィーの疑問はもっともなものだった。

　魔力を失った後、俺達は合流し、それからヴェーダの発明品である腕輪を完成させるために動いた。魔力を取り戻し、形勢を逆転するには、それ以外にないと考えたからだ。

　しかし実はもう一つの択があり、そちらの方が理にかなっていたのではと、シルフィーはそのように考えているのだろうが……

「いいえ。《魔王外装》を得るという選択は、頭に浮かんだその時点で消しておりました。ハッキリと申し上げますが、アレを得るために動くなど愚策としか言い様がありません」

「えっ。ど、どういうこと？」

　理解出来ないといった様子で問い尋ねてくるシルフィーに、俺は嘆息しながら応答した。

「理由は単純。そもそも、私達には《魔王外装》が扱えないのですよ」

「えぇっ!?」

　驚くシルフィー。その一方で、オリヴィアは特に反応を見せなかった。彼女は事前に、俺と同じ考えを抱いていたのだろう。

「つ、使えないって、どういうこと!?」

「……私は以前、エルザードさんと一戦交えた折、《魔王外装》を用いました。その際に発覚したこと、ですが」

　そう前置いてから、俺は続きを語り始めた。

「《魔王外装》は古代生まれの人間が用いるよう、最適化がなされております。そのため私を含む現代生まれの人間には決して、使用出来ぬようになっているのです」

　これは意図した仕組みでは断じてない。

　むしろ俺は、一定の条件をクリアした者であれば誰でも使えるようにしたのだが……

　大気中に宿る魔素濃度の低下と、それに伴う魔法文明の衰退といった想定外の事態により、古代人と現代人の間に大きな差異が発生。その結果、現代生まれの人間には《魔王外装》が使用出来なくなってしまったのだ。

「そのため、我々現代人が《魔王外装》を用いようとする場合、付与された術式を書き換えて、最適化をし直す必要があるのですが……魔力を失った今、それは不可能です」

「じゃ、じゃあ古代人のアタシが……って、そういえばアタシも魔力、なくなってたんだっけ……」

　そうした事情により、俺は《魔王外装》の獲得を早々に断念していたのだが。

「そ、それじゃあ、外装を手に入れても意味がないのだわ！　どれだけ強力な武器だろうと、使えなきゃガラクタも同然じゃないの！　アタシ達はそんなもんを回収するために命を張るってこと!?　わけがわかんないのだわ！」

　まぁ、当然、そう思うよな。

　使えぬガラクタを、なにゆえ命がけで回収せねばならんのか。

　この疑問に対する回答については、オリヴィアにも予想が付かぬ内容だったらしい。彼女もまたシルフィーと同様に、こちらへ疑問の目を向けてきた。

「……一応、発動する方法に関して、アイディアがあります。とはいえ、それはあくまでも理論上のもので、成功確率がいかほどのものか予測することも出来ません。ただ……可能性はゼロじゃない、とだけ申しておきます」

　あくまでゼロではないというだけでしかないが、それでも希望にはなろう。

　……メフィストが組み立てたシナリオが、その希望を叩たたき潰すような内容でないことを祈るほかない。

「いずれにせよ、我々はもはや《魔王外装》という不確定要素に頼るしかありません」

「うむ。……もっとも。外装が使用出来るようになったとして、それで事態がこちらの有利になるかと言えば……悔しいが、そうではないと言わざるを得んな」

「い、いやいや！　そんなことはないのだわ！　こっちにはアードとか……ア、アタシだって居るんだもの！　《魔王外装》さえ手に入れば、もう勝ったも同然だわ！」

　胸を張って豪快に笑うシルフィーだが……その態度はきっと、虚勢に過ぎない。とはいえ、そのように空元気が出せるだけマシといったところか。

「……貴様は確か、六年ほど、だったな。リディア率いる《勇者》の軍勢、その一員として働いた期間は」

「そうだけど。それがどうかしたの？」

「……貴様は奴の恐ろしさを知らん。貴様が姿を消した後だったからな。当然と言えば、当然だが」

　今、オリヴィアの脳裏には、俺と同じ映像が浮かんでいるのだろう。

　あの悪魔に苦しめられた、長い長い、生き地獄も同然の期間。

　誰もが奴を憎み、復ふく讐しゅうを誓い、そして──

　全てをねじ伏せられ、恐怖と絶望を、刻み付けられた。

　この俺さえも、例外ではない。

「《魔王》様が自ら記した伝記によれば…………かの《邪神》を討つべく行った決戦は、過去に例を見ぬほどの総力戦であったと、そのように記載されていました」

「……うむ。アレは文字通り、全てを賭とした戦いだった。我々四天王のような戦士達は当然として、普段、荒事に参加することがない文官達でさえ、後方支援として動員されていた。あの戦はまさしく、出せるものを全て出し尽くした、総力戦だった」

「戦力の内訳は……アルヴァート様が率いる《血盟狂団》、およそ一〇万、ライザー様が率いる《青せい瞳どうの殉教者》、およそ一五万、ヴェーダ様が率いる《魔学特戦隊》、およそ七万、オリヴィア様が率いる《斬魔衆》を含む精強歩兵軍団、およそ九万。ここに《勇者》軍の生き残りと、後方支援の文官達などを加え……総勢、およそ五四万。それだけの大軍勢が、メフィスト゠ユー゠フェゴールただ一人を討つためだけに動員され、そして」

　記憶が、蘇よみがえる。

　途端、全身から脂汗が噴き出てきた。

　アレは、もう。

　アレはもう、戦じゃない。

　ただの、一方的な、虐殺だった。

「……わたし達は皆、一丸となっていた。おそらく、最初で最後だろうな。曲くせ者もの揃ぞろいであった我々が、真に一致団結したのは。……しかし、それでも」

　勝てなかった。

　滅ぼすことが、出来なかった。

　メフィスト゠ユー゠フェゴールは最後の最後まで、笑い続けていた。

　奴やつは、天使の美貌に悪魔の笑顔を浮かべながら。

　歴史上最大・最強であった大軍勢を、真正面から打ち破り、壊滅へと追い込んだのだ。

「……《魔王》様は、全てを擲なげうちました。己を慕う配下達や、信頼する仲間達は当然のこと、かつて敵対し殺し合いを演じた相手さえも味方に付けて……己の命さえも駒にしたうえで、万全の態勢で挑んだ。……その果てに得た勝利は、望んだ形とは別物だった」

　激戦の最中、俺は思い知らされた。この怪物を殺すことなど、出来はしないと。

　だから、抹消ではなく、封印という逃げ道を選んだのだ。

　……果たして、その結果を勝利と呼べるだろうか。

　否。己の意を完全に通せていない時点で、それは敗北に近い。

　その論理に当てはめて考えたなら。

　メフィスト゠ユー゠フェゴールはまさに、無敵の怪物と呼ぶべき存在であろう。

「あの悪魔を相手取った場合、形式的な勝利を得ることは出来ても、本質的な勝利は得られない。どのような状況になろうとも、メフィスト゠ユー゠フェゴールは笑うでしょう」

　奴に、後悔の苦汁を味わわせることは出来ない。

　奴に、破滅の恐怖を味わわせることは出来ない。

　ゆえに我々は永遠に、あの悪魔を負かすことが出来ない。

　だが──

「たとえ形式的なものであったとしても。我々は勝たねばなりません」

「……うむ。しかし、果たして勝算はいかほどのものか」

　オリヴィアの発言に、俺は一つ頷きを返した。

「今回に限っては、勝ち目があるのではないかと踏んでいます。メフィスト゠ユー゠フェゴールにとって、此こ度たびの一件は気楽な遊戯ゲームでしかありません。それを楽しむために、己の力を縛ると明言しています」

「いや、でも。それって口約束みたいなもんでしょ？　追い詰められたら──」

「それはない。あの男はいかなる事態になろうとも、制定したルールは必ず守る。たとえその結果、自分が死ぬことになるとしても、事前に取り決めたルールを破ることは決してない。……少なくとも、我々がルールを守り続ける限りは、な」

　奴は俺達と違って、相手を見据えての勝負など、していないのだ。

　だから勝とうとも思わないし、負けようとも思わない。

　ただ、自分にとって面白い結末になってくれれば、それでいい。

　その先にあるのが己の破滅であったとしても、楽しければ問題ない。

　そんな、壊滅的なまでの狂人なのだ。あの男は。

「……ともあれ。我々が現段階において考えるべきは、《魔王外装》を手に入れること、これに尽きます。まず間違いなく、一筋縄では行かないでしょう」

　件の外装は、迷宮内に設けられた隠し部屋の内部にて保管されている。

　そこに至るには、精巧に隠匿された特殊な通路の存在を見破らねばならない。

　別の言い方をするなら、隠し通路さえ見つけられたなら、もはや困難は何もないということになる。何せ、通路内に危険な要素など配置してないからな。

　……しかし。

　迷宮へと到着し、足を踏み入れ、隠し通路まで達した、その瞬間。

「やはり、こうなりましたか」

　目前の薄暗い空間を見据えながら、俺はボソリと呟つぶやいた。

　異様かつ独特な空気感が、通路内に充満している。元来、ここには危険な要素などなく、外装が安置された部屋まで一本道となっているのだが……今やそれは、過去の話。

　おそらく、メフィストの手が入ったのだろう。

　隠し通路は今、凶悪な罠わなが多数配置された迷路へと、変貌を遂げているに違いない。

「お二人とも、くれぐれも油断なさらぬよう。ここはもはや死地も同然。我等はこれより、戦場の只ただ中なかを吶とっ喊かんするものと、そのようにお考えください」

　オリヴィア、シルフィー、両者とも黙して頷うなずいた。

　さすがに踏んできた場数が違う。迷宮内に漂う瘴しょう気きを明確に感じ取っている。

　これならば問題はなかろう……

　と、そう思っていたのだが。

「だばっ!?」

　天井より突如降り注いだ滝のような水に押し潰され、シルフィーが小さな悲鳴を上げた。

　……かれこれ、七回目か。トラップに引っかかったのは。

　メフィストが仕掛けた罠の数々は巧妙に隠されており、全てを看破することは難しい。

　とはいえ。

　七度も掛かってなお、我々には傷一つ付いてはいなかった。

　それもそのはず。仕掛けられていた罠が総じて、子供のいたずらじみたものばかりだったからだ。

「あぁ、もう！　なんなのだわこれぇ！　……ぶぇっくしょいッ！」

　水浸しとなったシルフィーが、床を蹴っ飛ばして叫んだ。

　そこへ加わるかのように、オリヴィアもまた苛いら立だったような声を漏らす。

「……相も変わらず、不愉快な男だ」

　獣の耳と尻尾をピクピクと小刻みに動かすオリヴィア。そんな彼女は今、全身が白濁液に塗まみれていて……ちょっと近づきたくないぐらい、臭かった。

　おそらくは牛の乳などを加工して作られたものだろう。彼女はそれを見事におっ被かぶったというわけだ。

「あんのクソチビぃ〜〜！　次会ったらギッタギタにしてやるのだわっ！」

　頰を真っ赤にして叫ぶシルフィー。
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　その顔からは、緊張感が抜けきっていた。

　……まさに、悪辣さの証明、といったところか。

　シルフィーは今、完全に、メフィストの術中に嵌はまっている。

「心惑わされてはいけませんよ、シルフィーさん」

　俺は足下に転がっていた小石を拾い、彼女の前に立つと、

「幼児が見せる無邪気さの中には、常に、底知れぬ悪意が宿っているのです。──ちょうど、このような具合に」

　言ってからすぐ、俺は小石を投げ放った。

　それは遥はるか前方へと弧を描くように飛び、そして──

　カツン、と、地面に当たって音を鳴らした瞬間。

「グゥオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ！」

　床の一部が泥でい濘ねいの如ごとく軟化し、前後して、巨大な怪物の頭が突き出てきた。

　滑ぬめり気のある鱗うろこに覆われたそれは、石ころを飲み込んで、床の中へと消えていき……

　その直後。

　上下左右から無数の槍やりが飛び出たかと思えば、数瞬後には石壁から火炎が噴出。

　溶けて消える槍達の様相を見つめながら、俺はシルフィーに向けて声を投げた。

「かの《邪神》と相対するにあたり、もっとも恐れるべきは邪悪な精神と頭脳。メフィスト゠ユー゠フェゴールは人の心を操ることに長たけています。かの《邪神》は相手を巧みに己の手中へと誘導し、相手に気付かせぬまま踊らせ……笑う。ゆえに我々は、その邪悪さを常に正しく恐れ続けねばなりません。さもなくば」

　皆まで言わずとも、理解出来よう。

　もし、メフィストに対する理解が浅い者しか、この場に居なかったなら。

　まんまと奴に心を操られ、頭に血を上らせて、警戒心を失い……

　その末に、残酷な死に様を晒さらしていただろう。

　それを見つめて、あの悪魔はゲラゲラと笑うのだ。

「この通路が、見た目通りに広々と感じるようになったなら、警戒なさい。気が緩んでいる証拠です。……さぁ、先へ参りましょう」

　シルフィーは黙ったまま頷いた。

　顔には緊張感が戻っている。

　彼女とて古代の戦場を生き抜いた戦士だ。一度の忠告で十分だろう。

　実際、シルフィーはもう二度と、警戒心を解くようなことはなかった。

　我々はメフィストの悪意に溢あふれた罠の数々を突破し、そして──

　おそらく、目的地のすぐ近くまで迫ったのだろう。

　──唐突に響き渡った奴の声が、何よりの証あかしだった。

『やぁ皆、どうだったかな？　僕お手製のアトラクションは』

　俺達は一様に立ち止まり、虚こ空くうを睨にらみ据えた。

　奴の姿はない。気配なども、感じられない。

　遠方より声だけを送っているのか、はたまた……

「お二人とも」

「あぁ」

「言われなくても、わかってるのだわ」

　皆同時に、臨戦態勢をとった。

　そして油断なく、不快な声に耳を傾ける。

『やはり急ごしらえというのはよろしくないねぇ。クオリティーは低くなりがちだし、数を撃つこともままならない。そういうわけで、残念ながらアトラクション・エリアはお終しまいだ。ここからは────君達が、僕を楽しませておくれ』

　刹那。

　我々の目前にて、不定形の闇が蠢うごめき──

　やがてそれが、人の形を作った。

　黒いローブで顔と全身を隠した、三人組。

　奴やつ等らは同時に抜刀し、そして、

『笑えて、熱くて、泣ける。そんな愛情劇を、僕に見せてくれ』

　メフィストの声に合わせたかのように。

　三人の刺客が、踏み込んできた。

「ッ……！」

　疾はやい。

　気付けば敵方の姿が目前にあって、白はく刃じんが煌きらめいていた。

　こちらもヴェーダ手製の魔剣で対応する。

「フッ……！」

　時に身を躱かわし、時に刃やいばをぶつけ合わせ、機を窺うかがう。

　薄暗闇の中に硬質な音が鳴り響き、火花が互いの顔を照らす。

　……女か。フードで全体像は把握出来ないが、この顔立ちは女のそれだ。

　しかも、まだ年若い。

　とはいえ、手心を加えてやることは出来ん。

「けっこうなお手前……！　称賛に値するッ！」

　強い。この刺客は、強い。

　周りの状況に気を配ってはいられなかった。少しでも相手から目を逸そらしたなら、途端、首と胴が分かたれてしまう。

　そんな強敵との戦いは激烈を極め──

　偶然か、あるいは必然か。

　俺は仲間と分断され、開けた空間へと足を踏み入れた。

　当然のこと、伏兵の存在などを警戒したが、しかし、そうしたものは皆無。

　俺と刺客、二人だけの空間であった。

「まるで決闘場といった風ふ情ぜい……！　貴女あなたも、そうは思いませんか……!?」

　闘争の最中に言葉を吐くは、ひとえに相手の心を揺らすため。

　戦いは剣や魔法だけで行うものではない。言葉もまた、一つの武器になり得る。

「なかなかの太刀筋。見事なものですね。いったい、誰に教わったのですか？」

　何が切っ掛けで、ほころびが生まれるか。それを予想することは難しい。

　此度も、そうだった。

　特にこれといった内容でもなかったはずだが、しかし。

　先刻の発言を受けて、ほんの一瞬、敵が体を竦すくませた。

　好機。

　俺は相手方の首を狙い、突きを見舞った。

　最小限の動作で繰り出される、最速の一撃。

　だが──

　そう易やす々やすと取らせてはくれんか。

　敵は咄とっ嗟さに地面を蹴って、後方へと跳躍。

　我が剣は、その切っ先を敵方の肌に触れさせたものの……

　喉の薄皮一枚、斬るのみに終わった。

　惜しい。

　が、これで相手の底は見えた。

　決着までに、そう時間は──




「……なんだと」




　思考の最中。

　俺は無意識のうちに、声を漏らしていた。

　目前。

　後方へ跳び、それから着地した、敵方の姿。

　なびいた風によるものか、フードがめくれ上がり、その顔が晒された。

「まさか、そんな……！」

　額に、冷や汗が浮かぶ。

　心がざわざわと、揺れ動く。

　……目前の刺客。その顔は。

　間違いなく。確実に。




「助けて、アードっ……！」




　怯おびえた様子で、瞳を涙で濡ぬらした彼女は。

　我が親友、イリーナであった──
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「うああああああああっ!?」

　開けた空間の只ただ中なかに、イリーナの悲鳴が響き渡る。

　まるで見えない糸に引っ張られるかの如く、彼女の体が勢いよく前進し──

　我が目前へと肉薄。

「よ、避けてアードっ！」

　叫びと共に斬撃が放たれた。

　連撃である。

　目にも留まらぬ剣舞ブレイド・ダンス。

　半数は完全に捌さばけたが、もう半数はこちらの全身に刃にん傷じょうを刻み付けた。

「あぁっ！」

　己の手で友を傷付けたという現実を前にして、イリーナが顔を悲嘆に歪ゆがませた。

　そのうえ目尻に涙まで溜ためた彼女を見つめながら、俺は後方へ跳び、距離を離す。

　……さてこの状況、いかなるものと判断すべきか。

「う、うぅ……なんで、こんな……やだよ、こんなの……助けて、アードぉ……」

　紅あかい濡れ鼠ねずみとなった俺を前にして、泣き崩れてしまうイリーナ。

　そうした姿を前にしても、俺は徹頭徹尾、冷静であった。

　感情的になってはいけない。何せこれは、メフィストによる悪趣味な遊戯ゲームなのだ。

　本質を見抜かねばならない。さもなくば、取り返しのつかぬことになる。

「……未来へと転生し、ようやっと出来た親友と殺し合わせる。なるほど、確かに奴やつらしい趣向ではある、が」

　思考せよ。

　真実はどこにある？

　感じ取れ。

　この身に向けられた悪意の形は、いかなるものか。

「……実に不愉快だな。もっとも憎む存在と、自分とを、同一化させる作業というのは」

　俺はメフィストだ。メフィストは俺だ。

　奴と同一の存在となり、その思考を読むのだ。

「……ここで終わらせることを是ぜとするか、否か。いずれにせよ試せばわかる、か」

　結果次第では、我が人生をここで終わらせることとなろう。

　とはいえ、覚悟は出来ている。

　無念を抱きながら死ぬという覚悟。あるいは、過あやまちを犯して嘆く覚悟。

　あらゆる未来に対して覚悟し、冷徹にならねば、悪魔に立ち向かうことは出来ない。

　ゆえに。

「ア、アードっ!?」

　我が行動に、イリーナが驚きょう愕がくの念を放った。

　放棄である。俺は彼女の目前へと、こちらの得え物ものを放り捨てたのだ。

「ど、どういうこと……!?」

　こちらの意図が読めず、当惑した様子のイリーナ。

　そんな彼女へ、俺は両腕を広げてみせる。

　完全なる無抵抗を表すかのように。

「ダ、ダメよ……！　そんなのダメよ、アードっ！」

　我が行動を自己犠牲であると判断したのだろう。イリーナがポロポロと涙を零こぼした。

　……実際のところ、そのようになるかもしれない。

　此こ度たびの状況、結末は三種ある。

　一つ。イリーナが俺を殺し、我が道程は無念と共に終幕。

　二つ。俺がイリーナを殺し、心が崩壊するほどの悲嘆を味わう。

　そして、三つ目は──

「い、いやっ！　いやぁあああああああああっ！」

　悲鳴と共に、イリーナが向かってくる。間合いはすぐさまゼロとなり、こちらを刃じん圏けんに捉えるや否いなや、彼女は刀身を大上段へと振り上げた。

　縦一文字に両断するつもりか。なるほど、なかなか残酷な末路だ。

「う、動いてっ！　動いてよ、アードっ！」

　強い焦燥感。偽りの情とはとても思えない。

　本物だ。イリーナが放つ感情は、間違いなく本物だ。

　友を失う恐怖と、それを止められない自分への悔恨。いずれも本物、だが──

「あぁ、答えが見えた」

　迫ってくる。刃が俺の頭部へと、迫ってくる。

　これは確実に、我が命を絶つための斬撃だ。

　そうだからこそ俺は────確信へと至った。

「気に入った玩おも具ちゃを壊すとき、貴様はいつだって前のめりになる」

　まさに死の間ま際ぎわ。人生の幕が引かれるという、寸前にて。

　俺は身を横へ移し、殺到する刃を回避した。

　そのまま流れるように五体を躍動させ、両手で相手方の手首を拘束。

　そこへ捻ひねりを加え、手首の関節を極きめて……へし折る。

　両手を破壊されたことで、相手方は剣を保持することが出来なくなった。

　手元から得物が零れ落ちる。

　そして──

「詰めを誤ったな、メフィスト゠ユー゠フェゴール」

　俺は敵方の剣を奪い取って。

　躊躇ためらうことなく、その胸元へと突き刺した。

「あっ……!?」

　小さな悲鳴を上げながら、己の胸を貫いた刃を見つめる。その口元からは紅い滴が漏れ落ち……そして奴は、俺の顔へ目線を移し、涙を流した。

「ど、どうし、て……？」

　俺は嘆息すると同時に、敵方の胸から刃を引き抜いて、

「茶番を続けるつもりは、ない」

　イリーナの……いや。

　イリーナに化けたメフィストの首を、一太刀にて両断した。

　刎はねられた頭部が宙を舞い、地面へと落下して、転がる。

　もしこれが本物のイリーナだったなら、首は永遠に沈黙したままであろう。

　しかし。

「おかしいな。完璧に演じたつもりなのだけど」

　断たれた首から、声が放たれた。

　怖おぞ気けが走るほど美しい、悪魔メフィストの声だ。

　俺は奴を見下ろしながら、舌打ちを漏らした。

「完璧であるものか。本物の彼女であれば、ああした状況になったなら、己を犠牲にしてでも相手を救うだろう。舌を嚙かむか、あるいは……自分を殺して生き延びてくれと、迷いなく言い放つ。それがイリーナだ」

　とはいえ。

　そのことについて、メフィストが理解していないはずもなく。

「……貴様は昂こう揚ようすると、途端に詰めが甘くなる。およそ最後の最後まで、俺を殺そうと考え、動いていたのだろう。だがその直前になって、貴様の昂揚感は極限を超えた。ゆえに芝居ではなく、貴様自身の本音を口にしてしまった。……ここで殺すなんて、やっぱりもったいない。あのとき貴様は、そのように考えたのではないか？」

　こちらの問いかけに対し、メフィストは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　そして長年連れ添った恋人に、睦むつ言ごとを囁ささやくような声で、

「さすがだよハニー。やっぱり君だけだ。僕のことを完璧に理解しているのは」

　俺は吐き捨てるように言葉を返した。

「あぁ。そのおかげで、貴様の幻影がいつまで経たっても頭から消えなくなった」

「ふふ。それは嬉しいな。そんなにも僕のことを想おもって──」

　鬱陶しい雑音を消すために、俺は敵の生首へ刃やいばを突き立てた。

「これ以上、貴様と言葉を交わすつもりはない」

　柄つかを離し、それから、先ほど放り捨てた己の得物を回収。

　そうして。

「……二人もまた、悪趣味な遊戯に付き合わされているはずだ」

　オリヴィア、シルフィー。両者共、今まさに苦く悶もんの最中であろう。

　心配なのは……オリヴィアだ。

　普段、彼女は一切の隙を見せず、危うさも感じられぬが……ある一点、そこを突かれると途端に脆もろくなってしまうところがある。

　あの悪魔が、それを見逃すはずもない。

「……急がねば」

　何か強い胸騒ぎを感じて。

　俺は、駆けだしたのだった──




　　　　◇◆◇




　小さい。

　敵の姿を目にすると同時に、オリヴィアはそんな感想を抱いた。

　相手方の背丈は極めて小柄で、こちらの半分程度しかない。そこに加え、フードから覗のぞく顔立ちの一部からして、相手が年とし端はもいかぬ少年であろうということが窺うかがい知れた。

　──しかし。

　この膂りょ力りょく。この技量。

　共に、尋常のものではない。

　一〇、二〇と剣を交え、足運びの末に、オリヴィアは敵方と共に開けた空間へと出た。

　そこでも剣けん戟げきを展開させながら、彼女は思索する。

（小柄であるということは、基本的にデメリットが大きい）

（だが……己の背丈を超えるほどの長剣を振り回す膂力と、抜群の技量が備われば）

（的が小さい分、小柄な肉体にはメリットしかない）

　敵方の剣技はオリヴィアをして一流と認めざるを得ないものだった。それだけでも十分に脅威だが……

（剣のみの手合いではない）

（そこに魔法を加えて、独自の戦術を生み出している）

　オリヴィアが後方へと飛び退しさり、間合いが開いた、その瞬間。

　敵の周囲に数多あまたの煌きらめきが顕現する。

　それらは魔法によって創造されし、輝光を放つ刃であった。

（間合いが開けば、これを絶えず撃ち続けてくる）

（魔法によるものゆえ、斬魔術での対応は可能だが）

　斬る。無数に放たれし刃を、片っ端から斬って斬って斬りまくり、ことごとくを消し去っていく。その動作は無む謬びゅうにして流麗であるが、しかし……どうしても対応に気を取られ、ほんの僅かだが、相手への警戒がおろそかになってしまう。

　そこを突いて、敵が急接近し、こちらの胴体目掛けて斬撃を振るってきた。

　呼吸、力み具合、そしてタイミング。全てが完璧。これはまさに不可避の一撃である。

　が──

（戦闘能力に不足はない。しかし、わたしを仕留めるには経験不足だな）

　オリヴィアは悠然とした心持ちで、易やす々やすと敵方の動作に対応する。

　全てはフェイクであった。敵方はこちらを追い詰めたと考えているのだろうが、逆だ。

　そのようになるよう、オリヴィアが誘導したのである。

（このようなところで、かかずらってはおれん）

（シルフィー、そして……）

　弟分アードの姿が、脳裏に浮かぶ。

　一刻も早く彼のもとへ。そのためにも──彼女は思い描いたとおりに事を進めていった。

　まずは迫り来る刃を躱かわしつつ、相手の胴どう薙なぎをこちらの刀身で受け止め──足払い。

　尻餅を突くと同時に、相手のフードが脱げた。

（獣人族か。黒髪から獣の耳が伸びている）

（同胞の幼子を斬るのは心苦しいが……大義のためならば、致し方なし）

　敵が晒さらした致命的な隙に対し、オリヴィアは剣を振り上げた。

　──その瞬間。

「……ね……うえ……」

　俯うつむいた敵方の口から、小さな呟つぶやき声が漏れる。

　それを耳にすると同時に。

　オリヴィアの脳裏に、断片的な映像が浮かび上がった。

〝大広場に集う民衆〟

〝観覧する《魔族》達〟

〝笑う悪魔〟

〝絶望する、我が一族の男女〟

〝顔に無念を浮かべる両親〟

〝振り下ろされる刃〟

　そして──

『い、いやだ！　死にたくない！　死にたくない！』

『たっ、助けてください、姉上ぇええええええええ！』

　もう、思い出すことも少なくなった、過去の残骸。

　数千年を経てようやっと癒えつつある、心の傷。

　それをなぜ、今、思い出すのか。

　──その疑問の答えを。

　悪魔が、無慈悲に笑いながら、告げた。




『大義のために全てを犠牲にしてきた君だけど』

『愛する弟は、さすがに斬れないよね？』




　唐突に響いたメフィストの声を受けて、オリヴィアの顔色が一瞬にして青ざめた。

「そんな、馬鹿な」

　剣を振り上げたまま硬直し、眼下の幼児に注目する。

　……見れば見るほどに、確信が深まっていく。

　敵を前にしているというのに、華きゃ奢しゃな肩を震わせてばかりの、臆病な姿。

　追い詰められれば常に姉を呼び、ポロポロと涙を流す、弱々しい姿。

　そして、彼が顔を上げた、その瞬間。

　気付けば、離れていた。

　大量の冷や汗を流しながら、オリヴィアは逃げるように、敵方から離れていた。

「噓うそだ……ありえない……こんな、ことは……」

　呼吸が荒くなる。胃が痛い。汗が止まらない。

　肉体は無傷でも、心はもはや満まん身しん創そう痍いだった。

　──そんなオリヴィアを前にして。

　敵方が。小柄な少年が。獣人族の子供が。

　目尻から滴を零こぼしながら、口を開いた。




「姉上……！」




　オリヴィアの脳内が、白一色に染まる。

　あの、さらりとした黒髪は。

　あの、愛くるしい顔立ちは。

　あの、大粒の涙を流す瞳は。

　……忘れるはずもない。忘れられる、わけがない。

　目の前でボロボロと涙を流し、怯おびえた様子で肩を震わせる、あの子供は。

「ルイス……！」

　ルイス・ヴェル・ヴァイン。かつて、己の命よりも大事に想った、家族の一人。

　今は亡なき最愛の弟が、そこに居た。

『いいね。実にいいよ、その表情。想定通りではあるけれど、それでも十分に愉悦をもたらしてくれる。やはり君は虐いじめ甲が斐いがあるね、オリヴィアちゃん』

　真っ白になった彼女の頭に、悪魔の黒い声が染しみ渡っていく。

　その語り口調はかつて、オリヴィアから何もかもを奪ったときのそれと全く同じだった。




　──もう遥はるか遠とおい過去の話。




　人類が《邪神》と《魔族》に支配されていた古代世界にて、オリヴィアは《名誉奴隷》の家系である、ヴェル・ヴァインの長女として生を受けた。

《名誉奴隷》というのは奴隷種として扱われていた人類の中に在って、特別な権限を有し、少数の《魔族》達に代わり人々を治めていた者達を指す。

　中でもヴェル・ヴァインは武門の名家として知られており、その発言力は絶対的な支配種として君臨していた《魔族》達にさえ影響を及ぼすほどだった。

　そんな家に生まれたオリヴィアは人並みならぬ剣才を有し、将来を嘱望されていたのだが……その一方で、長男である弟・ルイスにはなんの才覚もなかった。

〝どうしてぼくは、こんなふうに生まれたんだろう……〟

〝姉上みたいに、強くて格好よくなりたい。でも、きっと無理ですよね……〟

　弟は常に後ろ向きで、ことあるごとに泣きべそを搔かいては、親族を失望させていた。

　けれどもオリヴィアだけはルイスの可能性を信じ、常に激励し続け、そして。

〝やった！　一本！　一本取りましたよ、姉上！〟

　ある日ついに、組み討ち稽古でオリヴィアを出し抜いてみせた。

　結構な加減をしたうえでの結果ではあるが、それでも一本は一本。

　オリヴィアは弟の成長を心から喜ぶと共に、そのとき、改めて強く実感した。

　やはり弟の笑顔は、本当に可愛かわいらしいものだと。

　普段、めったに見せない明るい表情は、実に眩まばゆいもので。

　それを見たいがために、オリヴィアはルイスを溺愛した。

　時には優しく。時には厳しく。

　姉として弟を立派な当主へ導き、その後も下から支えてやるのだと、そう考えていた。

〝ルイス。現時点では、わたしの方がお前よりもずっと強い〟

〝だが、いずれわたしを守れるような男になれ〟

〝お前ならきっとなれる。姉上は、お前のことを心の底から信じているぞ〟

　常にオリヴィアは、そのように弟を励まし続けていた。

　弟にしか見せぬ、穏やかな微笑を浮かべて。幸福な未来を、想像しながら。

　しかし。

　ある日、それが唐突に奪われた。

　両親の発言力を疎うとんだ《魔族》と……邪悪な神メフィストの手によって。

〝い、嫌だ！　死にたくない！　死にたくない！〟

〝助けて！　助けて、姉上ぇ！〟

　誰よりも愛し抜いた弟が、涙ながらに懇願しているというのに、オリヴィアは何も出来なかった。

　魔法によって縛り付けられ、瞼まぶたを閉じることさえ許されず。

　オリヴィアは、親族と共に首を落とされる弟の姿を、ただ震えて見つめることしか出来なかった。

　そして、全てが終わった後。

〝いやぁ、いい見み世せ物ものだったね。君もそう思うだろう？〟

　拘束を解いてきた悪魔に対し、オリヴィアは静かに問うた。

　なぜ、こんなことをしたのかと。

　悪魔は一瞬首を傾かしげ、それから微笑と共に、答えを出した。

〝ん〜〜〜〜〜〜〜、暇つぶし？〟

　爆裂した殺意に突き動かされ、オリヴィアは悪魔へ飛びかかり、その首を絞めたが。

　それでも奴やつは、愉たのしげに笑うのみだった。

〝ふふっ。いいねぇ、その顔。想定通りではあるけれど、実にそそるものだよ。やっぱり君は僕が見込んだ通り、実に虐め甲斐があるね、オリヴィアちゃん〟

　彼女は結局、仇かたきを討てなかった。

　最後の最後まで、自分から全てを奪った悪魔は、笑ったままで。




　──きっと今も、奴はあのときと同じ微笑を浮かべているのだろう。




　そのとき。

　場に響き渡った悪魔の声が、オリヴィアの意識を過去から現実へと引き戻した。

『前もって断言しておくよ。弟おとうと君くんを救う方法は一切ない』

『大義のために、愛する家族を手に掛けるか』

『あるいは、弟君に斬り殺されるか』

『君に用意されている選択肢は、この二つだけ』

『まさに究極の二者択一』

『さぁ──僕を存分に楽しませておくれ』

　悪意が振りまかれた、次の瞬間。

「ぅあ……!?　あ、姉上っ……！」

　ルイスが勢いよく立ち上がり、踏み込んできた。

　そんな彼の頭上に、オリヴィアは悪魔の姿を幻視する。

　糸で愛する弟を操り、ニタニタと笑う、不愉快な姿を幻視する。

「メフィストォオオオオオオオオオオオオオオッッ！」

　怒気の爆裂と共に、間合いを詰めてきたルイスが剣を振るう。

「た、助けてください、姉上ぇ！」

　涙を流しながら懇願するその姿が、オリヴィアの動作を鈍らせた。

　平常であれば易やす々やすと躱かわせるはずの斬撃が、頰を擦過する。

「くッ……！」

　後退し、間合いを空ける。完全に逃げ腰であった。

　そんなオリヴィアのもとへ、魔法の剣が雨あられと殺到。

　これも平常であれば、そのことごとくを斬り伏せていただろう。

　しかし、心を乱した彼女には、完璧な対処など望むべくもない。

　降り注ぐ刃やいばを凌しのぎきった頃、オリヴィアの全身は鮮血の紅あかに染め尽くされていた。

「あ、姉上っ！」

　来る。

　弟が、鋭い刃を携えて。

　姉たる自分を、斬殺するために。

「い、いやだぁっ！　助けて、姉上っ！」

　悲鳴と共に刃を大上段へと掲げ……振り下ろす。

　オリヴィアはそれを真正面から受け止め、鍔つば迫ぜり合いの形へと持って行った。

「あ、姉上……！　なん、ですか、これは……!?　何が、どうなって……！」

　白はく刃じんの向こう側で、ルイスが泣き崩れている。大粒の涙を流し、鼻水を垂らすその姿に、オリヴィアは心を痛めた。

　抱きしめてやりたいと、心から思う。だが現状、それは叶かなわぬ夢。

　オリヴィアには弟との幸福な時間など、用意されてはいないのだ。

　弟を斬るか。弟に斬られるか。

　どちらを選んでも、最低最悪の悲劇は免まぬがれない。

　だが、それでも。

（わたしは前に進まねばならんッ……！）

（大義のために……！　皆を、救うために……！）

　弟を斬る。

　そのための材料を、オリヴィアは必死に探し始めた。

（此こ度たびの状況、初ではない……！）

（似たような窮地を、わたしは何度も経験した……！）

（目前に立つこの少年は、ルイスじゃない……！）

（よく似た別人に過ぎぬ……！）

　古代世界において、オリヴィアの弱点を見抜いた敵は幾人も存在した。

　そして彼等は総じて、亡き弟を利用した戦術で以もって、彼女を追い詰め……

　しかし、そのことごとくが、失敗に終わった。

（そもそも、ルイスの霊体は既に失われて久しい）

（それは冥府へと昇り……無数の転生を、繰り返しているに違いない）

（ゆえに今、この場に立つルイスは、まがい物に過ぎんのだ……！）

　そう結論づけると共に、オリヴィアの心が平静へと導かれた。

「まがい物に、容赦する必要なし……！」

　両足に力を込め、それを腕へと伝達し、敵方を圧おす。

　膨れあがった殺気にルイスは怯おびえたような顔で、「ひっ!?」と悲鳴を上げた。

　けれどもオリヴィアの心に惑いはない。

「ぬんッ！」

　気合いと共に圧力を一気に高める。そうすることで相手の上体を後方へと反らせ──

　すかさず横移動。

　鍔迫り合いの形が急に崩れたことで、相手がバランスを狂わせた。

「疾シッッ！」

　大きな隙を突いた一撃。首筋への一いっ閃せん。せめて苦しまぬよう一瞬にて。

　オリヴィアの心には今、染みなど微み塵じんもなかった。

　このまま首を断ち、決着を付ける。その思いだけがあった。

　しかし──

『まがい物じゃあないぜ』

　突如響き渡った悪魔の声が、オリヴィアの体感時間を無限に引き延ばしていく。

　ゆっくりと、刃がルイスの首へと向かう、その最中。

　悪魔が、オリヴィアの心に染しみを創り出した。

『弟君の霊体は既に失われて久しい。と、そんなふうに考えたんだろう？』

『実際、その通りではあるよ。でもね……僕が、そんな逃げ道を用意するとでも？』

『処刑の直前、僕は彼の霊体を一部切り離し、保存しておいたんだ。このときを見越してね。だから────』

『今、目の前に居る弟君は、正真正銘、本物だよ』

　これを虚言とするには、あまりにも。

　あまりにも、説得力があり過ぎて。

　ゆえにオリヴィアは再び、剣を鈍らせてしまった。

　首を両断するはずだった刃は皮一枚を斬ったところで停止し、そして──

　逆に、ルイスが執った剣は、オリヴィアの腹部を深々と突き刺していた。

「うっ……」

「あ、あね、うえ？」

　両者共、目を見開いていた。

　苦痛と、驚きょう愕がく。それぞれ別の感情を抱きながらも、その本質は全く同じもの。

　悲嘆である。

　二人の心は今、悲嘆に埋め尽くされていた。

「ど、どうして……!?　こん、な……！」

　意図に反して、姉の腹から刃を引き抜き、刀身を担かつぐように構える弟。

「ルイ、ス」

　口から血反吐ちへどを漏らしながら、片膝を突いて、弟の姿を見上げる姉。

　……斬れなかった。

　メフィストの声が最後まで響いた、その瞬間、迷いが生じたのだ。

　あの光景を、再現するのか、と。

　弟の首が落とされた、あの瞬間を、自らの手で再現するのか、と。

　……そんなことは、出来なかった。

「……ルイス」

　もはや剣を手放して。

　オリヴィアはその手で弟の頰に触れながら、一筋の涙を流した。

「済まなかった。救って、やれなくて」

　そしてオリヴィアは選択する。

　大義を投げ捨て、弟に斬られるという結末を、選択する。

「い、嫌だ……！　嫌だ、嫌だ、嫌だ、嫌だ……！　う、動いてください、姉上っ！」

　ガチガチと歯を鳴らしながら、ルイスが手元に力を込めた。

　もはやここまで。

　あと数秒も経たたぬうちに、この命は絶たれることになろう。

　それでもよかった。

　いかに重大な大義を背負っていたとしても。

　弟の命よりも大事なものなんて、どこにもありはしないのだから。

「メフィスト、頼む。わたしが死んだ後、弟の命は保証してくれ」

　これを最後の言葉として、世を去る覚悟を決めた。

　そして──

「姉上ぇえええええええええええええッ！」

　絶叫と共に、ルイスが白刃を繰り出した。

　オリヴィアは自らの末まつ期ごを悟り、心静かにそれを受け入れ──

　しかし、その瞬間。

　彼女の脳裏に、ある人物の姿が浮かぶ。

　それはもう一人の弟。

　二つの姿を持つ彼が、頭の中に現れた、そのとき。




「オリヴィアッッ！」




　声が、響いた──




　　　　◇◆◇




　それを目撃すると同時に、俺はアード・メテオールの仮面を脱ぎ捨てていた。

「オリヴィアッッ！」

　姉貴分の危機に対して、反射的に全身が躍動する。

　……それはまさに、奇跡的な結果だったのだろう。

　小さな獣人族の少年が振るいし刃が、オリヴィアの頭を両断するという、寸前。

　俺は彼女の体へと飛びついて、その身を移動させた。

　もし、ほんの僅かでも、駆けつけるのが遅かったなら。

　今頃、オリヴィアの命脈は絶たれていただろう。

　少年が執った剣は空転し、何者も捉えることはなかった。

「……オリヴィア様。こちらを、早急にお飲みください。腹部の傷を癒やさねば、大事に繫つながります」

　平静を装よそおいながら、俺は腰元のポーチに手を入れ、ヴェーダ手製のポーションを取り出した。

「……済まない」

　受け取ったオリヴィアの表情は複雑なものであったが、少なくとも生きる気力は失われていなかったらしい。蓋を開けてすぐ、ポーションを一息に飲み干した。

　効果は覿てき面めん。彼女の全身に刻まれた浅い傷は当然のこと、腹部への刺突によるものであろう重傷もまた、瞬またたく間に快癒する。

　……さて。

　俺はオリヴィアから少年へと目線を移し、そして全てを悟った。

「弟おとうと君ぎみ、ですか」

「……あぁ」
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　闖ちん入にゅう者しゃたるこちらの視線を受けて、かの少年は怯えたように全身を震わせていた。

　その風貌と様相は、かつてオリヴィアより伝え聞いた有あり様さまと、完全に一致する。

「なるほど。これは悪趣味の極みだ」

　吐き捨てると同時に、現状を創り出した悪魔が声を送ってきた。

『悲劇の舞台へようこそ、ハニー』

『君にも心地のいい苦味を楽しんでもらいたくてね。ずっと、待っていたんだ』

　想定通り。奴やつの声音にはそうした意思が宿っていた。

　即すなわち──

　この俺を以てしても、悲劇は避けられぬと、そのように考えているということだ。

　オリヴィアとてそれは察していよう。だが、そうであったとしても。

「……可能性は、ないのか？」

　縋すがるような目を向けてくる姉貴分。その痛ましい姿に、悲哀を覚えざるを得なかった。

　出来ることなら、胸を張って断言したい。任せてくれ、と。

　だが、実際に出せる言葉は、真逆のものだった。

「結末を変えることは、出来ません」

　どのように足搔あがいたところで、彼女の弟……ルイス・ヴェル・ヴァインは死ぬ。

　何か奇跡が起こって、彼を悪魔の呪縛から救い出せたとしても。

　我々が安あん堵どすると同時に、奴はルイスの命を絶ち、絶望する我々を見て笑うだろう。

「此こ度たびの一件に決着を付けるということは、即ち、弟おとうと君ぎみを葬ほうむり去ることと同義であると心得ていただきたい」

　それは、口にするもおぞましき現実であった。

　けれども俺は嫌けん悪お感かんを面に出すことなく、真まっ直すぐにオリヴィアの目を見据えて、堂々と断言する。これは正しき行いであると、彼女の心を納得させるために。

「よろしいですか、オリヴィア様。過ぎ去って行った者達は、もはや帰っては来ません。我々に出来ることは、彼等の分まで精一杯生きるという、自己満足のみです」

　俯うつむき、一言も返そうとはしない。そんなオリヴィアに反して、奴は饒じょう舌ぜつであった。

『さすがの決断力だね、ハニー』

『それとも、他人ひと事ごとだから簡単に言えるのかな？』

　くつくつと、喉を鳴らす音が耳に入る。

　過去の俺だったなら、ただ嫌悪し、感情的に反論していただろう。

　だが……この時代にて、さまざまな経験を重ねたことで、俺は成長した。

　ゆえに胸を張り、堂々と断言する。

「もし貴方あなたが、この場に彼女を創り出したとしても、このアード・メテオールが迷いを抱くことはありません。彼女の命脈を絶ち、前へと進み……必ずや、貴方を討ちます」

『ほう。淀よどみがないね、ハニー。力は衰えたけれど、心は成長したようだ。……けれど、それは君の意思に過ぎないだろう？　オリヴィアちゃんは違う思いを抱いてるはずだ。にもかかわらず、君は自分の考えを押しつけるのかい？』

　間髪入れることなく、俺は宣言した。

「はい。押しつけます。それが正道であるならば、迷うことはありません」

　この受け答えは想定外であったのか、メフィストは以降、一言も発しはしなかった。

「……オリヴィア様。どうぞ、私をお恨みください」

　ルイスをこの手にかける。お前が出来ぬというなら、俺がその罪を背負う。

「……どうしても、無理なのか」

　未いまだ迷いの中にある彼女へ、俺は首肯を返した。

　途端、絶望がオリヴィアの顔に宿る。

　この一件が終わり次第、自ら命を絶ちかねぬ、危うい顔であった。

　そんな姉貴分に俺は、新たな言葉を送る。

　ほんのちっぽけな、しかし、確実に救いへと繫がるであろう言葉を、送る。

「たとえ結末が悪魔の筋書き通りであったとしても、そこに宿る思いは変えられると、私は信じています。ゆえに──此度の一件は決して、悲劇になることはありません」

　今はまだ、意味を理解出来ていないのだろう。オリヴィアはただ当惑するだけだった。

　そして沈黙を保っていたメフィストもまた、我が意を測りかねているようで。

『いったい、何を見せてくれるのかな？』

　少しの困惑と、多大な期待感。

　それが発せられたと同時に。

「う、うわぁああああああああああっ!?」

　悲鳴を上げるルイス。その周囲には無数の魔法剣が浮かび上がっていた。

「オリヴィア様。どうか、手出しをなさらぬよう」

　釘くぎを刺すと同時に。

　煌きらめく魔法の剣が、我が身へと肉薄する。

　回避。回避。回避。

　全弾、総じて回避。

　その末にルイスが踏み込んで、刃じん圏けんに我が身を捉えた。

「た、助け──」

「いいえ、お断りします」

　小さな体が繰り出した鋭い斬撃を、俺は自らの刀身で受け止め、

「歯を食いしばりなさい」

　攻撃後の隙を突いて、右拳を握り──容赦なく、幼い頰を叩たたいた。

「うあっ!?」

　この殴おう打だは、誰にとっても想定外の行動だったのか、吹っ飛んだルイスだけでなく、オリヴィアもまた目を見開いた。

　姿を見せぬメフィストもまた、どこかで同じように驚いているのだろう。

『おいおい。容赦がなさ過ぎやしないかい？』

　その声音は、驚きと興奮に満ちていた。

『相手は子供だぜ？　それを、よくもまぁ──』

「お黙りなさい。貴方は指を咥くわえて、私の行いを見ていればよろしい」

　確かに、我が行動は一見すると非道であろう。

　だが、違う。そうではない。

「アード・メテオール……！　なぜ、こんな……！」

　姉貴分が説明を求めてきた。

　当然であろう。きっと彼女は一合にて、我が剣が弟を斬るものと、そう思っていたに違いない。救えぬならせめて痛みなく……と、そのように思うのが自然であろう。

　俺はその意に反したのだ。

　オリヴィアの目には、先刻の殴打が無意味な暴虐として映っているに違いない。

　しかしそれは、大きな間違いだ。

「オリヴィア様。ルイス様。そして、あのメフィストさえも。根本的に、前提を見誤っている。私が今、殴りつけたのは、無力な子供ではありません」

　まだ、こちらの意を読めていないのか、オリヴィアは当惑した様子で口を閉じていた。

　ルイスもまた、殴られた頰に触れながら、戸惑うようにこちらを見ている。

　そんな彼へ、俺は問いを投げた。

「ルイス様。貴方は死を恐れますか？　死から逃れたいと、そうお考えですか？」

「そ、そんなの、当たり前、だろ……！」

「えぇ。そうでしょうね。しかし……その当たり前が許されるのは、世間一般の子供のみ。ルイス様、貴方は生まれ出いずると同時に、その権利を失っているのです」

　この言葉を受けて、ルイスだけでなく、オリヴィアもまた肩を震わせた。

　そう。俺の発言は二人にとって、耳にたこが出来るほど聞かされてきた内容であろう。

　この二人は。武門の名家に生まれた、この二人は。

　戦士としての心構えを、薫くん陶とうを、常に受け続けてきたのだ。

「ルイス様。貴方に関する仔し細さいは姉君オリヴィア様から伝え聞いております。貴方を語る時の姉君は実に微笑ほほえましく……それでいて、哀れだった。心の傷が癒えるまでの永き間、オリヴィア様は過去に縛り付けられた亡霊のようでした。……ルイス様、貴方がそうさせたのですよ」

　酷ひどく苦しげな顔をするルイスへ、俺はさらに言葉を投げた。

「貴方は確かに、齢よわい一〇にさえ満たぬ幼子、ですが。それと同時に一人の戦士でもある。そして戦士には、人生の中において、死なねばならぬ瞬間というものが必ず訪れます。主君のため。己が信念のため。愛する者のため。理由は様々ありますが……いずれにせよ、そのとき、戦士は見事に散っていかなければならない。その死に様で見る者を圧倒し、心に宿っていた炎を、受け継がせねばならない」

　ここで一度、言葉を切って。

　俺はルイスの目を真剣に見据えながら、続きを語り出した。

「貴方は最後に処断されたと伝え聞きました。であれば……ご両親の死に様は、覚えておいででしょう？　それを思い出しなさい。……きっと、立派な最さい期ごを迎えられたはずだ。命乞いなどすることなく、己の運命を受け入れ、一人残された娘をジッと見つめながら、最後の最後まで己の意志を継がせようとした。父も母も、戦士としての使命を全うし、見事な死に様を見せた。……それなのに。ルイス様、貴方がそれに水を差してしまった」

　伝え聞いた彼の死に様は、同情と哀悼を感じずにはいられぬほど悲惨なものだった。

　それは戦士の末まつ期ごとして、最低の内容であると断言してもよい。

「貴方がみっともなく泣き喚わめきながら、命乞いをして死んでいったせいで、オリヴィア様に受け継がれるはずだったご両親の思いは、無む惨ざんに砕けてしまった」

　あえて責めるような口調で言葉を紡つむぐ。ルイスはそれを、黙して聞き続けていた。

　その目尻にはもう、涙はない。

　その顔には……深い、反省の念が宿りつつあった。

「たとえ幼くとも、ルイス様、貴方には重い責任を背負う義務がある。貴方は一人の戦士であり、ヴェル・ヴァインの長男だ。いずれは当主となり、御家と……姉君を、お守りしなければならぬ立場にある。にもかかわらず、貴方は間違えてしまった。ご両親の意に反しただけでなく……何よりも大切だったはずの姉君の心を傷付けて、この世を去った」

　きっと、これから放つ言葉は、残酷そのものだろう。

　だがそれでも、口にしなければならない。

　過ぎ去った者は、もう元には戻らないのだ。

　ルイスの結末と宿命を、変えることは出来ないのだ。

　しかし──たとえそれが悪魔の計らいであろうとも。

「ルイス様。貴方は、やり直すことが出来る。戦士として、正しい死に様を、自らの意志で選ぶことが出来る」

　ピクリと、ルイスの肩が震えた。

　後方に立つオリヴィアもまた、同様であったが……今は捨て置こう。

　俺はルイスにのみ注目して、言葉を重ねていった。

「貴方は今、操られている。その全身は、かの悪魔が手た繰ぐる糸によって、貴方の意図に反した動きを繰り返している。……その呪縛に抗あらがいなさい。打ち勝てとは言いません。ただ抗うだけでも、十分に価値がある。そして悪魔の意図を超えられたなら」

　ルイスの瞳を真っ直ぐに見つめながら、俺は最後の言葉を放った。

「貴方の存在は、姉君の胸の中で永遠に生き続ける。哀れな弟ではなく、誇り高き戦士として。貴方の最期は、姉君の心に火を残し……冥府にて、ご両親の祝福を受けるでしょう」

　言い終わるや否いなや。

　ルイスの目前に、一振りの魔法剣が現れた。

　その切っ先は、こちらへと向けられている。

「……ぼく、は。ぼくは」

　肩を上下させ、荒い呼吸を繰り返し、歯をカチカチと鳴らす。

　けれどもやがて、ルイスは瞼まぶたを閉じ──次第に、落ち着きを取り戻していった。

　そして。

「ぼくは、ヴェル・ヴァインの長男だ。姉上を守る……そんな、立派な戦士に、なるんだ」

　開かれた瞼。

　その瞳にはもはや、一点の曇りもない。

　彼はそのとき、悪魔の呪縛に打ち勝った。

　こちらへと向けられていた切っ先が反転し──

　ルイスの小さな体へと、吸い込まれるように飛ひ翔しょうした。

「うっ」

　小さな悲鳴が、彼の口から漏れる。

　ルイスは、自らの胸元を、魔法の剣によって貫いたのだ。

　瞬間。

　煌めく刃やいばは霧散し、幼い少年が、口元から血を零こぼしながら倒れ込んだ。

「ルイスッッ！」

　悲鳴も同然の叫びを上げて、オリヴィアが弟のもとへと駆け寄った。

　そうして彼の小さな体を抱いて、涙を流す。

「あね、うえ」

　きっと今、ルイスは痛みに苦しんでいるだろう。迫り来る死に、恐怖しているだろう。

　本当は、助けてくれと、懇願したいはずだ。

　しかし。

「泣かないで、ください。ぼくと違って、姉上は、強いのだから」

　精一杯、微笑みながら、オリヴィアの目元を拭う。

　そしてルイスは、唇を震わせながら、問うた。

「姉、上。今の、ぼくは……戦士の顔に、なっていますか？　父上や、母上に……叱られないような顔に、なって、いるでしょうか？」

「あぁ……！　お前は、誇り高い戦士だ……！　父上も、母上も、そしてわたしも……！　お前を立派に思う……！」

　とめどなく溢あふれる涙が、ルイスの頰に落ちる。それは彼にとって、祝福も同然だったのだろう。青白い顔をしながらも、ルイスは嬉うれしそうに笑った。

「姉、上……もう、助けてなんて、言いません……逆に、ぼくが……いつか、生まれ変わって、絶対に……あなたを、守れるような、戦士に……」

　かたかたと震える手で、もう一度、姉の涙を拭って。

　ルイスは、冥府へと旅立っていった。

『……なるほど。これが、君の見せたかったものか』

　静寂の中に、悪魔の声が響く。

『結局のところ、ハニー。君は自分自身の悪辣さを見せつけただけだ』

『自分達が前へ進むために、弟君を自害へと追い込んだ』

『自らの手を汚すことなく、言葉巧みに子供を殺すだなんて』

『いやはや。君もなかなかの悪魔じゃあないか』

　メフィストは今、どこかで底意地の悪い笑みを浮かべているのだろう。

　だが──俺には、そんな欺ぎ瞞まんは通じない。

「本当に、そう思っているのですか？　貴方あなたの言葉は、本心ですか？」

　途端、悪魔が黙り込んだ。

　それに乗じて、俺は語り出す。

　悪魔の企たくらみを潰したという事実を、証明するために。

「貴方は私を邪悪だと詰なじりましたが……そうして論点をズラした時点で、貴方は認めてしまったのですよ。此こ度たびの一件が、貴方の手から離れたことを」

　メフィストは、沈黙を守っている。

「貴方はルイス様の死に対し、悲劇性だけを持たせた。しかし……よくご覧なさい。彼の死に顔を。これが、悲嘆に塗まみれただけの最期と言えるでしょうか？　……否。断じて違う。彼は貴方の呪縛に逆らい、自らの意志で正しき末期を迎えた。ゆえに──」

　メフィストは、沈黙を保ち続けている。

　そんな悪魔に俺は断言した。

「ルイス様の死は、悲劇ではない。英雄譚たんの一幕に相応ふさわしき戦士の死に様だ。彼の末期は、メフィスト゠ユー゠フェゴール、貴方が意図したものなど、なんら我々の心にもたらしてはいない。むしろ、泣き喚くことしか出来なかった子供が絶大な恐怖に打ち勝って、悪魔の意に反したその姿は……我々の心に確かな火を灯ともしてくれた」

　俺は天を指差しながら、堂々と宣言する。

「もはや、貴方の思い通りになることなど、何一つとしてない」

　悪魔は。

　想定外を前にした、悪魔は。

『ふっ、ふふ……ふふふふふふふふ……』

　喜悦。驚きょう愕がく。憎ぞう悪お。苦く悶もん。悔恨。

　数多あまたの情をグチャ混ぜにして、笑う。笑い続ける。

『あぁ、たまらない。やはり君だ。君だけだ。僕をここまで楽しませてくれるのは、君だけだよ、ハニー』

　その興奮に応ずるかの如ごとく、周囲の空間が震え始めた。

　そして──俺の目前に、何かが落ちる。

　それは、二つの眼球だった。

『前言を撤回する。君のことを不細工だと言ったけれど、それはまさに僕の不徳だった。節穴の目玉を抉えぐって、君に捧ささげよう。本当に愚かだった』

　満足げに息を唸うならせて。

　メフィストは、最後の言葉を口にする。

『メガトリウムでの再会を心待ちにしているよ。今回も、最後の最後まで、僕を楽しませておくれ』

　言い終わると同時に、奴やつの気配が消え失うせた。

　それから俺は、オリヴィアへと目を向ける。

　ルイスの亡骸なきがらを彼女はしばらく抱き続けていたが……やがて、それを床へと横たわらせ、

「行こう。シルフィーのもとへ、奴も、苦しんでいるはずだ」

　彼女の瞳には、強い輝きが宿っていた。

「えぇ、急ぎましょう」

　俺はオリヴィアに首肯を返し、地面を蹴った。

　シルフィー。あいつも今、苦痛の最中であろう。だが……俺の心に、不安はなかった。

　むしろ期待感がある。

　この一件を経て、あいつは一皮むけるだろう。

　悪魔の画策はむしろ、眠れる獅し子しを呼び起こすに違いない。

　そんな確信を抱きながら、俺は彼女のもとへと向かうのだった──











第八八話　《激動の勇者》、愛ゆえに斬る









　──狭い。

　この広々とした石造りの空間が、実に狭く感じられる。

　それほどに、敵方の総身から放たれる圧力プレッシャーは度外れたものだった。

　だがそれでも、怯ひるむわけにはいかない。

　猪ちょ突とつ猛もう進しん。

　常に前へ。

　前へ前へ前へ。

　それこそが、シルフィー・メルヘヴンの闘争である。

《激動の勇者》に後退の二文字は、ない。

「だぁりゃああああああああああああああああああああッッ！」

　ヴェーダ手製の魔剣を大上段に振りかぶり、突撃する。

　防御を完全に捨てた攻撃偏重の姿勢。それは荒々しくも洗練された闘法であった。

「だわぁッ！」

　肉薄し、そして、振り下ろす。

　並の兵であれば彼女の気迫に圧おされ、身じろぎ一つ叶かなわず、両断されて終しまいとなろう。

　だが此度の相手は尋常の手合いではない。

　片手である。

　平然と、悠々と、シルフィーの迫力に満ちた一撃を、片手に握る剣一本で止めてみせた。

　刹那、シルフィーは瞬時に身を屈かがめ──

　その直後、擦過する。

　今し方、彼女の頭があった場所を、敵の刃が通過した。

　まさに神速の突き。見て躱かわすといったことは誰にも叶わぬ、見事な一撃だった。

　それを易やす々やすと回避してみせたシルフィーの戦闘センスは、まさに規格外と呼ぶべきもの。

「ぬぁりゃあッ！」

　屈んだ状態から身を起こし、その勢いを白はく刃じんに乗せて、横よこ薙なぎ一いっ閃せん。

　突き終えた体勢では、刀身による防御は不可能。

　ゆえに敵方は咄とっ嗟さに地面を蹴って、後方へと跳躍し、迫る斬撃を空転させた。

（……遠いけれど、でも、近い）

　彼我の間合いを、シルフィーはそのように捉えた。

　端はたから見れば結構な距離を離しているように感じられるだろう。だが実際のところ、これしきの間合いであれば、一踏み、一呼吸にて十分詰められる。

　即すなわち、気を抜く暇いとまが微み塵じんもないということだ。

（一対一サシの勝負だっていうのに、まるで戦場に立ってるような気分だわ）

　この、ヒリヒリとした緊張感。

　この、メラメラと燃え立つ昂こう揚よう感かん。

　新兵ならば嘔おう吐としかねない極限の状態が、むしろシルフィーには心地よく、そして──

　妙に懐なつかしい。

　きっとそれは、彼女が有する絶対的なセンスによるものであろう。物心付いた頃より、磨かざるを得なかった野生の勘が、シルフィーに敵方の正体を教えているのだ。

　次の瞬間、彼女は無意識のうちに、ある人物の名を呟つぶやいていた。




「……リディー姐ねえさん？」




　口にしてすぐ、ハッとなり、そして頭かぶりを振った。

　馬鹿馬鹿しい。

　ありえない。

　そのようなこと、あってたまるか。

　あの人は死んだのだ。もう何千年も前に、自分を置いて、死んだのだ。

　だからもう二度と、あの人には会えない。

　──そう、思っていたのに。




「あ〜あ。バレちまったか」




　涼風を思わせるような美声が、敵の口から放たれた、次の瞬間。

　相手がフードを脱ぎ、その素顔を晒さらしてきた。

　それは。その顔は。

　間違いない。

　薄暗闇を明るく照らす、キラキラとした白銀の髪。大人びた美貌。しなやかな肢体。

　その全てが、彼女を彼女たらしめている。

　そう、目の前に立つ彼女は。あの美しいエルフは。

「姐……さん……!?」

　リディア・ビギンズゲート。

《勇者》の称号を有する者達の頂点であり、原点。

　師であり、母であり、姉である彼女が、そこに在った。

「噓うそ……ありえないのだわ……こんな……」

　大きく目を見開き、呆ぼう然ぜんと口を開きながら、シルフィーは前方へと歩み寄った。

　一歩一歩、相手へ近づくたびに、その存在感が強くなる。

　彼女の全身には、並々ならぬ生命力が漲みなぎっていた。

　彼女の瞳には、煌こう々こうとした活力が宿っていた。

　彼女の立ち姿には、威風堂々とした迫力があった。

　頭の天辺てっぺんから爪先に至るまで、彼女はリディアそのものだった。

　在りし日に見た、敬愛する指導者の姿、そのものだった。

「姐さん……！　リディー姐さん……！」

　理屈じゃない。魂が彼女のことを本物だと認めている。

「シルフィー」

　こちらの名を呼ぶ、その穏やかな音色。唇に浮かぶ、慈母の如き微笑。

　あぁ、リディアだ。

　浮浪者だった自分を導いてくれた人。心から敬愛する戦士。唯一無二の家族。

　どれだけ焦がれたか。

　どれだけ逢あいたいと願ったか。

　万感の思いがこみ上げ、瞳が涙で濡ぬれる。

「姐さんっ……！」

　気付けば、駆けていた。まるで生き別れた母と再会した、子供のように。

　リディアの胸へ飛び込まんと、地面を蹴って──




「やっぱお前は、てんでダメだな」




　無意識のうちに、シルフィーは後ろへ跳んだ。

　その刹那──白刃が閃ひらめく

　すぐ目前を、刃やいばが通過する。

　ほんの一瞬でも跳ぶのが遅れていたなら、シルフィーは命を刈り取られていただろう。

　眼前に立つ、リディアの手によって。

「ね、姐さん……!?」

　何が起きたのか、理解出来ない。

　啞あ然ぜんとしながら、対面に立つ姉貴分を見つめるシルフィー。

　そんな様子にリディアはため息を吐ついた。まるで、落胆したかのように。

「ちょっと見ねぇ間にデカくなったと、そう思ったんだけどな。どうやらオレの勘違いだったみてぇだ。その乳みたく薄っぺらいガキのまんまだよ、お前は」

　右手で前髪を搔かき上げながら、リディアは再び嘆息する。

　その冷め切った目に、シルフィーは困惑することしか出来なかった。

「ど、どうして……？」

　目前の状況に戸惑い、瞳を揺らす。

　そうした姿にますます失望を覚えたか、リディアはガシガシと己の頭を搔いて、

「すっとぼけてんじゃねぇよ馬鹿野郎。てめぇが今、どういう状況に立たされてんのか思い出せ。ここは敵地で、相手はあの糞野郎メフィストだ。それだけで十分わかるだろうが」

　人は、あまりにも受け入れがたい現実を前にしたとき、逃げ出さずにはいられない。

　それは屈強な精神を有するシルフィーでさえ、例外ではなかった。

　だから、頭の中から消えていたのだ。

　現状がいかなるものか。本当は理解しているはずなのに。

　しかしそうだからこそ、シルフィーは逃げた。目前の現実から、逃げた。

　そんな彼女の弱さを睨にらみながら、リディアは容赦なく断言する。




「敵なんだよ、オレは」




　彼女の顔に、もはや慈母のような穏やかさはどこにもない。

　敵方の命を狙う、苛烈な戦士の形相だった。

「は、はは。何を、言ってるのだわ、姐さん。またそんな、タチの悪い冗談を。ちょっと、おふざけが過ぎる──」

「構えろ、死ぬぞ」

　あまりにも冷然とした声が耳に入った、その瞬間。

　すぐ目前に、リディアの姿があった。

　──そして、斬撃。

　こちらの右肩を狙って繰り出された袈け裟さ懸がけ一閃。

　シルフィーはそれを、紙一重のタイミングで回避した。

　地面を蹴って、後方へ跳躍。

　猪ちょ突とつ猛もう進しんを信条とする彼女が、ここで初めて、後ろに退いた。

「なん、で……!?」

　はらりと一房、シルフィーの紅あかい髪が落ちる。

　跳ぶのが遅れていたら、肩から脇腹に至るまで、真っ二つにされていた。

　その剣には迷いも、躊躇ためらいも、一切なくて。

　だから否いや応おうなく、シルフィーは理解した。

　リディアは今、本気で、こちらを殺すつもりなのだと。

「何を、するのよ、姐さん……！　お、怒ってるの……!?　で、でも、だからって……ここまで、しなくても……！」

　リディアは長剣を肩に担かついで、三度ため息を漏らした。

「いい加減にしろよシルフィー。お前が認めようが認めまいが、状況は変わらねぇ」

　そしてリディアは躊躇うことなく、残酷な現実を突きつけた。

　出来の悪い娘に理解を促すかのように、ゆっくりと。

「あの糞くそ野郎が、お涙頂戴の感動劇なんざ創やるわきゃねぇだろうが。オレを復元して、お前と引き合わせたのは……シルフィー、お前が苦しむ姿を見るためだよ」

　淡々と用意された原稿を読み上げるかのように、リディアは無機質な調子で語り続けた。

「今、オレの肉体は別の誰かに支配されてる。自由はほとんど利かねぇ。こうやって、お前と駄弁だべるのがせいぜいってとこだな」

「ね、姐さんなら、そんな──」

「いいや無理だ。諦めろ。一回経験してっからわかんだよ。こうなったらもう、抗あらがったところで無駄だってな。肉体の主導権はどうやっても取り戻せねぇ。オレかお前、どっちかが死ぬまで戦うしかねぇんだよ。……あのときみてぇに、な」

　リディアは今、己が末まつ期ごを思い出しているのだろう。

　彼女の死に様は、オリヴィアから伝え聞いた。

　曰いわく、リディアは単身メフィストのもとへ乗り込み……敗北。

　体も心も支配され、暴虐の限りを尽くし、そして。

　親友ヴァルヴァトスの手によって、討伐された。

　……メフィストは、あの悪魔は、それを再現しようとしているのだ。

　親友同士の悲劇ではなく、親子の悲劇として。

　リディアの末期を、再現しようとしている。

「い、嫌……！　そんなの、嫌よ……！　姐さん……！」

　大粒の涙が零こぼれ落ちる。

　もはやシルフィーは、戦士としてここに立つことが出来なかった。

　苛烈な運命に心挫くじけた、か弱き乙女。

　今のシルフィーは、そのようにしか振る舞えなかった。

「……はぁ。やっぱお前って奴やつぁ、オレが居ねぇとお話になんねぇんだな。そんなだから、今際いまわの際に思い出しちまったんだよ、お前のことを」

　冷たい氷のようだったリディアの顔が、そのとき、温かさを取り戻した。

　我が子を見つめる母のように柔らかく笑いながら、彼女は言葉を紡つむぐ。

「あそこで終わることに、文句はなかった。オレには相応ふさわしい結末だと思ったよ。けど……現世に未練がなかったかと言えば、噓になる。出来の悪わりぃ放ほう蕩とう娘が、どっか行って帰ってこなくなっちまったからな」

　ジトッとした目を向けられ、シルフィーは「うっ」と声を漏らした。

　リディアの立ち振る舞いに穏やかさが戻ったからか、シルフィーの心持ちに余裕が生まれる。だから彼女は、普段と同じように、姉貴分へ言葉を返した。

　今、自分達が置かれた状況を忘れて。

「そ、それは……心配を、かけちゃったのだわ……ごめんなさい……」

「あぁそうだな。もっと謝りやがれ馬鹿野郎。どんだけ心配したと思ってやがる」

　叶かなうなら、娘の頭をくしゃくしゃに撫なでてやりたいと、そう思っているのだろう。

　リディアは右手を胸元まで上げて……諦めたように、下ろした。

　そうして、そのまま、母親のように微笑ほほえみながら、語り続ける。

「お前がな、立派になった姿を見たかったよ、シルフィー。それが、それだけが、唯一の未練だった。だから──」

　瞼まぶたを閉じて、一息。

　そうしてから、再びシルフィーへ向けられた眼まな差ざしは。

　情け容赦のない、戦士のそれだった。

「今回はただ操られるだけじゃねぇ。シルフィー、オレはお前を殺す。自分の意志でだ」

　来る。

　絶大な戦闘意思を伴って。

　全力の《勇者》が、迷いなくやって来る。

「ひっ……！」

　喉を痙けい攣れんさせて、シルフィーは再び後退した。

「退がってんじゃねぇッ！　てめぇは《激動の勇者》だろうがッ！」

　肉薄する。リディアの剣が目前まで迫る。

　避けるのが精一杯だった。全身が恐怖に震えて、上手うまく動かせない。

「う、ぐぅ……！」

　リディアが振るう斬撃は、総じて必殺のそれ。

　迷いなく、淀よどみなく、躊躇いなく、自らの意志でシルフィーを斬ろうとしている。

　その現実が、彼女を徹底的に追い詰めていた。

「どうして……！　姐ねえさん……！」

　なぜ、こんなことをするのか。

　メフィストの呪縛に抗うのではなく、それを受け入れるだなんて。

　妹分を、殺すだなんて。

「噓うそよ、こんなの……！　噓に、決まってるのだわ……！」

　目前の現実が、悪い夢か何かであってほしいと、心から願う。

　けれど……リディアの気迫が、存在感が、殺意が、それを完全に否定する。

　ずっと彼女のことを隣で見てきたシルフィーだからこそ、わかる。わかってしまう。

　何もかもが真実であると。

　だからこそ、シルフィーには逃げることしか出来なかった。

「何やってんだ馬鹿野郎ッッ！　敵を前にして逃げる奴があるかよッ！」

　立ち向かえ。

　そう促すリディアだが、しかし、シルフィーは依然として及び腰のまま、逃げ惑うのみ。

　そんな彼女に、堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れたのか。

　シルフィーを追いすがっていたリディアが立ち止まり、顔を歪ゆがめながら怒声を放った。

「こんなんじゃあ、拾った頃の方がずっとマシだったぜッ！　あの頃のてめぇは弱っちかったが、オレに刃向かい続けた分、今よりゃ遥はるかにマシだッッ！」

　逃げ惑うシルフィーの脳裏に、過去がフラッシュバックする。

　シルフィー・メルヘヴン。

　彼女は戦災孤児だった。

　両親と故郷を戦で失ったのは、いずれも物心がつく前。シルフィーは一般的な幼児が受ける親の愛や、同胞との友情を知ることなく、残酷な世界へと一人放り出されたのである。

（最初はただ、泣き喚わめいてた）

（それしか出来なかった）

（でも、お腹なかが空いて）

（泣いてるだけじゃ、生きていけないって、そう思った）

　シルフィー・メルヘヴン、当時、三歳。

　生き延びるためなら、なんだってした。

　窃盗、恐喝、放火、殺人、詐欺、毀損……

　最初はただ、生存本能に従っての行動だった。

　だが時を経るにつれて、彼女の中に明確な、生存に対する意思が宿った。

　憎ぞう悪おである。

　浮浪児となって数年、シルフィーが学んだことは総じて、世の暗黒を表すものばかり。

　温かみのある情など、誰も向けてはくれなかった。

　世界は常に、残酷だった。

（目に映るものが全部、憎かった）

（だから、壊そうと思った）

（いつかこの世界の、何もかもを壊してやろうって、そう思ってた）

　間違いを犯しているという自覚など皆無。

　闇しか知らぬ彼女にとっては、漆黒の意志だけが唯一の正義であった。

　──そんな、どうしようもない頃に。

　シルフィーは、彼女に出会ったのだ。




〝よう〟

〝お前だろ？　ここらを荒らしてるっていう、有名な悪ガキってのは〟




　綺き麗れい。

　第一印象はそれだった。

　その女は見たことがないほど綺麗で、眩まぶしくて、だから。

　無言のまま、シルフィーは襲いかかっていた。

　──そして、敗れた。完膚なきまでに。

　手ひどくやられ、意識が遠のいていく。

　悔しかった。

　何も成していないのに。この世界への憎しみを、晴らし切れていないのに。

　だがその一方で……あれだけ恐れた死という概念に、安らぎを覚える自分が居た。

（けれど、アタシは死ななかった）

（気付いたら、大きな背中が目の前にあって）

（……おんぶされてるって知ってからすぐ、また襲いかかった）

　しかし無駄だった。

　首を絞めても、嚙かみついても、刃物を突き立てても、女には通じない。

　それどころか彼女は豪快に笑いながら、こう言った。




〝さすが、街一番の悪タレってとこか。元気が有り余ってやがる〟

〝なぁクソガキ。お前に居場所をやるよ〟

〝そこで存分に暴れりゃいい〟

〝オレ達みてぇな外れ者にゃあ、うってつけの居場所だ〟




　これが、シルフィーとリディア、二人の出会いだった。

「あの頃のお前は、狂犬そのものだったなぁッ！　毎日毎日、暇さえあれば、オレの命を狙って来やがったッ！」

　そう。拾われてからも、ずっとずっと、憎かった。

　太陽のように眩まばゆい彼女が、憎くて憎くて、仕方がなかった。

（毎日、挑んでは負けて、挑んでは負けて）

（いつもいつも、顔が変形するぐらい殴られて）

（でも……最後は絶対に、アタシの頭を撫でて、笑う）

（……そんな人、どこにも居なかった）

　育ての親を本気で殺そうとする幼女。拾った子供を本気でブン殴る保護者。

　実に歪いびつな関係だった。

　まっとうな親子とは、到底言えなかった。

　けれどそれが、次第にシルフィーの心を癒やしていったのだ。

（アタシを殴る拳に、真っ黒な情を感じなかった）

（アタシの髪を触れる手に、気持ちの悪い情を感じなかった）

（アタシを見る目には、いつだって温かさがあって）

（だから、アタシは）

（この人のことを）

　シルフィー・メルヘヴン、七歳にしてようやっと、親の愛を知る。

　そしてそれが、彼女にとって、初めて胸に抱いた〝誇り〟であった。

（姐さんは、アタシを人間にしてくれた）

（瘦せた負け犬から）

（世界の残酷さに負けた、弱い犬から）

（一人の戦士へと、育ててくれた）

　だからこそ。

　そうだからこそ。

　今、シルフィーには逃げることしか出来なかった。

　どうして、戦えようか。どうして、斬れようか。

　この大恩人に対して、なぜ、刃やいばを向けねばならないのか。

「ハァッ……ハァッ……ハァッ……う、うぅ……うぅぅぅぅ……」

　気付けば、涙が流れていた。

　過酷な運命が、ただただ悲しくて、ただただ怖くて。

　もはやシルフィーは戦士でなく、年相応の、か弱い生き娘むすめでしかなかった。

　そんな無様を晒さらす彼女へ、リディアが叫ぶ。

「ふざけてんじゃねぇぞ、てめぇッッ！　剣を握れッ！　向かってこいッ！　てめぇはオレ等の仲間だろうがッッ！　てめぇが背負ってる称号を思い出せッッ！　てめぇはッ！　シルフィー・メルヘヴンはッ！　《勇者》の一員だろうがッッ！」

　追いすがり、剣を振るい、叫ぶ。

　その顔は怒りで歪んでいるけれど、しかし、それは畏怖すべきものではなかった。

　子を思う親の顔を、いったい誰が畏怖しようか。

　リディアは今、愛する娘に、最後の指導を行っているのだ。

「こういうときに泣きべそ搔かいて逃げるような奴やつぁ、一人も居なかったッ！

　どいつもこいつも、勇んで向かって来るだろうよッ！

《鉄拳》だったら思い切りブン殴るッ！

《不動》だったら黙って斧おのを振るうッ！

《大賢》だったら胸張って杖つえを向けるッ！

《狂奔》だったら笑いながら突っ込んでくるッ！

《疾風》だってそうだッ！　《黒こく狼ろう》だってそうだッ！

《灼しゃく熱ねつ》もッ！　《燐りん輝き》もッ！　弱っちぃ《不屈》だってッ！

　てめぇみたいに逃げたりしねぇッッ！

　きっと皆、てめぇの姿を見たら嘆くだろうぜッ！

　こんな弱虫が、《激動の勇者》かよってなぁッッ！」

　……なぜ、そんなことが言い切れるんだ。

　皆、リディアのことを愛していた。

　自分と同じように、あるいは自分以上に、彼女を愛していた。

　だったら皆、同じことをするだろう。

　今の自分みたいに、何も出来ず、逃げ回るのが当然──

「オレ達ゃあなぁッ！　一人前の戦士なんだよッッ！

　勇者の称号背負ってる奴だけじゃねぇッ！

　何者でもねぇ雑ぞう兵ひょう一人に至るまでッ！　オレに付いてきた野郎共は、どいつもこいつも一ひと角かどの戦士だッッ！

　だから乗り越えていくッッ！

　どんなに辛つらい現実だろうとッ！

　どんなに苦しい試練だろうとッ！

　決して逃げることはしねぇッッ！

　たとえそれが、オレを殺すことだったとしてもッ！

　オレの仲間達は全力でやるだろうよッッ！

　そんで、オレを斬って、泣きながら笑うんだッッ！

　安心してくれ、後は任せろってなぁッッ！

　それが、オレの仲間だッ！　一人前の戦士だッッ！

　なのに──

　シルフィーッッ！

　てめぇはいつまで、オレに心配かけさせりゃあ気が済むんだッッ！

　どいつもこいつも、立派になったってのにッ！

　てめぇだけだぜッッ！　まだ面倒みてやんなきゃって、そう思わせるような奴はッ！

　てめぇはいつになったら──

　いつになったら、オレを安心させてくれるんだよッッ！」

　リディアの叫びが。

　魂から放たれた嘆きが。

　シルフィーの心を、震わせた。

（──あぁ、そうか）

（姐ねえさんの、言う通りだわ）

（アタシが、間違ってた）

（皆、確かに、姐さんのことを愛してた）

（……だからこそ、斬るんだ）

（姐さんを、安心させるために）

（それが、それだけが）

（姐さんの愛に応える方法だって、知ってるから……！）

　なんのために、リディアが皆を拾ったのか。

　なんのために、リディアが皆に背中を見せ続けてきたのか。

　己の夢を叶かなえるため？　己の意を通すため？　……違う。断じて違う。

　彼女は「オレに付いて来い」だなんて、一度さえ口にしたことはなかった。

　それどころか、自分のもとを離れる者に対し、笑いながら言い続けていた。

〝お前はもう、立派な戦士だ。どこに行ってもやっていける〟

〝胸張って生きろ。んで……出来るだけ、幸せになりやがれ〟

　……そうだ。

　リディアはいつだって、仲間達の幸せを願っていた。それだけを、願っていた。

　彼女は皆にとっての指導者であり、師であり、友であり、姉であり……母だった。

　そんな彼女の愛に応える方法は、ただ一つ。

（アタシが、一人前になったということを証明する）

（勇者の称号に相応ふさわしい戦士になったってことを、証明する）

（そうして、姐さんを安心させることが、それだけが）

（姐さんへの、恩返しなんだ……！）

　歯を食いしばる。

　剣を握り締める。

　涙をグッと堪こらえて、前を見る。

　そして──

「うぉ、あぁあああああああああああああああああああッッ！」

　踏み込んだ。

　前へ。

　敵のもとへ。

　愛する姉貴分のもとへ。

「だりゃああああああああああああああッッ！」

　振るった。

　剣を、本気で。

　その刃には覚悟が宿っていた。

　強い強い覚悟が、宿っていた。

「ハッ！　やっとわかったのかよッ！　最後まで出来の悪わりぃ娘だったぜッッ！」

　笑った。笑ってくれた。

　リディアがやっと、安あん堵どしたように笑ってくれた。

　けれど、まだだ。まだ足りない。

　まだ何も、証明してはいないのだから。

「アタシは、《激動の勇者》だッ！　姐さんと、皆の意志を引き継ぐ存在だッッ！　それを今から、わからせてやるのだわッッッ！」

　攻める。

　攻める攻める攻める攻める攻める攻める攻める。

　防御などない。

　後先など考えない。

　猪ちょ突とつ猛もう進しん。

　後退の二文字なし。

　常に前へ。

　それこそが、《激動》の矜きょう持じだ。

　それこそが、シルフィーの理想だ。

　それこそが──

　ずっと憧れ続けた、英雄の姿だ。

「親離れさせてもらうのだわッ！　《勇者》・リディアッッ！」

「やってみやがれ、《激動》のシルフィーッッ！」

　いつまでも、子供ではいられない。

　いつまでも、面倒を見てもらうわけにはいかない。

　だから今──

　巣立ちのときを迎えるのだ。

「うぁあああああああああああああああああああああああッッッ！」

「どらぁああああああああああああああああああああああッッッ！」

　両者、一歩も退かず。互いに渾こん身しんの斬撃を繰り出し、そして──

　互いの刃がぶつかり合い、発生した衝撃が、両者の体を吹き飛ばす。

　間合いが開いた。

「ふぅぅぅぅぅ……」

　息を吐き、気を静め、剣を構える。

　シルフィーとリディア。両者は鏡合わせの如ごとく、同じ構えで以もって、相手を見据えた。

　静寂の帳とばりが降りる。

　おそらく次の一合で、最後となろう。

　どちらかが死に、どちらかが残る。その結末がいかなるものであろうとも、後悔はない。

「……いい顔だぜシルフィー。この状況を創り出した糞くそ野郎への怒りなんざ、微み塵じんもねぇ。運命を受け入れて、乗り越えることしか考えてねぇって顔だ」

　構えながら微笑し、リディアは語り続けた。

「最後に、これだけは言っとくぜ。この先どんなことがあっても、怒りに飲み込まれるな。オレぁそれで失敗した。そのせいで……親友ダチに辛い思いさせちまった」

　過去の悲劇を思い返しているのか、リディアは殊こと更さら強く、次の言葉を口にした。

「お前は、オレみたいになるんじゃねぇぞ」

　シルフィーは真まっ直すぐに相手を見据え、静かに頷うなずいた。

「アタシは、姐さんにはならない。だってアタシは……貴女あなたを、超えるから」

　この答えはリディアにとって、最高の内容だったらしい。

　ここに来て一番の笑顔を、見せてくれた。

「──さて。んじゃ、やるか」

　鋭い空気を纏まとうリディア。

　シルフィーもまた、戦闘意思を放った。

　集中する。感覚を研ぎ澄ませていく。

　体と心を緩めて、緩めて、そして──

「うぉあああああああああああああああああああああッッッ！」

「るぅあああああああああああああああああああああッッッ！」

　気力を、一気に爆発させる。

　それに応えるかの如く、両者の足が度外れた膂りょ力りょくで以て、地面を蹴った。

　床を踏み砕き、一蹴りで肉薄する。

　ほんの一瞬にして刃じん圏けん。ほんの一瞬にして死し圏けん。

　引き延ばされていく。

　時間が無限のように、引き延ばされていく。

　両者は同時に動いていた。

　全く同時に、剣を操っていた。

　森羅万象が緩やかに動く、その最中。

　シルフィーの脳裏に、過去の記憶が浮かぶ。

『あぁ、もうっ！　また負けたのだわっ！』

　在りし日の一幕。もう何千何万と繰り返した、リディアを相手にした模擬戦にて。

　地べたを這はいながら、シルフィーは土を叩たたいた。

　そんな彼女を見下ろしながら、リディアは木剣を肩に担かつぎ、笑う。

『お前とオレはよく似たタイプの戦士だ。どっちも感覚型だからな。理屈をこねくり回すよりも前に、直感が体を動かしやがる。──んで、だ。シルフィー。お前の直感力はオレよりも間違いなく上だよ。ただ、経験が足りてねぇ』

『経験？』

『そう。場数を踏んでいきゃあな、いつしか勝手になるもんだが……直感に対して、記憶が乗っかるんだよ。……理解出来ねぇってツラしてんな。ま、今のお前じゃわかんねぇよ。けど、いつかきっと、わかるときがくるさ』

　フッと、どこか物もの憂うげに、それでいて、どこか期待するように微笑ほほえみながら。

　リディアは倒れ込んでいたシルフィーの頭を撫なでながら、言った。




『そんときゃもう、ガキ扱いは出来ねぇなぁ』




　──あのときは確かに、わからなかった。

　リディアの言葉が微塵も理解出来なかった。

　だが。

　曲がりなりにも経験を積んで、修羅場を乗り越えて、成長を続けた数年間。

　仲間のために、リディアのために、強さを求めて迷宮へ籠もった数年間。

　そして……現代にて、新たな仲間と巡り会ってからの、数ヶ月。

　それらがシルフィーに、かつて見えなかった景色を、見せていた。

（わかる）

（剣の軌跡が）

（姐ねえさんの狙いが）

（手に取るように）

（ほら）

（こうやって横から、こっちの剣を相手の刀身にぶつけて）

（そしたら、相手が止まるから）

（フェイント）

（引っかかった）

（躱かわして、それで）

（──────────斬る）

　果たして。

　ほんの一瞬にして展開された剣けん戟げきは。

　シルフィーが繰り出した、袈け裟さ懸がけの一いっ閃せんにより、決着を迎えたのだった。

「へ、へ……出来るように、なったじゃ、ねぇか……」

　右肩から脇腹にかけて、斜めに斬り裂かれたリディア。

　鮮血を噴き散らしながらも、彼女は満面に笑顔を浮かべてみせた。

　そうして。

「最後、だぜ。こうするのは」

　切なげに、それでいて、愛おしげに。

　シルフィーの頭を、そっと撫でる。

　それから彼女の背後……部屋の出入り口を指差して、

「さぁ、行け」

「……うん」

　小さく頷いて、シルフィーはリディアに背を向けた。

　握られた拳が、小刻みに揺れている。

　唇が、勝手に痙けい攣れんする。

　──泣きたい。泣き喚わめきたい。

　そんな弱音をねじ伏せて、シルフィーは笑った。

　痙攣する唇を無理矢理ねじ曲げ、笑顔を作りながら、背後の姉貴分へ最後の言葉を送る。

「安心してほしいのだわ、姐さん。アタシはもう、一人で歩いていけるから」

　一歩、踏み出す。

　決して後ろは振り向かない。

　たとえ背後から、どさりと、倒れ込む音が鳴り響いても。

　決して、歩みを止めることはない。

「それで、いい……デカくなれ、シルフィー……オレよりも……誰、よりも……」

　遠のいていく。

　彼女の存在が。

　彼女の魂が。

　それでも、振り向かない。

　もう一人前の戦士だから。彼女を心配させるような子供では、ないのだから。

「………………」

　黙したまま笑う。

　涙など、絶対に流さない。

　そして──




　シルフィー・メルヘヴンは、愛する者の死を乗り越えて、前へと進むのだった。











第八九話　元・《魔王》様と、謎の幼女









　我々が足を向けた頃には、既に決着が付いていたらしい。

　シルフィーを探し、通路を行き来していると。

「……おい」

　オリヴィアに袖を引かれ、立ち止まる。

　彼女の指差す先には、シルフィーの姿があった。

「あぁ、シルフィーさん。よくぞご無事で」

「うん。アード達も大事なかったようで、よかったのだわ」

　小さく微笑むシルフィー。

　その面つら構がまえに、俺は思わず「ほう」と息を唸うならせた。

　俺やオリヴィアの例に照らし合わせて考えれば、シルフィーがいかなる苦痛を味わったか、想像に難かたくない。

　だが、彼女はそれを見事に乗り越えた。そのうえで、最低最悪の経験を糧かてとし、戦士としてさらなる高みへと昇ったのだ。

「貴女あなたのことを、とても誇らしく感じますよ。シルフィーさん」

「あはは。何よ、いきなり」

「……生まれて初めてかもしれん。貴様に敬意を表したくなったのは」

「もう、オリヴィアまで。……って、アンタは微妙にアタシのこと馬鹿にしてない？」

　言い合いを始める両者に、俺は微笑した。

　我が胸の内に住まうリディアの魂も、きっと今、微笑んでいることだろう。

「さぁ。では皆さん、先へと進みましょうか」

　二人は意い気き軒けん昂こうといった様子で、大きく頷うなずいた。

　その後。我々は一本道となっている通路を、奥へ奥へと進んでいく。

　事前に告知された通り、罠わなの類いは品切れとなっていた。

　特にこれといったこともなく、我々は目的の小部屋へと到着する。

　室内には中央に三つの祭壇があり、そこに三種の《魔王外装》が置かれてあった。

　──映し出したものを真実の姿へ戻す、《万理解変の鏡盾》。

　──標的が強大であればあるほどに拘束力を増す、《縛神の天鎖》。

　──森羅万象を両断し、その存在を消去する、《崩滅の覇剣》。

　これら三種のうち、現状もっとも必要なのは、鏡きょう盾たてである。

　この外装を起動出来たなら、我々の失われた魔力が元の状態へ戻るだろう。

　しかし、問題なのは、

「で、どうやって使うのだわ？」

　そこに尽きる。

　魔力を失った状態で、膨大な魔力を必要とする《魔王外装》を、いかにして使うのか。

　その答えは──

「私が独自に考案した魔法概念に、《崩字スクリプト魔法・マジック》というものがあります。これを応用し、魔力を外装へと流し込む。……これがダメなら、別の策を考えるしかありません」

「《崩字スクリプト魔法・マジック》。確か、己の魔力を一切用いることなく、大気中に宿る魔素を魔力に変換して発動するという、貴様独自の技術、だったか」

「左様にございます。それを用いて、大気中の魔素を莫ばく大だいな魔力に変換出来たなら」

「あるいは《魔王外装》を発動出来るやも、と」

　俺は首肯を返した。

　クリアすべき課題が実に多く、ぶっつけ本番でやるには成功率が低すぎるため、選択肢から外していたのだが……事ここに至っては、もはや成功を祈るほかあるまい。

「では早速、始めましょう」

　指先でつらつらと、虚こ空くうに術式を描写していく。

「あと、もう少し…………これで……」

　最後の仕上げを行い、描写を完了させる。

　望み通りになったなら、これで外装が起動する、はずなのだが。

「これは、失敗──」

　と、呟つぶやく最中。

　どうやら俺は、早とちりをしたらしい。

　次の瞬間、目前の鏡盾が煌きらめきを放ち──

「よかった。成功して、本当によかった」

　安あん堵どする俺の体には、失われていた魔力の流れが戻っていた。

「え？　ア、アタシは別に、なんにも変わってないんだけど？」

「あぁ、すみません。一人を元に戻す分しか、魔力を注げませんでしたから」

　これより外装に付与された術式を書き換え、最適化を行い、今の俺が扱えるようにする。

　さすれば皆の魔力もまた、元に戻すことが出来るだろう。

　俺は早速、作業へと──




「えっ……？　あれ……？」




　作業へと、取りかかろうとする直前。

　第三者の声が、耳に入った。

　瞬間、我々は一様に警戒心を高め、弾はじかれたように首を動かした。

　果たして、突如現れた闖ちん入にゅう者しゃは。

「ここ、どこ……？」

　怯おびえ、惑っている様子で、周囲を見回す。

　そんな、見知らぬ幼女であった──











閑話　欠落者、悪意に抗あらがえず









「マリアッ！　どこだ、マリアァアアアアアアアアアアアアアッッ！」

　宮殿の只ただ中なかに、ライザーの叫びが響き続けていた。

「ハァッ……ハァッ……！　マリア……！　マリア……！」

　駆ける老ろう爺やの脳裏に、忌いまわしい記憶が蘇よみがえる。

　あのときと同じだ。

　あのとき、マリアを失った日と、同じだ。

　彼女がどこにも居ない。

　宮殿の中に居るはずなのに。

　自分の手元に置き続けたはずなのに。

　どこへも行けないように、したはずなのに。

「あれ？　国王様？　どうしてそんな怖い顔──」

「邪魔だッ！　どけぇッ！」

　宮殿内を歩く文官……まだ幼い子供を、怒りに任せて突き飛ばす。

　彼は尻餅を突き、突然の暴力に震え、嗚お咽えつを漏らし始めたが、しかしライザーは一顧だにしなかった。

　相手の存在などまるで見えてはいない。

　突き飛ばした幼子を捨て置いて、マリアの姿を追い求める。

　そんな彼の背後から、そのとき、おぞましい美声が響いた。

「酷ひどいことするねぇ。怖かったろう？　よしよし」

　ぴたりと、ライザーは足を止めた。

　後ろを振り向く。

　……あの悪魔が膝をつき、座り込んだ子供の頭を撫なでながら、笑っていた。

「怪け我がはなさそうだね。うん、よかったよかった」

　ニコニコと笑うメフィストの顔は、心優しい天使のようだが……幼子は彼の本質を感じ取ったのだろう。怯えた表情をしながら立ち上がり、逃げ去るように退散した。

「ふふ。元気な子供を見てると心が癒やされるよねぇ。君もそう思うだろ？　ラ──」

　言葉の途中。

　ライザーの拳がメフィストの頰を打ち、彼の矮わい軀くを宙に舞わせた。

　壁にぶつかり、地面へとずり落ちる。

「おぉ、怖い怖い」

　殴られた頰を撫でながら、メフィストはケラケラと笑って、

「それにしても、ずいぶんとブレているじゃあないか。子供のために生きると言っておきながら、子供を突き飛ばしたり、智ち将しょうを自負しておきながら言葉でなく暴力を優先させたり。いったい、どうしてしまったのかな？　何か嫌なことでもあったのかい？」

　小首を傾かしげ、不快な笑みを向け続けるメフィスト。

　ライザーは乱暴な足取りで彼へと近づき、その胸倉を摑つかみ、叫んだ。

「マリアはどこだぁッッ！」

　常人ならば縮み上がるほどの怒号だが、メフィストはそれを受けてなお平然と笑い続けていた。

「おいおい。まるで僕があの子を隠したような口ぶりじゃないか。そんなことをするわけがないだろう？　君から愛する人を奪うだなんて、そんな残酷な真ま似ね、この僕が──」

　再び、言葉の途中でライザーが拳を振るい、メフィストの頰を打った。

　強烈な一撃を見舞われ、床に倒れ込むメフィストだが、それでも彼の笑みは微み塵じんも曇らない。

　むしろ深まる一方だった。

　老爺の醜態が面白くて仕方ないと言わんばかりに。

「やっぱり君は、僕が思った通りの人間だよ、ライザー君。その怒りと焦燥を生み出す根源的な部分が変わらない限り、マリアちゃんはどのみち君から離れていくだろうさ。何せ彼女が君を好きになる理由がないのだから。むしろ嫌いになる要素ばかり──」

　またしても、言葉を最後まで聞くことなく、ライザーはメフィストの華きゃ奢しゃな体を蹴り上げた。

　そうして、彼は言い放つ。

「其処そこ許もとにマリアの何がわかるッ！　彼女が我わが輩はいに愛あい想そを尽かすはずがないッ！　我等の愛は永久に不滅だッ！」

「へぇぇぇ。じゃあさ」

　ここでメフィストの笑みが、別の性質へと変わる。

　嘲笑から、侮蔑へ。

　相手の欺ぎ瞞まんを見抜き、それを蔑視するように、メフィストは笑いながら口を開いた。

「どうして彼女に、改変した世界の本質を見せないのかな？　どうして彼女に、君が創り上げた理想郷の裏側を見せないのかな？」

　この問いかけに、ライザーは「うっ」と喉を詰まらせた。

　そんな様子に侮蔑の笑みを深めながら、メフィストは言葉を重ねていく。

「ライザー君。君の心は噓うそと矛盾だらけで実に歪いびつだよ。子供が大切と言いながら、子供を平然と突き飛ばす。愛する人を信じていると言いながら、その人のことをこれっぽっちも信じていない。君はそうした欺瞞を自覚せず、ありもしない現実を信じ込んでいる」

　そして悪魔は、悪魔らしく。

　人間の核心に触れ、それを弄びながら、言葉を紡つむぎ出した。

「君はマリアちゃんと相互理解を深め、互いに愛し合っていると考えているけれど、そんな現実はどこにもないんだよ。君の愛は極めて身勝手なものだ。常に一方的で、自己中心的で、相手のことなんかちっとも理解しちゃいない。君が愛しているのはマリアちゃんじゃなくて、マリアちゃんを愛する自分自身──」

　もはや、聞いてはいられなかった。

　このまま続けさせたなら、何か、大切なものが砕けてしまうような気がして。

　だからライザーは、メフィストへ罰を下した。

「ぐげッ!?　げが、が、あ、ああああああああああああああああッッ！」

　掌てのひらをかざし、念じるだけで、ライザーはメフィストに甚じん大だいな苦痛を与えることが出来る。

　そう、この悪魔は下しも部べだ。どこまで行っても、主人の命には逆らえない。

　今はそのようになっている。完全に、制御が可能になっているのだ。

「もはや戯たわ言ごとに付き合うつもりはない。マリアをここへ戻せ。さもなくば」

　与える苦痛をさらに強いものへと変える。

　ライザーの目前で、メフィストは陸おかに打ち上げられた魚のように体を跳ねさせた。

「いぎっ、ぎぎっ、あがが、が、ああああああああああああああああああッ！」

　のたうち回りながら、メフィストは言葉を吐き出した。

「ごっ、ごめん、なさい、ごめん、なさい、許ゆる、じて、もう、許じでぇぇぇぇぇ」

　反吐へどを撒まき散らしながら、涙を流し、懇願する。

　そんな悪魔の醜態に、ライザーは黒い愉悦を感じ、笑みを──




「アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハッ！」




　笑みを浮かべる、その直前。

　背後から、狂ったような哄こう笑しょうが飛んで来た。

「ふふっ、ふ、ふふ……！　いや、失礼。君の姿があまりにも滑稽なものだから、つい、大声を出してしまっ、て────くっ、くく、くふふふふふふふふふふ──アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハッ！」

　メフィスト゠ユー゠フェゴール。

　背後にて悪魔が立ち、腹を抱えて、笑っていた。

　では。

　今、床でのたうち回っているのは、誰だ？

「ふっ、ふふ、ふ……いやぁ、ライザー君。君の狂気は実に度し難がたいものだね。まさかまさか、大切なものを自分で壊してしまうだなんて」

　心臓を潰されたような思いだった。

　ライザーの目前で、床に倒れていたメフィストが、別の誰かへと変わっていく。

　それは。その姿は。

　彼が愛する幼き少女、そのものだった。

「マ、マリ…………マリアァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ！」

　絶叫し、駆け寄る。

　膝を突いて抱き起こした彼女は、もはや虫の息といった様子だった。

「ひっ……ひっ……ひひっ……」

　あまりの苦痛に心が壊れたのか、その口からは喉を引きつらせたような笑い声が、絶えず漏れ出ていた。

「あ、あ……！　あぁああああああああああああああああああッッ！」

　滂ぼう沱だの涙を流し、絶叫するライザー。

　その目前で。




「────あ〜あ、また騙だまされてやんの」




　壊れたように振る舞っていたマリアが、唇を半円状に歪ゆがめて、盛大に笑い始めた。

　まるで、悪魔のように。

「マリ、ア……？」

「ぶっぶ〜。ハズレだよライザー君。正解は────はい、僕でした」

　顔の皮を自ら破り、正体を見せつける。

　そして……二人の悪魔が、同時に笑い始めた。

　ゲラゲラと。ゲラゲラと。

「アハハハハハハ。馬鹿だねぇライザー君は」

「こんな場面でマリアちゃんを壊すだなんて、そんな勿もっ体たいないことするわけないのにね」

「マリアちゃんは大事なキャストだもの。壊すのはまだ先の話だよ」

「それにしても、ふふっ、さっきの阿あ呆ほ面ヅラ、マリアちゃんにも見せてあげたいねぇ」

「実際に見せてあげようよ。しっかり撮っておいたからさ」

「おぉ、さすが僕。出来る子じゃあないか」

「ふふ。楽しみだね。ワクワクするね。どんなタイミングで見せようか？」

「それはもう、全てが壊れる直前じゃない？」

「あぁ、そうだね。絶望して死んでいくマリアちゃんに見せてあげようか」

「彼女はどんな顔をしてくれるのかな？」

「う〜〜〜〜ん、想像しただけで──」

「「────すっげぇ笑える」」

　ニッコリと。

　天使の顔を、悪魔のように歪ませるメフィストに。

　ライザーはもはや、全てをかなぐり捨てた。

　滅ぼさねばならない。こいつは絶対に、存在を許してはならない。

　そうしたなら切り札を失うことになるが、しかし、そんなことはどうだっていい。

　ライザーは狂おしいほどの怒りを以もって、メフィストの存在を消去する。

　そのためには掌を相手へ向け、消えろと念じるだけでいい。

　たったそれだけのことで、この悪夢の化身じみた怪物は、永えい劫ごうの闇へと帰るのだ。

「消え失うせよッ！　メフィスト゠ユー゠フェゴールッ！」

　これにて全てが完了──

　と、そのようになる、はずだった。

　だが、実際は。

　マリアに扮ふんしていたメフィストが消えただけで、もう一体の方は健在のまま。

　悠然と立ちながら、ケタケタと笑い続けている。

「そんな、馬鹿な……」

　消えろ。

　消えろ。消えろ。消えろ。

　もう、何度も念じているのに、メフィストはそこに立っていた。

　悪夢から覚めることは、決して、なかった。

「《ストレンジ・キューブ》の力で僕を支配下に置いたつもりだったのだろうけど、それは君の思い込みというものさ。あんなガラクタで、僕を縛れるわけがないだろう？」

　それが現実。それが真理。

　だが、ライザーは諦めなかった。掌を向けて、苦痛を与えんとする。

　と──

「あぁ、それだけどね。全て芝居だったんだよ。ふふん。僕は芝居の腕には一定の自負があってね。結構な名優ぶりだったろ？」

　得意げな顔をしながら、胸を張ってみせる。

　そんなメフィストの姿に、ライザーは呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

　脳裏に、アルヴァートの言葉がフラッシュバックする。

　どのようなことがあろうとも、あの怪物だけは復活させてはならない。

　本当に、その通りだった。

　あの悪魔を、制御出来るはずがなかったのだ。

　ここに至り、ライザーは己の愚を自覚した。

　大切なものを守るために動いたはずが、その結果、自らの手で何もかもを壊すことになろうとは。

「さて。それじゃあ、もうそろそろ準備しようかな」

　ウキウキと、弾むような足取りで、近づいてくる。

　もうライザーには逃げる気力もなかった。きっと、そのようにしたところで無駄だろう。

　お終しまいだ。何もかも、お終いだ。

「いやいやライザー君。むしろこれからだよ、本番は」

　老将の前で、ゆっくりと笑みを形作っていくメフィスト。

　それはまるで、黒い太陽だった。

　それはまさに、悪魔の笑顔だった。

「主役の君には人一倍頑張ってもらうから。最後まで壊れないでおくれよ？」

　玩おも具ちゃに手を伸ばす幼子のように、ライザーへ掌を向けながら。

　メフィスト゠ユー゠フェゴールは、宣言する。

　悪夢の始まりを、宣言する。




「愛の終着点を描こう。しっかりと丁寧に。そして──誰が見ても、笑えるように」
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第九〇話　元・《魔王》様、敵地へ向かう









「ここ……どこ……？」

《魔王外装》を獲得してからすぐ、唐突に出現した謎の幼女。

　当惑した様子の相手方と同様、こちら側もまた困惑を極めていた。

「メフィストが送ってきた刺客、かしら……？」

「……敵意はまるで感じられんが」

　オリヴィアの言葉に頷うなずきながら、俺は目前の幼女を注視する。

　……普通だ。あまりにも、普通であった。

　肩まで伸びた栗くり色いろの髪。そばかす。愛らしい顔立ち。

　どこにでも居そうな、普通の子供。そんな印象の彼女だが……

「身に纏まとう衣服は、おそらく高級な絹で作られたもの。容姿と衣服のアンバランスさが、どうにも気になりますね」

　まるで、そう……底辺層に位置する子供を、過度に着飾らせたような印象を受ける。

　重要なのは、着飾らせた者が誰か、という点だが。

「もし。そこの小さなお嬢さんリトル・レディ。貴女あなたのお名前をお聞かせ願えますか？」

　安心感を与えるような口調と表情を意識したつもりだが、やはりそれでも相手方は警戒心を強めたままだった。とはいえ、こちらの問いには応じる気があったようで、

「マ、マリア」

「良い名だ。ではマリアさん。貴女はなぜこちらへ？」

「わ、わかんない」

　この回答と、幼い顔に宿る不安からして、自己意思による移動ではなさそうだ。

　即すなわち、何者かに無理矢理転移させられたということになる。

　その下手人はメフィスト゠ユー゠フェゴールで間違いなかろう。

「やっぱ刺客？」

「……奴やつに縁ある者とは思い難がたい。しかし、だからこそ逆に、それらしい感はあるな」

　ふむ。このままでは時間だけが過ぎるばかり、か。

　であれば、少々リスクは伴うものの、思い切った行動に出るほかあるまい。

「いつまでも睨にらめっこをしてはいられません。ここは一つ、短時間かつ確実な方法で、相手の正体を教えていただきましょう」

「……霊体に刻まれた記憶を読み解くつもりか？」

「危険だわ。罠わなだったらどうするの？　下手をしたら心が壊れるわよ」

「可能性はゼロ、とは言い切れませんが、現段階においてあの男がそうした行動を取るとは思えません。おそらく問題はないかと」

　メフィストは支離滅裂な人格破綻者ではあるが、しでかすことには規則性や一貫性がある。それを崩すような突発的展開を創るようなことはしない。

　よってここで、こちらに対する攻撃に似た行いをするとは思いがたい。

　あのマリアという子供には、此こ度たびの一件における重大な意味があるのだ。

　その内容次第では……悲劇を防ぐためのキーマンとなりうる。

「マリアさん。不ぶ躾しつけではありますが、貴女の全てを教えていただきたい」

　ゆっくりと歩み寄っていく。

　安心させるための所作を心がけてはいるが、やはり警戒心は強いままだった。

　けれどもこちらの意思が少しは伝わっているのか、逃げるようなことはしなかった。

「では、失礼をば」

　マリアのすぐ前まで移動し、それから彼女の頭に右手をかざす。

　そうして読どく霊りょうの魔法を発動。その瞬間彼女の霊体に刻まれた情報が頭に流れ込んでくる。

　死。別離。不安。恐怖。

　孤児院。仲間。家族。院内の大人。

　ライザー・ベルフェニックス。

　希望。安あん堵ど。羨せん望ぼう。憧憬。幸福。──愛情。

　ライザー・ベルフェニックス。

　死。苦痛。恐怖。別離。

　ライザー・ベルフェニックス。

　再会。安堵。愛情。

　ライザー・ベルフェニックス。

　困惑。当惑。不安。不明瞭。愛情。

　ライザー・ベルフェニックス。

　ライザー・ベルフェニックス。

　ライザー・ベルフェニックス。

「…………なるほど、そういうことか」

　俺は全てを理解した。マリアの正体。メフィストの目もく論ろ見み。そして──

　ライザーという男の真実。

　それらを十全に把握した結果、俺は自らが進むべき道を見み出いだした。

「マリアさん。我々に貴女を保護させてください。必ずや、ライザー様のもとまでお送りさせていただきます」

「えっ。ほ、本当……？」

「えぇ、お約束いたします」

　この言葉に安堵したか、マリアはこちらへの警戒心を解いたようだ。

「私はアード・メテオール。あちらのお二人は、それぞれオリヴィア・ヴェル・ヴァイン、シルフィー・メルヘヴン。……後ほど、別の仲間もご紹介させていただきます」

　転移魔法を発動し、皆と共にヴェーダとジニーのもとへ帰還する。

　それからすぐジニーの治療を行い、容態の回復を見届けた後、皆の魔力を奪還。

《魔王外装》の一つ、《万理解変の鏡盾》の効果により、失われた魔力が元に戻った。

「これにて準備は万端。後はメガトリウムへ向かうのみ……ですが」

　メフィストの仕業であろう。メガトリムを中心として、極めて広い範囲に妨害術式が展開されている。そのせいで転移魔法が使用出来ず、我々は徒歩で向かうことになった。

　けっこうな距離を、皆みなと共に歩む。

　妨害されていたのは転移魔法だけではなかった。旅路を快適にするであろう魔法がことごとく使用不可となっており、食料や寝床の確保など、全てを手作業で行わねばならない。

　不便を強いられた我々は持ち得る生サバイ存バル・テ術クニックの全てを駆使して、どうにか自然環境と折り合いをつけつつ、進んでいった。

　そして現在。平野の只ただ中なかにて、闇色の空の下、我々は焚たき火びを囲んで過ごしていた。

　煌こう々こうと輝く炎が夜闇を明るく照らす。

「みんな〜！　シチューできたよ〜！」

　マリアの明るい声に、皆の顔が綻んだ。

「待ちわびたのだわっ！」

「右に同じく」

「……うむ」

　限られた食材で作られているにもかかわらず、マリアのシチューは絶品であった。

　孤児院で過ごした経験が役立っているのだろう。粗末なもので美味な品を作るための工夫を、マリアは知り尽くしている。

「あ〜〜、染しみるのだわぁ〜〜」

「本当に、不思議ですわね。有り合わせの食材でこれほど美味おいしいものが出来るだなんて」

「……わたしの分の肉は貴様が食べるといい。気にするな。子供は食うのが仕事だ」

　胃袋を摑つかんだことで、皆とマリアの距離が一気に近くなった。

　そんな彼女等のやり取りを、少し離れた場所で見守りながら、俺とヴェーダは言葉を交わしていた。

「いやぁ、ビックリするぐらい早く打ち解けたねぇ、マリアちゃん」

「えぇ。特にあのお三方は面倒見が良く、子供を好いておられますから。短時間で心を開いてもおかしくはありません」

「そうだねぇ。……今のところ、全て師匠せんせいの思惑通りってところかな」

　やれやれと肩を竦すくめてみせるヴェーダに、俺は首肯を返した。

　メフィストが妨害術式を用いて我々に不便を強いた理由。それはおそらく、マリアとの距離を詰めさせるためだろう。共同生活を経て、彼女と良好な関係を築かせ、そして……そのうえで、悲劇を味わわせるつもりだ。

「……相も変わらず、悪趣味な」

「まぁ、師匠らしいっちゃらしいけどね」

　ヴェーダの顔に、特別な嫌けん悪お感かんなどは浮かんでいなかった。

　むしろどこか、穏やかに過去を懐なつかしむような表情で。

　そんなヴェーダに、俺は一つ問い尋ねた。

「袂たもとを分かってなお、未いまだに残っているのですか？　あの男への好意が」

「そうだね。厄介なもんさ、愛情ってやつは」

　肩を竦めながら、ヴェーダは語り続けた。

「あんなのでも、ワタシにとっちゃ育ての親だからね。本当は君達みたく嫌悪しなきゃいけない相手なんだろうけど……難しいんだなぁ、これが」

「相手がいかなる外道であろうとも、いかに失望しようとも、その情は残り続ける、と？」

　首肯するヴェーダに、俺もまた頷きを返した後。

　視線をマリアへと向けながら、俺は口を開いた。

「一ひと度たびそれを胸に抱いたなら、もはや永遠に消えることはない。愛とはそういった、呪いにも等しきもの。しかし、そうだからこそ──」

「その想おもいは、悪魔の呪縛さえも撥はね除のけるだろう、と、君はそう考えているわけだ」

「えぇ。さもなくば、我々は敗れるでしょう。メフィスト゠ユー゠フェゴールは今回の一件に対し、愛をテーマに据えると口にしておりました。愛という概念の真髄が、奴の思惑通りのものであったなら、我々に勝ち目はありません。しかし──」

　皆と共に笑うマリアの顔を見つめながら、俺は断言する。

「私は信じますよ。彼女の愛が、悪魔の想定を上回ることを」

「ワタシも信じてるよ。この騒動が、ハッピーエンドで終わることをね」

　俺達は頷うなずき合いながら、互いにシチューを啜すするのだった。

　そして夜は更ふけ──

　皆、地べたへ転がり、眠りに就く。

　満腹感や疲労なども相まって、皆、すぐに意識を手放していった。

　俺は焚き火の前で寝ずの番をしながら、そうした様子を見守っていたのだが。

「……どうされましたか、マリアさん」

　起き上がった彼女に、問い尋ねる。

　マリアは夜空を見上げながら、ぽつりと呟つぶやいた。

「不安なの。ライザーのところへ、帰るのが」

　心細げな彼女に、俺は自らの横をポンと叩たたいてみせた。

　するとマリアは愛らしい歩調でこちらに近づいて来て、俺の横へと座り込んだ。

「白湯さゆですが、お飲みになられますか？」

「うん、ありがと」

　木製のコップに口を付けるマリア。そうしてから彼女はポツポツと語り出した。

「……なんだか、似てるな」

「似てる？」

「うん。アードさんって、なんだかライザーに似てる」

「……ほう」

「傍そばに居てくれるだけで、なんだか心がポカポカして……しあわせな気持ちになるの。こんなふうになったの、ライザー以外だと、アードさんが初めて」

「……似ていますか。私と、ライザー様は」

「うん」

　彼女の考えを、否定するつもりはない。

　彼女の記憶を読み、ライザーの人となりを理解した今だからこそ、そのように思う。

　実際、マリアの言う通りだ。俺と奴やつには似通ったものがある。

　特に……人間性の本質は、全く同じと言ってもよい。俺もライザーも、本質的には自己中心的な男なのだ。そこに気付いていないから、間違いを犯し続けてしまう。

　俺は過去の苦い経験を経て、そうした己の本質を理解した。

　それ以降、俺は常に己の行動を客観視するようになったのだが……

　一方で、ライザーはまだ己の本質を把握出来ていない。

　それゆえに、今もなお、進むべき道を間違えている。

　奴が真に己を理解し、正しき方向へ進むには……この娘、マリアの力が必須となろう。

　俺は彼女の顔を真まっ直すぐに見つめながら、口を開いた。

「マリアさん。貴女あなたの不安は、相互理解の不足によるものでしょう」

「そうご、りかい？」

「はい。ライザー様には、貴女がまだ知らぬ一面があります。そして……ライザー様もまた、貴女のことを十全に理解しているとは言い難がたい。そうだからこそ齟そ齬ごが生まれ、不安を生んでいるのです。しかしながら……今回の一件で、それも解決するでしょう」

　幼い彼女には難解であったか、よくわからないといった顔をしている。

「……とにかく、彼のもとへ参りましょう。そうしたなら否いやが応おうでも解決します。貴女達が抱える心の問題が、全て」

「うん。そうなると、いいな」

　期待感を抱いた様子で、小さく頷くマリア。

　彼女の脳裏には今、うっすらとだが確実に、幸福な未来が思い描かれているのだろう。なんとかそれを、現実のものにしてやりたいと思う。

　悪魔の思惑を叩き潰し、この哀れな娘と、かつての配下を、救ってやりたい。

　いや。

　必ず、救うのだ。

　もう二度と悲劇を起こさせはしない。

　そのために──

　俺は仲間達と共に、メガトリウムの土を踏む。

　目前に在る巨大な門は、まるで我々を迎え入れるかの如ごとく、堂々と開かれていた。

「これより先、いかな事態が待ち受けていたとしても……皆さん、決して取り乱さぬように。前回はそれでやられました。同じ轍てつは二度と踏んではなりません」

　研究施設にて、不意を突かれた我々は、奴に惨ざん敗ぱいを喫した。

　だが今は。

　心身共に充実した今ならば。

　あのメフィスト゠ユー゠フェゴールを相手に、十分な勝負が出来るだろう。

　我が身に装備された三種の《魔王外装》も駆使すれば、勝利することだって不可能ではない。

「さぁ、では……参りましょうか」

　皆一様に、緊張の面持ちで歩を進めていく。

　その一方で、マリアは事情を知らぬため、我々の緊張が理解出来ずにいるようだ。

　困惑した様子で付き歩く彼女の頭を、俺はそっと撫なでながら、

「必ずや、貴女達の笑顔を取り戻してみせます。どうか今は我々のことを信じてください」

「……うん」

　わけもわからぬまま頷くマリアの姿は、まさにか弱い幼児のそれ。

　こんな年とし端はもいかぬ少女の肩に、あの悪魔メフィストは過酷な運命を背負わせたのだ。

　極上の悲劇が見たいという、あまりにもふざけた理由で。

　その報いはきっちりと受けてもらう。

　今回も敗北するのは貴様だ。メフィスト゠ユー゠フェゴール。




　強い決意を胸に抱きながら。

　俺は皆と共に、悪魔が用意した悲劇の舞台へと、足を踏み入れたのだった──











第九一話　元・《魔王》様と、露見する悪意









　メガトリウムに入って早々、我々は強い違和感を覚えた。

「まるで無人都市ですね」

　メガトリウムは都市国家であり、人口はそれなりに多い。

　そこに加え時刻が昼下がりとなれば、どこも活気に満ちているはず。

　けれども今、大通りを歩む我々の周囲に人ひと気けは皆無であった。

「不気味な感じね。まさにもぬけの殻って有あり様さまだわ」

「皆、どこかに消えてしまったのでしょうか……？」

「……あるいは」

「どっかに隠れて、襲撃のタイミングを計ってるとか、ね」

　オリヴィアの言葉をヴェーダが引き継いだ、そのとき。

　彼女の発言が、現実のものとなった。

「ぐぅおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　周囲の建造物から突然、武装した連中が無数に飛び出てきた。

　彼等の瞳は総じて青く煌きらめき、胸元には同色の刻印が浮かび上がっている。

　ライザーの《固有魔法オリジナル》によって戦闘能力を大幅に強化された、自己意思を持たぬ操り人形達。それが襲ってくること自体は、想定の範はん疇ちゅうであったが……

「な、なによ、こいつら……!?」

「子供しか居ませんわ……！」

　そう、現れたのは無数の子供達であった。

　ライザーは幼子の人権や幸福を何よりも尊重する。ゆえにこうした行いに子供を荷担させるようなことは決してない……はずだった。

　この想定外は確実に、メフィストの仕業であろう。

　俺は当惑する皆に対し、声を張り上げた。

「たとえ相手が幼子であろうとも！　我々は彼等を打ち破って前に進まねばなりません！　この悪辣を乗り越えた先にしか、我々の望む未来はない！」

　そして、やって来る。

　無数の子供達が。操り人形に変えられた哀れな子供達が。

　一斉に、襲いかかってくる。

「ひっ……！」

　マリアの喉から小さな悲鳴が漏れる。

　怯おびえた様子の彼女を庇かばうように抱きながら、俺は穏やかに語りかけた。

「ご安心を。貴女に危害は加えさせません」

　宣言すると同時に、俺は防護魔法《メガ・ウォール》を発動。

　瞬間、我々を覆う形で半球状の防壁が展開する。

「皆さん、ここは私にお任せを」

　ライザーの異能によって操作されたこの子供達は、極めて厄介な強敵である。

　桁外れの戦力もさることながら、攻撃を掠かすめただけで肉体の支配権を奪われてしまう。

　そうなったなら我々は同士討ちを始め、最悪、全滅も有り得る。

　だが、それならば。

「指一本、触れさせませんよ」

　向かい来る子供達に対し、俺は風の魔法で以もって対応した。

　暴風が渦を巻き、絶大な物量を吹き飛ばしていく。

「流石さすがアード君ですわ！　この物量をものともしないばかりか──」

「吹っ飛ばしながらも、相手が怪け我がをしないよう気を遣うとか。やっぱ君は器用だねぇ」

　そう。相手は敵でありながらも、哀れな被害者だ。

　俺は吹き飛んだ子供達が地面に衝突する直前、怪我をしないよう浮遊の魔法を掛けて、ダメージを消し去っていた。

　これは相手方への配慮であり……同時に、マリアへの配慮でもあったのだが。

「なんで、こんな……」

　やはり、どうやっても当惑は免まぬがれなかったか。

　きっと彼女は説明を求めているに違いない。けれどもそうしたところで、今は信じないだろう。付け加えるなら……そもそも、悠長に説明出来るほどの余裕がない。

「ふむ。やはりなかなか、ままならぬものですね」

　秒を刻む毎ごとに、襲い来る子供達の数は増していく。

　この圧倒的な物量に対し、一切の手傷を負わせることなく対応するのは難しい。

　このまま進行したなら、いずれ小さなミスが生まれ、哀れな被害者達に無用なダメージを与えてしまうだろう。

　それを予期したか、オリヴィアが言葉を投げてきた。

「ルートを変更すべきではないか？」

　俺は一つ頷うなずいて、

「これより、新たな道筋を拓ひらきます。皆さん、足下にご注意を」

　発言と同時に、足下へ魔法を発動。

　途端、石いし畳だたみが崩壊し、巨大な縦穴が形成される。

　そして落下────する直前のことだった。

「えっ」

　マリアの口から声が漏れると同時に、我々は地下へと落ちていった。

　落下時の独特な感覚を味わいつつ、敵方の追跡を防ぐため、すぐさま穴を塞ぐ。

　それから着地の衝撃を和らげるため、皆に浮遊の魔法を掛けた。

　降下中は特に何事もなく────我々は無事、下水道へと到着。

　その後すぐ、俺はマリアへと声をかけた。

「……何を、見たのですか？」

　青白くなった彼女の顔には、強い困惑が宿っている。

　しばらく黙した後、マリアは返答を寄越した。

「皆が、居た……どうして……あんな、怖い顔……」

　皆とはおそらく、彼女の友人達であろう。

　……ライザーはかつて、マリアと共に愛した子供達にさえ、襲撃を強いたのか。

「なんで、こんなことになってるの……？　皆、どうしちゃったの……？」

　わけがわからない。

　まるで悪夢でも見ているような状況だ。

　そんな想おもいが、彼女の瞳に宿っていた。

「……ねぇ、皆。皆は知ってるん、でしょ？　どうして、こんなことになってるのか」

　求められた説明に対し、我々には受け答える義務がある。

　ついさっきまでは、そうする余裕がなかった。しかし今は違う。

　たとえ信じられない内容だったとしても、説明責任は果たすべきか。

「……全ては、ライザー様の手によるものです」

「えっ」

　目を大きく見開いたマリアへ、俺は語り続けた。

「信じがたいでしょうが、事実です。街の惨状は全て、彼が望んで行ったこと。そこに疑いの余地はありません」

　メフィスト悪魔に操られての結果、ではない。これはライザーの意思によるものだ。

　あの悪魔は無理矢理に人を動かすようなことは決してない。本物の情動による悲喜劇にしか愉悦を感じることが出来ないと、かつて奴やつ自身が語っていたのを覚えている。

　だからライザーは、自ら望んで、子供達を尖せん兵ぺいへと仕立て上げたのだ。

　過去、マリアと共に愛した孤児院の子供達さえも、例外ではなかった。

　結局のところライザーは、マリア以外、どうなってもいいと考えているのだろう。

　しかし……やはり当人には信じられない内容だったらしく。

「噓うそだ……！　そんなの、ありえないよ……！」

　マリアからしてみれば、ライザーは御お伽とぎ噺ばなしの《勇者》にも等しき、清廉な存在であろう。

　それが街の惨状を創ったと言われても、信じるはずもない。

　……そうだからこそ、この娘はこれから、激しい苦痛を味わうことになる。

　その未来に憂いを覚えたがために、俺は自然と、口を開いていた。

「……本来なら、貴女あなたのような幼い子供に重荷を背負わせるなど、あってはならぬこと。しかしどうしても、我々には貴女の存在が必要なのです。貴女は事の次第を見届け、そして……もっとも重大な決断を下さねばならない」

　それが我々にとって、望むべきものとなるか、否か。

　その分岐点となりうる出来事が、早速やってきた。

「た、助けてくれぇっ！」

　薄暗い下水道に声が響く。

　少しして、前方の曲がり角より声の主が現れた。

「ひっ、ひっ、ひっ……！」

　大人の男性である。

　ボロボロの麻布で出来た衣服を纏まとっており、さながら浮浪者といった様相だ。

　そんな彼がこちらへと走り寄って来る。

　その顔には強い恐怖が刻まれており、足取りはまるで怪物から逃れるような調子だった。

「……いや。まるで、ではなく、どうやら事実だったようですね」

　少し遅れた形で、それが曲がり角からやって来る。

　巨大なナメクジ型の魔物だ。

　壁に張り付き、這はうように進む。

　その進行速度は、鈍重そうな外見からは想像も付かぬほど速い。

「ひぃいいいいいいいっ！」

　男性からすると、到底敵かなわぬ怪物なのだろう。

　しかし我々からしてみれば雑ざ魚こも同然であった。

「《フレア》」

　男性を避ける形で、俺は火球を放った。

　灼しゃく熱ねつの一撃は見事直撃し、巨大なナメクジを焼き尽くす。

「お、おぉっ!?」

　背後を向き、魔物の死を確認した途端、男性が驚きの声を上げた。

　そんな彼へ近づきながら、俺は問い尋ねる。

「なぜ、貴方あなたは下水におられるのですか？」

「……は？」

　何を言ってるんだ。男性はそんな顔をしながらこちらを見た。

「なぜ、って。大人になってしまったからに、決まってるだろう。君達も──」

　喋しゃべる最中、彼はマリアの姿を目にして、片眉を上げた。

「どうして、子供がここに……？」

「……事情をお聞かせ願いたい」

　そして、男性の口から語られた内容は、まさに。

　ライザーが抱えた狂気と悪意、そのものだった。

「国民は皆、一定の年齢を過ぎたら例外なく地下送りになる。そして……死ぬまで、この魔物だらけの地獄で過ごさなきゃならない」

「だ、誰がそんな、酷ひどいことを……」

　マリアの問いに、彼は苛いら立だたしげに眉根を寄せて、鋭い視線を向けた。

　羨せん望ぼうや嫉妬、そして嫌けん悪お感かん。到底、子供に向ける目つきではない。

　そんな態度に怯えた様子で、俺の後ろに隠れるマリア。

　男は舌打ちを一つ零こぼしてから、返答を寄越してきた。

「国王だよ。全部、あいつが決めたことだ」

　この答えに、マリアが凍り付いた。

「え……ラ、ライザー、が……？」

「あぁ、そうだよ」

　短い言葉には、限りない憎ぞう悪おが宿っていた。

　その強烈な情念が、否いや応おうなしに理解を促してくる。

　男が放つ負の感情は、ライザーの非道を確実に証明するものだった。

　それでもなお。

　マリアは、信じたくなかったのだろう。

「ライザーが、そんな……！　そんなこと、するわけ、ない……！」

　これに男は再び舌打ちを漏らし、

「……とにかく、助けてくれてありがとう」

　礼を述べてからすぐ、彼はこの場から離れていった。

　最後の最後まで、マリアに負の感情を向けながら。

　その背中を見つめながら、オリヴィアがポツリと一言。

「……子供は地上にて安楽に暮らし、大人は地下にて苦痛と恐怖に塗まみれて死ぬ宿命さだめ、か」

「まぁ、彼らしいっちゃらしいよねぇ」

　ライザーにとって大人というのは、悪意の塊のような存在なのだろう。

　そんな連中が、かつてあの男から大切なものを奪ったのだ。

　だからライザーは、大人を憎む。彼等の人権など微み塵じんも考慮せず、徹底して残酷になる。

　そしてそれは、ライザーがマリアに決して見せなかった、己の汚濁そのものだったのだろう。

「ライザー……どうして……」

　信じがたい現実を前にしたように、呆ぼう然ぜんとするマリア。

　実際のところ、彼女は半信半疑だったのだろう。

　マリアにとってのライザーは、まさに救世主そのものだ。御伽噺の《勇者》みたく、至上の聖人であると、彼女はライザーのことをそのように定義していた。

　それが今、崩れ去ろうとしている。

「噓だよ、そんなの……」

　信じたくないから、耳と目を塞ぐ。

　けれども現実は彼女の小さな手をすり抜けて、苦痛を与えてくる。

　……下水道を行く最中、俺達は幾人もの大人達を救った。

　彼等は総じて、涙を流しながら俺達に感謝し、そして……

「ここから出られたなら、国王を殺してやる……！」

　皆、誰もが。

「国王は姉の仇かたきだ……！　絶対に許せない……！」

　ライザーへの憎悪を、口にした。

「………………」

　マリアは無言のまま歩き続けている。

　その表情は無機質で、内面の情を読み取ることが出来ない。

「ねぇ、マリア。大丈夫？」

　シルフィーの言葉にも、無反応であった。

　我々は会話を交わすことなく、黙々と地下を進み、そして。

「この梯子はしごを登れば宮殿に出ます」

　目的地へと、到着した。

　梯子を登った先は物置となっていて、その一室を抜けると、広い通路に出た。

「……ここも静かですね」

　探知の魔法を発動する。

　生体反応はただ一つ。おそらくはライザーであろう。

「宮殿内に、彼以外の存在は確認出来ません。とはいえ」

「警戒はすべきだな。反応が出ぬよう、偽装している可能性もある」

　オリヴィアの言葉に皆が頷うなずいた。

「一階の東側通路。そこにおそらく、ライザー様がおられるかと」

　我々は周囲を警戒しつつ、ゆっくりとした歩調で進んでいく。

　その道中は実に静かで……

　それと同時に、凄惨なものだった。

「っ!?」

　それを見た瞬間、シルフィーが眉根を寄せた。

　いや、彼女だけではない。俺やマリアも含めて、全員が不快感を露あらわにする。

「子供の死体……!?」

　冷や汗を流すジニー。その目には奇妙な死に様を晒さらす、子供達の亡骸なきがらがあった。

　文官の格好をしている彼等は、総じて石のように硬直しており、その顔はまるで魂を抜かれたような有あり様さまであった。

「まだ、幼いというのに……！　なんと惨むごいことを……！」

　オリヴィアの声音には激しい憤ふん怒ぬが宿っていた。

　そうした義憤は俺、シルフィー、ジニーもまた強く感じるものではあるが……

　マリアは今、何を思っているのだろう。

　顔を青くして、わなわなと震えている、この幼い娘は、いかなる情を抱いているのか。

　……最悪の事態にならぬよう祈りを捧ささげることしか、俺には出来ない。

　我々は静かな足取りを維持しながら、ライザーとおぼしき生体反応へと近づいていった。

　距離が接近するごとに、幼児の遺体がその数を増していく。

　そして──

「う、うあぁああああああああああああッ！」

　幼い少年の悲鳴が、耳じ朶だを叩たたく。

　広い広い、通路の中心で。

　老いた男が、立っていた。

　その両手は、幼おさな子ごの頭を挟み込んでいて──

「違う。これも、違う」

　そのとき。

　少年の口から、純白に輝くオーラが放たれ、ライザーの体へと吸い込まれていく。

　その後、少年はこれまで見た死体と同じ状態となり……壁かべ際ぎわへと、投げ捨てられた。

「ライ、ザー……？」

　マリアの声が、通路に響いた瞬間。

「おぉっ!?」

　強い反応を示しながら、こちらを振り向く。

　果たして、その男は。




　──おぞましい姿へと変わり果てた、ライザー・ベルフェニックスであった。
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　さながら幽鬼のようであった。

　頰は瘦せこけ、眼孔は落ち窪くぼみ、妖しい光を放っている。

　毛髪はまだらに抜け落ち、口元から涎よだれを垂らす様は、老衰の極みを思わせた。

　精せい悍かんな老将の面影など、どこにもない。

　狂気と悪意に囚とらわれた哀れな老ろう爺やの姿だけが、そこに在る。

「マ、マリ、マリアァァァァァ……」

　口こう端たんを吊つり上げながら、涎を垂れ流す。

　そうしてライザーはよろよろとした足取りでこちらへと近付いてきた。

「ふ、ふへ、へ、へは、は……」

　不気味に笑うライザー。その瞳はマリアの姿だけを捉えている。

　俺はそんな老爺の向こう側に、邪悪なる神の気配を捉えた。

　居る。奴やつは、あそこに居る。

　メフィスト゠ユー゠フェゴールは今、ライザー・ベルフェニックスの中に入り込んでいるのだ。

　あの悪魔は老爺の内側にて、こちらをジッと見つめている。

　その視線から、俺は奴のドス黒い意思を感じ取った。




〝さぁ、ドラマも佳境に入った〟

〝僕が組み立てた筋書き通りになるか、それとも、君がシナリオを書き換えるか〟

〝お互いにとって楽しいゲームにしようね、ハニー〟




　相も変わらず、他者を己の玩おも具ちゃとしか認識してはいない。

　その邪悪、必ずや叩き潰してくれる。

「……皆さん、心の準備はよろしいですね？」

「無論だ」

「いつだって覚悟は決まってるのだわ」

「真面目な展開は苦手だけれど……そうも言ってらんないよねぇ」

「皆様の足を引っ張らぬよう、粉骨砕身の覚悟で臨みますわ……！」

　仲間達の気概を確認しつつ、俺は敵方を睨にらみ据えた。

　依然として、ライザーはマリアのことしか見ていない。

　視界に彼女だけを入れながら、涎を垂らし、体をよろめかせ、こちらへやって来る。

　そんな相手方に対し、マリアは、

「や、やだ……なんなの、これ……」

　激しい当惑を面に出しながら、冷や汗を流す。

　その暗あん澹たんとした表情に、ライザーは何を思ったのか。

　立ち止まり、首を傾かしげ、ぶつぶつと呟つぶやき始めた。

「なんだ、その顔は。なんだなんだなんだなんだ。我わが輩はいを前にしてその顔。おかしい。再会したのに。笑うのが自然だ。なぜ笑わない。どうして。おかしい。なぜだなぜだなぜだなぜだなぜだなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜ────」

　瞳をグルグルと回しながら、頭を搔かきむしる。

　その異様にマリアは怯おびえきっていた。

「……大丈夫。貴女あなたは我々が守ります」

　彼女を守護するように、前へ立つ。

　と──

「あ、ああああああああ、ああああああああああ。そ、そうか。そうかそうかそうか。そ、そそ、其処そこ、許もとだ。其処許が。其処許の、せい、だな。そう、そうに違いない。う、うう、うううううううううううううう…………」

　頭を抱えて唸うなり始めたかと思えば、次の瞬間。

「マァァァリィィィアァァァにぃぃぃぃぃ、なぁにをしたぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッッ！」

　瞳に激烈な怒気と殺意を宿らせ、踏み込んでくる。

　あまりにも疾はやい。

　その獰どう猛もうな躍動は、まるで餓うえた野獣のようであった。

「各自、戦闘用意ッ！」

　俺が叫ぶと同時に、ライザーの一撃が放たれた。

　肉薄し、そして、右腕部による横よこ薙なぎ。

　狙いは我が頭部。

　圧倒的な疾さ。回避不能。防御を優先。《ウォール》を展開──

　刹那、直撃。

　ライザーの右腕部が防護膜を強打し、それを一瞬にして粉砕。

　そのままの勢いで我が頭部へと肉薄する。

　威力を見誤ったか。

　俺は地面を蹴って真横へ跳ぶ。

　数瞬後、ライザーの腕部がこちらの側頭部を殴おう打だ。

　度外れた衝撃が全身を駆け抜け、気付けば俺は、浮遊感を味わっていた。

　我が総身は風に舞う紙切れのように虚こ空くうを進み、壁面をブチ破って宮殿内を貫通。

　そのまま中庭へ出て、地面に衝突し、ゴロゴロと転がった末にようやっと停止する。

　直撃の寸前、真横へ跳んだことにより、ダメージは最小限に抑え込むことが出来た。

　とはいえ軽い脳のう震しん盪とうが発生し、視界が揺れている。

　何度か深呼吸をして、落ち着かせねば──

「アァアアアアアアアド、メテォオオオオオオオオオオオオルッッ！」

　どうやら一息つく間もないらしい。

　狂乱した老爺が迫ってくる。

　宮殿内に穿うがたれた横穴を経由して、こちらへと一直線に。

「……やれやれ、だな」

　揺れ動く視界の只ただ中なかに、敵の姿を捉えた、その瞬間。

　迎撃を実行する。

　無数の属性魔法による弾幕を展開。

　我が前方にて顕現した魔法陣、二七。

　ライザーを取り囲むようにして顕現した魔法陣、五七。

　計八四の魔法を完全同時発動。

　そして、破壊の嵐が巻き起こる。

　炎、風、土、水、雷。五大属性による猛攻が、広範囲に影響を及ぼした。

　宮殿の中庭が瞬またたく間に更地へと変わっていく。

　まさに戦場さながらといった光景であったが……

「るぅうううううううぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ！」

　大軍をも退けるであろう猛攻を一身に受けてなお、ライザーはそれをものともせず突っ込んできた。

　ダメージは皆無。身に纏まとう純白の法ほう衣えが、僅かに焼け焦げた程度。

　だが、時間は稼げた。

「ブッ潰れよぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ！」

　肉薄し、右手に顕現させた巨大なメイスを振り下ろしてくる。

　回避は容易。我が脳髄は既に安定状態へと戻っている。

　ゆえに敵方の一撃は空転し、地面を派手に穿った。

「ふぅ。やはり一人で相手取るには、中々に厄介、ですが」

　土つち塊くれが四方八方に飛び散るさまを見つめながら、俺は呼吸を整え、呟く。

「このアード・メテオールは、ただ一人でここに立っているわけではない」

　次の一撃を加えんと、ライザーがメイスを構えた、そのとき。

「だわっしゃあああああああああああああああッ！」

　シルフィーの雄お叫たけびが轟とどろくと同時に、ライザーのもとへ鎖の束が殺到した。

《縛神の天鎖》。

　彼女に預けた《魔王外装》が、敵方を捕縛せんと躍動する。

「ぬぅッッ！」

　虚空の只中を推進する鎖の束。これを脅威と感じたか、ライザーはその場より飛び退のいて距離を離した。

　──その先には、彼女が待ち構えている。

「はい、ピカッとな！」

　虚空に突如開いた黒穴から、ヴェーダが半身を覗のぞかせ──

《万理解変センシティブの鏡盾・マインド》の効力を発動。

　構えられた鏡きょう盾たてが、強烈な輝きを放った。

　その煌きらめきにライザーが飲み込まれ、そして。

「おや？」

　奴の上半身から、メフィストの半身が飛び出てくる。

　訪れた好機を、彼女が逃すはずもない。

　そのとき、オリヴィア・ヴェル・ヴァインが疾風はやてのように駆けた。

　ほんの一瞬にして最接近。

　敵方を刃じん圏けんに捉えると同時に、オリヴィアは手にした一振りの剣つるぎ──

《崩滅の覇剣》の刀身を奔はしらせた。

　斬らば森羅万象を崩滅させる、漆黒の刃やいば。

　その狙いは当然。

「終しまいだ……！　メフィスト゠ユー゠フェゴールッッ！」

　鏡盾の力によって分離させられた、悪魔の霊体。

　奴は今、肉の器を捨て、霊体のみの状態となり、ライザーの体に憑ひょう依いしている。

　これを分離させ、覇剣によって切断したなら……

　少なくとも此こ度たびの戦いは我々の勝利となろう。

　今まさに、その瞬間が──

　訪れようとした、そのとき。

「ふふっ、まだまだ終わりじゃあないさ」

　メフィストの霊体がライザーの内部へと戻り、そして後方へ跳躍。

　オリヴィアの斬撃は惜しくも空転した。

「ぬわぁん！　もうちょいだったのに！」

「けれど、今ので希望が見えましたわ」

「……うむ。勝算は十分にある」

「あんときの借り、一〇〇倍にして返してやるのだわッ！」

　俺と共に、ライザーを取り囲む仲間達。

　そして。

「行動開始ッッ！」

　我が号令の下、皆が一斉に躍動した。

　俺が全体指揮を執りつつ、ジニーと共に遊撃と囮おとりを務める。

　隙を見せたなら、シルフィーが天鎖を用いて拘束。

　続いてヴェーダが鏡盾を発動し、メフィストの霊体を分離。

　最後にオリヴィアが覇剣で霊体を切断し、決着。

　──と、そのように事が運べば良いのだが。

　相手は史上最狂の宿敵。

　かつて我々が、全てを賭としてなお勝てなかった怪物。

　ゆえに──

　そう易やす々やすとは、行かなかった。

「うるぅおおおおおおおぁあああああああああああああああああッッ！」

　こちらの狙いが、ことごとく外れていく。

　先手を打ち、包囲し、確実に追い詰めたと思いきや……次の瞬間には崩される。

　そんな展開が連続するばかりで、状況はまるで好転しない。

「《固有魔法オリジナル》の詠唱さえ叶かなえば……！」

　自然と舌打ちが漏れる。

　この状況を打破するには、《孤独なりしプライベート・王の物語キングダム》の発動が必須であろう。しかしながら、敵方の動作が想定以上に疾はやく、そして危うい。

「詠唱を行う暇いとまもないとは……！」

　精神状態にもよるが……現在のそれならば、詠唱完了まで一〇秒といったところか。

　その時間中、俺は全神経を詠唱に集中せねばならぬため、大きな隙が生じてしまう。格下が相手なら、捌さばきながらでも実行が可能だが……此度は望むべくもない。

　しかし。

　よしんば《固有魔法オリジナル》を発動出来たとしても。

　このままではおそらく、勝利を収めることは不可能だ。

　メフィストはライザーの内部に入り込み、霊体同士を結合させているに違いない。

　この結び付きを弱めねば、鏡盾で分離させたとしても、すぐさま元に戻ってしまう。

　それこそ、先刻の一幕と同じように。

「結合の状態を弱めるには、やはり」

　マリア。

　此度のキーマンとなる存在が、脳裏に浮かび上がった、そのとき。

「もう、やめて……！　もうやめてよ、ライザーっ！」

　悲鳴にも似た絶叫が、彼女の口から放たれた。

　瞬間、停止する。

　我々だけでなく、ライザーもまた戦闘行動を止やめて、彼女へと目を向けた。

「おぉ、マリア……！　どう、したのだ……！　なぜ、泣いている……!?」

　幼い娘の瞳は今、涙で濡ぬれていた。

「誰が、其処そこ許もとを、泣かせたのだ……!?　ゆ、許さぬ……！　よくも、マリアを……！」

　激しい憤ふん怒ぬが、ライザーの顔を歪ゆがませる。

　そんな彼を真まっ直すぐに睨ねめ付けて。

　マリアは肩を震わせながら、叫んだ。

「なんで、こんな酷ひどいことするのっ!?」

　果たしてこれが、己に対する非難だと気付いているのか、否か。

　ライザーは呆ほうけたように口を開いて、マリアを見つめるのみ。

　そんな彼の視線を浴びながら、彼女は嘆きの声を放ち続けた。

「なんで、ずっとモヤモヤしてたのか、やっとわかったよ……！　ライザーはあたしに、隠してたんだ……！　自分の汚いところ、全部！　全部全部全部！　隠してた！」

「マ、マリ、ア……？」

「なんで!?　ねぇ、なんで!?　なんでこんな、酷いことをするの!?　なんでこんな、酷いことが出来るの!?　みんなを苦しめて、泣かせて！　孤児院のみんなまで、傷付けて！　あたし、ライザーのことがわかんないよ！」

「わ、我わが輩はい、は……！　我輩は、全て……！　全て、其処許のために！　其処許の幸福を実現するために！　動いているのだ！」

　脂汗を流しながら、ライザーは言葉を紡つむぐ。

　その姿はまるで、己の無実を訴える罪人のようだった。

「じ、事実、其処許は幸福であったろう!?　気心の知れた仲間達を蘇よみがえらせてやった！　聖女にもしてやった！　世界の有あり様さまも、其処許が望んだ通りにした！　思うがままだ！　そ、それなのに…………その目はなんだぁッッ！」

　ライザーを見るマリアの瞳は、まるでドブのように濁っていた。

　その心に今、いかなる情が渦巻いているのか。

　……少なくとも、善きものではなかろう。

　ライザーにとっても。そして、俺達にとっても。

「そう。あたしが、悪いんだね」

「……マリア？」

「そうだよ。うん。あたしが悪い。わかってたよ。きっと、あたしのせいだって。全部、あたしのせいなんだって。あのとき、あたしが、大事なことを言わなかったから」

「な、何を、言っておるのだ……？」

「あたしが全部悪い。こんなことになったのは、あたしのせい。あたしなんかが、居るから。みんなが嫌な思いをする。ライザーだって。……あたしなんか、生まれてこなきゃよかったんだ」

「…………ッ！　そ、それは、違う！　そのようなことは、断じて！」

　目玉が飛び出んばかりに、瞼まぶたを大きく開きながら、ライザーがマリアのもとへ歩み寄る。

　だが、彼女は両手を突き出して、拒絶の言葉を放った。

「来ないでッ！」

　ポロポロと、涙が零こぼれ落ちる。

「全部、あたしが、いけないの。あたしの、せい。だけど。それでも。あたし……ライザーのことが、許せない」

　嗚お咽えつを漏らし、喉を引きつらせながら、マリアは語り続けた。

「好きだった。大好きだった、から……ぜったいに、許せない。みんなのこと、傷付けたライザーが、許せないよ……」

　歯を嚙かみしめ、対面の老ろう爺やを睨にらむ。

　そして、マリアは叫んだ。




「ライザーなんか、もう……大っ嫌い！」




　きっとそれは、致命的な一言だった。

　ライザーの心を破壊するには、十分過ぎるほどの一撃だった。

「う、う、あ……！　ああ、あああああ、あああああああああああ……！」

　頭を抱え、呻うめき声を漏らす。

　凄すさまじい苦く悶もんだった。それはまさに、魂が軋きしむ音だった。

「ぐ、う、うう……うが、あ……あああああああああああああああああ……！」

　そのとき。

　奴やつの総身がフワリと宙に浮かび、上空へと昇っていく。

　──危うい。

　直感的に危機を悟り、無意識のうちに声を放つ。

「皆さんッ！　一所に集まってくださいッ！」

　ぐずるマリアは、きっと動けまい。そのように皆が判断し、一斉に彼女のもとへと駆けた。そうして我々が一塊となった、次の瞬間。

「う、お、あ、あぁああああああああああああああああああああああああッッッ！」

　空中にて絶叫を放つライザー。

　前後して、その体に異変が起こった。

　総身が闇色のオーラに包まれ、そして──

　肥大化する。

　ぶくぶくと、ぶくぶくと。

　黒いシルエットが大きく膨れあがっていく。

　それは小山ほどのサイズになるまで成長し、そこでピタリと動きが止まった。

「ど、どうなってるんですか、アード君……!?」

「さて。なんにせよ、我々にとって都合の良いことではないでしょうね」

　それを証明するかの如ごとく。

　見上げる俺達の前で、漆黒のオーラが霧散した。

　そうして現れ出いでたのは──異形の巨人。

　小さな山ほどもある、圧倒的な巨体。

　裸身の戦士を連想させる、彫刻像じみたその体は、全身が灰色に染まっており、随所が熾おき火びのように輝いている。

　背面には六本の腕があり、それぞれが剣や槍やりといった武器を握り締めていた。

　肩から伸びる二本の腕は、その両手を胸元で合掌させたまま動かない。

　頭部には前後左右に四つの顔があり、それぞれが苦悶、悲哀、落胆、憤怒を表している。

「げひゃひゃひゃひゃ！　スッポンポンだ！　スッポンポンになってるよ、ライザー君！」

「笑っている場合か……！」

「な、なんだか、ヤバいのだわ！」

「ア、アード君……！」

　危機感。

　我が胸中にそれが飛来した、次の瞬間。

「《ギガ・ウォール》ッッ！」

　迷うことなく、俺は防護魔法を発動した。

　この姿で扱うことが出来る、最大級の防御。

《ギガ・ウォール》を我々の頭上にて多重発動し、分厚い層を形作っていく。

　そして。

「滅ビヨ、来タレ」

　異形の巨人から、底冷えするような声が放たれ──

　次の瞬間。

　六本の腕が構えた六種の武装から、数えきれぬほどの光線が放たれた。

　無差別攻撃。

　巨人が繰り出した膨大な熱源は、地上に在る全てを無差別に破壊した。

　宮殿が一瞬にして崩壊し、瓦が礫れきさえも消し飛ばされ、都市部もまた荒れ地へと変わっていく。

　破壊の渦か中ちゅうにあって、我々は唯一、無事なままだった。

　とはいえ、かなりギリギリの状態である。

「まったく、出で鱈たら目めな威力ですね……！」

　億単位で層を作った最善最硬の防護膜。

　しかしそれでさえ、常時修復を施さねば貫かれてしまう。

　このふざけた破壊力も十分におそるべきものだが。

「ちょっ！　や、山が！　山が消し飛んだのだわ！」

　遥はるか遠方にそびえる山さん稜りょうが、我々の目の前で消え去ってしまった。

「威力だけでなく、効果範囲まで出鱈目か……！」

「うわぁ〜。ちょっと師匠せんせい、張り切りすぎじゃないかな」

「こ、このままじゃ、世界が滅びかねないのだわ！」

　シルフィーの言葉は、決して大げさなものではない。実際、メフィストが健在であった頃は常に、この世界は滅亡の危機に立たされていたのだ。

　そして──

　奴《邪神》の暴挙を止めていたのは、いつだって。

　俺《魔王》と、リディア《勇者》だった。

「……オリヴィア様、ヴェーダ様、シルフィーさん。《魔王外装》をこちらへ」

　三人から覇剣、鏡盾、天鎖を受け取り、装備していく。

　その最中、俺はマリアの顔を見た。

　カタカタと震えながら、涙を流している。

　その頰を伝う滴は、恐怖によるものか。あるいは──

　己の言葉を、悔やんでのものか。

　いずれにせよ、ここが正念場だ。

　全てがここで決まる。

　勝利し、全てを救うか。はたまた、敗北し全てを失うか。

　何もかも、マリア次第だ。

「……これより、私は死地へと向かいます。皆を救い、安寧を取り戻すために」

　幼い娘の瞳をジッと見据えながら、俺は一つの問題を提議する。

「私が救う対象の中に、ライザー様を入れるべきか、否か。……マリアさん、貴女あなたはどう思いますか？」

「えっ……？」

　赤く腫れた瞼を擦りながら、マリアはこちらを見た。

「私は必ずや邪悪を討ち払い、皆の笑顔を取り戻します。それを前提として、貴女に問いたい。ライザー様は討たれて然しかるべき、邪悪の一部でしょうか？　それとも、救済すべき被害者でしょうか？」

　この答えで、全てが決まる。

　緊張と共に、俺はマリアを見つめ続けた。

　そして。

「……ライザーは、ほんとうに、いけないことをしたんだと、思う」

　顔を俯うつむかせ、唇を震わせながらも、マリアは言葉を積み重ねていった。

「それはきっと、許されないことで……許しちゃ、いけないことで…………でも」

「……でも？」

「大嫌いだって、言ったけど……！　言っちゃったけど……！　それでも、あたし……ライザーのことを、許したい……！　だって、ほんとうは全部、あたしが悪いんだもん……！　ライザーのせいじゃ、ないんだもん……！」

　ポロポロと涙を零す。

　そうしながらマリアは、言葉を紡つむいだ。

　ライザーへの想おもいを、紡いだ。

「あの人は、ライザーは……！　あたしの、勇者様だから……！　どんなに、酷ひどいこと、してても……！　ライザーを……ライザーのことを……嫌いになんか、なれないよ……！」

　次の瞬間。

　彼女が放った言葉は。

　彼女が出した結論は。

　俺達を勝利に導く、決定的な証あかしだった。




「お願い……！　みんなと同じように……！　ライザーのことも、助けてください……！」




　俺は彼女の頭を軽く撫なでてから、一言。

「お任せを」

　万感の思いを込めてその言葉を送り、天上を見た。

　依然として破壊の限りを尽くす、異形の巨人。その姿にライザーの苦悶を感じると共に、

「嗤わらっているのか、メフィスト゠ユー゠フェゴール」

　悪魔の愉悦を、感じ取る。

「……皆様、行って参ります」

　俺は浮遊魔法を発動し、宙へと浮かび上がった。

「後は、任せた」

「アタシの分までブッ飛ばしてくるのだわッ！」

「ご武運を……！」

「ちゃちゃっと片付けちゃってよ。いつもみたいに、ね」

　背中に仲間達の声を受けて、俺は後押しされるように飛ひ翔しょうした。

　防護膜から抜け出ると同時に、無数の光線がこちらへと殺到する。

　それをギリギリのタイミングで躱かわしながら、俺は異形の巨人を睨にらむ。

「……あぁ、やはり。貴様は嗤っているのだな、メフィスト゠ユー゠フェゴール」

　翔かける。

　天空に浮かぶ巨人へと、迷うことなく。

　そんな俺を撃墜すべく、熱源が群れを成して襲ってきた。

　その一つ一つに、奴やつの悪意が籠もっている。




〝無駄だよ〟

〝もう結末は決まってしまったのだから〟

〝ハッピーエンドになんかならないさ〟

〝君が何をしたって、ライザー君は救えない〟

〝何者も、救えはしない〟




　……いいや。

　貴様は間違っている。

　まだ、結末は決まっちゃいない。

　まだ何も、終わっちゃいない。

　それでもなお嗤うというのなら。

「──その愉悦、粉こな微み塵じんに打ち砕いてやろう」

　敵方を鋭く睥へい睨げいし、そして。

　詠唱を、開始する。

「《《その道に在りしは絶望》》《《それは哀れな男の生き様》》」

　切り札の準備を整えながら、俺は奴のことを想った。

　ライザー・ベルフェニックスのことを、想った。

「《《その者は独り》》《《背を追う者は居ても》》《《覇道を共に進む者はなし》》」

　我が軍の只ただ中なかにて頭角を現し、遂ついには四天王の座にまで就いた男。

　謁見の間にて初対面したときのことは、よく覚えている。

　当たり障さわりのない、忠義を誓う言葉を口にするあの男の目は、あまりにも冷たくて。

　何より──哀かなしみに満ちていた。

「《《誰にも理解されることはなく》》《《皆、彼のもとから離れていく》》」

　当時はその所以ゆえんが摑つかめなかったがために、俺はライザーに対し不気味な男というレッテルを貼って、その本質を理解しようとはしなかった。

　敵対するようになった後は、なおのこと。

　しかし、マリアの記憶を読んだことで、俺はライザーという男を深く理解した。

　その哀しみの根源をも、完全に。

　そうだからこそ俺は、もはやあの男を敵として見ていない。

「《《唯一の友にも捨てられて》》《《彼は狂気と孤独の海へと沈んでいく》》」

　マリアの言う通り、俺とライザーはよく似ている。

　虚無より生まれ、孤独と共に時を過ごし、苦痛の末に欲ほっしたものを得て──

　その全てを、失った。

　そこから先は、俺もあの男も同じだ。

　去って行った者を想うことしか出来ず。

　後ろを向き続けることしか出来ず。

　無機質な人形のように生きて、間違いを積み重ねていった。

「《《その死に際ぎわに安らぎはなく》》《《悲嘆と絶望を抱いて溺れ死ぬ》》」

　あのとき、俺を止められるような者は居なかった。

　敗北を願っても。止めてくれと、心から願っても。誰一人、そうしてはくれなかった。

　──そうだからこそ、俺がお前を止めるのだ、ライザー・ベルフェニックス。

「《《きっと、それが──》》」

　お前の、救済になる。

　お前はまだ、戻ることが出来る。

　マリアのもとへ。大切な者のもとへ。

　ライザー・ベルフェニックス。

　お前に、俺と同じ過あやまちを犯させはしない。俺と同じ結末を、迎えさせはしない。

　そのために──

　俺は、己の力を解き放った。




「────《《孤独なりしプライベート・王の物語キングダム》》ッッ！」











第九三話　元・《魔王》様と、愛の結末









　──求むるものを得られぬまま死んだ方が、ずっとマシだった。




　蒼あおき天空にて。

　世界を見下ろしながら、絶大な力を放つ異形の怪物。

　その圧倒的な暴力はまるで、彼の慟どう哭こくを表しているかのようだった。

　憤ふん怒ぬ。落胆。悲哀。苦く悶もん。

　己が心の空白を埋めていた、大切な何か。それはもはや永遠に失われ、そうだからこそ、ライザー・ベルフェニックスは激しく悶もだえ苦しんでいる。

　一度それを得て、満ち足るを知った。

　一度それを失って、欠落の苦しみを知った。

　だからこそ。

　もう二度と失いたくないと、そう思っていたのに。

「仕方がないよ。永遠に続く想いなんて、ありえないのだから」

　己の中に響く、悪魔の声。

　以前は酷く不快だったそれが今は実に心地よく、しっくりと馴な染じんでいた。

「人間がもっとも多く口にする言葉は何か、知ってるかい？」

「それは、殺意と愛情だ」

「いずれも同等に強い感情で、同等に冷め難がたく……けれどいつか、絶対に消えてしまう」

「殺してやると永遠に叫び続けることは出来ない」

「愛してると永遠に囁ささやき続けることは出来ない」

「いずれの感情も、ふとした切っ掛けで容易たやすく消え失うせて……心に穴を開けてしまう」

「とりわけ、愛を失った時の喪失感と来たら」

「こんな感情を作った神様を呪ってやりたくなるぐらい、酷いもんだ」

　悪魔の声には、強い実感が籠もっていた。

　きっとこの男もまた愛を知り、そして、失ったのだろう。

　──自分と同じように。

「苦しいよね。悲しいよね。がっかりだよね。そして何より──憎らしいよね」

「全部、この世界が悪いんだ」

「ライザー君。君にはその苦しみを晴らす権利がある」

「さぁ──何もかも壊してしまおう」

「そうすることでしか、君の心は癒やされない」

「全てを無に帰きし、自分の心さえも無へと変えて、ようやく」

「君は、救いを得るんだ」

　悪魔の言葉通り、ライザーは虚無の中に救済を求めた。

　ゆえに、全てを滅ぼす。

　この絶対的な暴力で以もって、何もかもを破壊するのだ。

「来タレ、来タレ、滅ビヨ来タレ。来タレ、来タレ、救イヨ来タレ」

　背面から伸びる六本の腕が絶えず蠢うごめき、無数の光線が地表を灼やいていく。

　その最中。

「やめよ、ライザーッ！」

　何者かの叫びが、天空に轟とどろいた。

　そして次の瞬間。

　鎖の束が虚こ空くうを走り、巨人を拘束せんと迫ってくる。

　これに危険を感じ取ったライザーは、転移によって殺到する鎖を回避。

　そうしてから、飛ひ翔しょうする敵方の姿を捉えた。

　アード・メテオール。

　だがその姿は、村人アードとしてのそれではない。

　勇魔合身、第三形態。

　その姿はかつての《魔王》、そのもの。

　華きゃ奢しゃな体を覆う漆黒の装束。

　腰まで伸びた艶やかな銀髪。

　この世全ての美を集めたかのような、絶世の美貌。

　右手に黒剣を握り、天鎖を巻き付け。

　左手に覇剣を握り、鏡盾を備える。

　その姿を視認した瞬間。

　無差別だった光線の軌道に、指向性が生じた。

　無数の熱源、全てが敵へと向かう。

　憎らしい敵方を、討ち滅ぼすために。

「君と彼は似た者同士だ」

「君も彼も、心のどこかが欠落していて、それを埋めるために藻も搔がいていた」

「でも……」

「君と彼は似た者同士である反面、辿たどった過程と、現在の有あり様さまは、真逆と言える」

「彼は大切なものをたくさん得た。獲得し続けた。それを失った後も、また新たに獲得し続けて……今、とても幸せだ」

「一方で、君はどうだろう？　……失ってばかりだ。何も得られてない。ただただ失うだけの人生だ」

「羨ましいよね？　妬ましいよね？　憎らしいよね？」

「──壊したいよね？」

　あぁ。

　壊したい壊したい壊したい壊したい。

　あの羨ましい男を。あの妬ましい男を。あの憎らしい男を。

　欠片かけらの一つも残すことなく、この世から消し去ってやる。

「オ、オ、オ……オォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！」

　苦悶、落胆、悲哀、憤怒。四つの顔が今、一つの意思によって統一された。

　殺意という名の、絶対的な意思。

　今の自分には、それを成すだけの力がある。

　相手が誰であろうとも、討ち滅ぼすことが出来る。

　そのはずなのに。

　──なぜ、奴やつはまだ生きているのか。なぜ、殺せないのか。

　光線のことごとくが空転する。殺意のことごとくが実を結ばない。

　──なぜだ。

　なぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜ──────

「ナァアアアゼダァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ！」

　四つの顔から怒号が放たれた。

　大気が震しん撼かんするほどの大絶叫。

　その爆発的な感情の発露に対して、アード・メテオールは粛然と言葉を返した。

「今の貴様には心がない。かつて確かに存在した、信念の煌きらめきがない」

　向かい来る光線のことごとくを躱かわしながら、彼は粛々と言葉を積み重ねていく。

「子供達だけの笑顔と、明るい未来を創る。その覚悟、思想、信念は、俺からすれば間違ったものだったが……しかしそれでも、輝いてはいた。濁り気のない確かな煌めきが、そこにはあった。そうだからこそ俺は、貴様を脅威として認識していたのだ。しかし──」

　白銀の髪を風に靡なびかせて、彼我の距離を縮めながら、彼は断言する。

「たとえどれだけの力を得ようとも、信念なき者が振るわば虚こ仮け威おどしも同然よ。この俺にはまるで届かぬわ」

　重みなき力など、なんら脅威ではないと、あの男は言う。

　それが無性に腹立たしかった。

「消エロ、消エロ、消エロ、消エロ、消エロ、消エロ……！　消エロォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ！」

　灼しゃく熱ねつの感情が心を焼き尽くしていく。

　冷静さなどもはや微み塵じんもない。まさに自棄やけっぱちの攻勢であった。

　小こ蠅ばえのように鬱陶しく飛び回る敵方を撃墜せんと、ひたすら光線を撃ちまくる。

　掠かすればそれで終わりだ。そういう力なのだ、これは。

　なのに。

　その程度のことさえ、叶かなわなかった。

「アァアアアアアアアアアアッ！　ナゼダァアアアアアアアアアアアアアアッッ！」

　癇かん癪しゃくを起こした幼子も同然だった。

　それゆえに接近を許し、そして──

「あ〜あ、捕まっちゃった」

　そのとき、アードの右腕に巻かれた天鎖が躍動し、器用に光線を躱しながら接近。

　これをライザーは、回避することが出来なかった。

　天鎖は無数に分裂し、瞬またたく間に彼の巨体を縛り付けていく。

　藻搔いても千切れない。むしろ拘束力は強まる一方だった。

「グ、ウゥウウウウウウ……！」

　鎖の効力によるものか、光線を放つことが出来ない。

　戦闘不能。

　もはや、これまでか。

　心の器から無念の情と絶大な怒りを溢あふれさせながら、ライザーは己の死を覚悟した。

　しかし──

「聞け、ライザー・ベルフェニックス。俺は貴様を消し去るためにここへ来たのではない」

　わけのわからぬ言葉が、敵の口から放たれた。

「真実を伝え、その心を救済する。俺はそのために、ここへ来たのだ」

　その瞬間──

　ライザーの脳裏に、映像が流れた。




「えへへへ、上手に出来たかな？」

「あたし、魔法の才能があるのかも！」




　……マリアだ。

　これは、マリアの記憶だ。

「ウ、グ、ウゥゥゥゥ……！　ヤメ、ロ……！　ヤメロォオオオオオオオオオオッ！」

　痛い。ただただ、痛い。

　胸が張り裂けそうだった。

　こんなものを見せて、何がしたいのか。

「貴様の誤解を正すためだ。まず、どこから間違いが生まれたのか、それを知るがいい」

　アード・メテオールの言葉に合わせて、マリアの記憶がさらに流れ込んでくる。

　彼女にとって、ライザーと過ごした日々は、幸福そのものだった。

　最初はおかしな老人という印象だったが……その心に巣くう闇の大きさを知り、放ってはおけなくなった。

　生来の献身さを見せれば、ライザーもそれに応えてくれて。

　いつしか見せるようになった笑顔に、心の温かみを感じるようになった。

　そうして、出会ってから一年も経たたぬうちに、ライザーの存在はマリアにとって、とても大きなものへと変わった。

　そうだからこそ、傍そばに居て欲しいと願う。

　だが、しかし。

　大切に思うからこそ、その意思を尊重せねばと、そんなふうに考えてしまう。

　……それが、大きな間違いだった。

　あの日の記憶が流れてくる。

　ライザーが全てを失う、その数日前のことだ。

　彼は唐突に、こんな話を切り出した。

「我わが輩はいはヴァルヴァトスの軍勢へ参加しようと思う。そしてこの世に楽土を築くのだ」

　ライザーからしてみれば、それはマリアの夢を叶えるための行動だった。

　実際、マリアは残酷な世界を憂いていたし、いつか皆が幸せに過ごせるようになればと、心から願ってもいた。

　だが……

　そんな夢は所詮、絵空事であると、マリアだってちゃんと理解していたのだ。

　だから彼女にとって、真の願いは。本当に叶ってほしい願いは。

　孤児院に、自分の隣に、ずっとライザーが居てくれること。

　ただ、それだけだった。

　しかし、マリアはライザーのことを愛していたから。大切に思っていたから。

　涙を吞のんで、彼を見送らねばと、そう思った。

　そう思ってしまった。

「……うん。ライザーならきっと、勇者様みたいになれるよ。あたし、応援するね」

　間違えてしまったと、マリアはそう思っている。

　こんなこと言わなきゃよかったと、後悔している。

　きっとここで、自分達は擦れ違ってしまったのだ。

　このボタンの掛け違いさえなければと、マリアは悔やんでいた。




　──そんな思いを知って、ライザーは愕がく然ぜんとする。




　マリアは自分が間違えたのだと、そう考えているが、違う。それは違う。

　間違えたのは、こちらの方だ。

　後押しをしてくれたのだと思っていた。その選択を喜んでいると、そう思っていた。

　……そんなふうに間違えてしまった過去の己が、憎らしくて仕方がない。

　かつて、メフィストに言われた通りじゃないか。

〝君の愛は一方通行だ〟

〝相手のことをまるで理解しちゃいない〟

〝君が愛してるのはマリアちゃんじゃない〟

〝マリアちゃんを愛する自分自身だ〟

　……本当に、その通りだった。

　彼女のことなど、何も見えてはいなかった。何も理解出来てはいなかった。

　もし、マリアの真意に気付けていたなら。

　何も、失うことはなかった。

　彼女の傍に居続けることを選んでいたなら、そもそも彼女が死ぬことはなかった。

　彼女の友であり、自分にとっても大切な家族となった子供達もまた、焼かれることはなかった。

　全て、自分のせいだ。

　何もかもを、間違えてしまった。

　──こんな自分を、愛するはずがない。

　当然だろう。

　大切に思っているのに、その心情を察することも出来ず、あまつさえ誤解し……

　誤った考えのもと、多くの人間を血の海に沈めてきた。

　そこに疑問を挟むこともなければ、罪の意識さえ皆無。

　こんな醜悪に過ぎる男を、誰が愛するというのか。

「滅ビル、ベキ、ハ」

　世界ではない。

　この愚かな老ろう爺やこそ、真に滅ぶべき存在だった。

　自らの罪を自覚し、ライザーはせめて地獄でそれを償わんと、己の命を──

　絶つ、直前。

「そんなだから、貴様は阿あ呆ほうだというのだ、ライザー・ベルフェニックス」

　呆あきれたような言葉に、ライザーは怪け訝げんを覚えた。

　己の罪状を知り、それを償えと、そう言いたかったのではないのか。

「誤解を正し、真実を伝える。それが俺の目的だ。……心して聞け。マリアの本心を」

　瞬間。

　再び、記憶と感情が流れ込んでくる。

　それは、つい先刻のもの。

　こちらを拒絶し、涙を流す、マリアの思いだった。

〝どうして、酷ひどいことをするんだろう〟

〝……どうして、それを止めてあげられなかったんだろう〟

　彼女が責めていたのは、ライザーだけではなかった。

〝あたしが最初に、間違えたからだ〟

〝傍に居て欲しいって、本当のことを言っておけば〟

〝きっとライザーは、こんなことをしなかった〟

〝……全部、あたしが悪い〟

　彼女がもっとも責めていたのは、彼女自身だった。

　その心はずっと変わることなく、まっすぐに、ライザーのことを捉えていた。

　たとえどれだけ罪を重ねようとも。

　たとえどれだけ失望しようとも。

　たとえどれだけ醜く変わろうとも。




〝ライザーは、あたしの勇者様〟

〝ずっと、傍に居てくれた〟

〝辛つらいときに、力を与えてくれた〟

〝悲しいときに、笑わせてくれた〟

〝あたしに、初めて、幸せな気持ちをくれた人〟

〝だから〟

〝ライザーのことを嫌いになんか、なれないよ〟




　……あぁ。

　自分は本当に、愚か者だ。

　最後の最後まで、間違えていた。

　マリアの思いを、まるで理解していなかった。

　失ってなどいなかったのだ。

　空白を埋めてくれたそれは、確かにまだ、そこにあった。

　それが見えなくなっていた自分を、今はただ恥ずかしく──

「いやいや。何を絆ほだされてるのさ」

　そのとき、悪魔の声が響いた。

「今だけだよ。所詮、今だけだ。これからはわからない。ここから先、君達の愛が壊れないという保証なんか、どこにもないんだ。逆に、消えてなくなるという保証ならあるけれどね。何せどう足搔あがいたって、人間には──」

　悪魔の言葉を、そのとき。

　アード・メテオールが毅き然ぜんとした声で以もって、斬り裂いた。

「そうだ。人間の心に永遠などない。どのような感情も、いずれは消えてなくなるだろう。だが……たとえ愛が不滅ではないとして、それがどうしたというのだ。いつか消え去るから無価値だと、そのようなニヒリズムに傾倒するような人間は、総じて愚か者だ」

　心を惑わせんとする悪魔の意思を、彼は完膚なきまでに粉砕する。

「たとえ破滅的な未来が確定していたとしても、愛という概念が放つ煌きらめきは、依然として美しいままだ。むしろ愛というものは、いつか消えてしまうがゆえに。そんな儚はかないものであるがゆえに。何よりも大切で、何よりも尊いものとして、扱われるのではないか」

　そして、アード・メテオールは巨人の奥に潜む悪魔を指差しながら、断言する。

「相も変わらず、貴様は人の本質を見抜くのが上手うまい。そうして心の間かん隙げきを突き、操作する手管は見事なものだったが……所詮、貴様の言葉は詭き弁べんに過ぎん。精神的な隙を持つ者であれば簡単に騙だませようが、しかし、もはや左様な愚者は皆無と知れ」

　アードの瞳が、別のものを見据えた。

　巨人の中に在るもう一つの心。

　悪魔の凶手から救い出された彼を見つめながら、アード・メテオールは言葉を紡つむぐ。

「もはや貴様の心に暗黒はない」

　だから、もう。




「──これ以上、間違いを重ねるな。ライザー・ベルフェニックス」




　　　　◇◆◇




　我が目前にて。

　異形の巨人が今、完全に沈黙する。

　天鎖に縛られたその全身は脱力しきっていて、威圧感など微み塵じんもなかった。

　大詰め。

　現状をそのように理解した、次の瞬間。

「まだ、足りない」

　異形の巨人から、奴やつの声が飛んだ。

　おそらく、全身の主導権をメフィストが握ったのだろう。

　天鎖を引き千切らんと、その巨きょ軀くに力が込もる。

「……らしくないではないか。もはや物語は結末を迎えたというのに。それでもなお、状況を続行するのか」

「あぁ、わかっているよ。僕らしくないということはね。本当は、君の言葉がライザー君の心に届いた時点で、無様な敗北を受け入れようと思ったんだ。君にやられるなら、それは十分に愉悦というものさ。……けれどね」

　巨人の支配権を得たメフィストが、声を放ち続ける。

　それはまるで、駄々をこねる子供のようだった。

「ダメなんだよ。全然、足りないんだ。まだ遊びたい。もっと遊びたい。大好きな君と、永遠に遊び続けていたい。数千年の封印期間は、どうやら思った以上に、僕を蝕むしばんでいたようだよ。あぁ、本当に、あの牢ろう獄ごくは退屈だった」

　さらなる想定外を。さらなる愉悦を。

　この手によって、生み出さん。

　と──そのように思っているのだろうが。

　俺は肩を竦すくめながら、言葉を投げた。

「貴様に一つ、教えてやろう。想定外とは自分で創るものじゃない。それは常に、突然やってくるものだ。そう……今、このときのように」

　俺が言葉を吐き終えてからすぐ。

　メフィストが、その動きを止めた。

「お、お、お？　これ、は」

　怪訝と動揺。

　悪魔が初めて見せたそれは──

「我わが輩はいは、猛烈に、反省している」

　ライザー・ベルフェニックス。

　奴の強い意思が、邪悪なる神から、主導権を引き戻さんとしている。

「間違いを、積み重ねた。だが、もう、二度と。間違えるつもりは、ない……！」

　これならば。

　ライザーの心が、悪魔を完全に寄せ付けなくなった、この状態ならば。

「やれい……！　アード・メテオール……！」

　その意思のままに。

　俺は左腕に装着した鏡盾を構え────効果を発動。

　刹那。

　ライザーの心に張り付いていた、邪悪なる魂が。

　メフィスト゠ユー゠フェゴールの霊体が。

　勢いよく、分離した。

　途端、巨人の総身が土つち塊くれとなって崩れ出し、地表へと降り注ぐ。

　その只ただ中なかに在る、奴の存在を、この目は決して見逃さない。

　落ち行く土塊の間を縫うように飛ひ翔しょうし、俺は──

　宿敵の目前へと、肉薄した。

「あぁ、これは想定外だ」

　嬉うれしそうに。楽しそうに。そして、幸せそうに。

　メフィスト゠ユー゠フェゴールは、天使のような満面に、明るい笑顔を宿した。

　その瞬間────刺突する。

　俺は左手に握った覇剣を執り、一切の躊躇ためらいなく、目前の宿敵を突き刺した。

「これで終しまいだ」

　短く、決定的な一言を告げる。

　覇剣によって断たれたものは、たとえそれがいかなる存在であろうとも、消滅の未来から逃れることは出来ない。

　メフィストとて例外ではない、はずだ。

　実際、奴の総身は足下から粒子状となって、崩れ始めた。

　消え去る。

　完全に。この世から。

　だが、それでも。

　悪魔は穏やかに、微笑ほほえんでいた。

　奴はその白い手で、こちらの頰に触れると、

「終わりじゃあないさ。少なくとも、君が存在し続ける限り、僕は不滅だよ」

　そして。




「また遊ぼうね、ハニー」

「二度とごめんだ」




　突き刺した刀身を、そのまま上方へと振り上げる。

　悪魔の半身が斬り裂かれ、一瞬にして、全てが粒子となって霧散した。

　不快なほどキラキラと輝いては、我が全身に触れ合う、奴の残ざん滓し。

　それを手で払い、息を唸うならせながら。

「不滅、か。そのようなもの、どこにも在りはしない」

　俺は奴の布告に対し、真っ向から言葉を返した。




「──終わらせてやるさ。いずれ、必ずな」











第九四話　元・《魔王》様と、欠落者の救済









　決着の時を迎えてからすぐ。

　俺は眼下へと視線を向けた。

　巨人を構成していた残骸が地表へと降り注ぐ中──

　ライザー・ベルフェニックスもまた、真っ逆さまに落ち続けている。

　命を絶つつもりか。

　俺は飛翔し、奴のもとへと赴いた。

　周囲の残骸については無視しても問題はなかろう。落下地点は荒野も同然となったメガトリウムだ。残骸が衝突することで壊れる物もなければ、怪け我がをする者もない。

　俺は落下の最中にあるライザーへ浮遊の魔法を掛けた。

　そうして緩かん々かんと地上へ誘導する。

　奴は倒れ伏した状態で地面に着き、首を動かして、こちらを見ると、

「……なぜ、死なせてくれなかった」

　問いに対し、俺は嘆息で以もって応えた。

「言ったはずだ。間違いを重ねるなと」

　ライザーは己の罪に対し、死を以てしか償えぬと、そう考えたのだろう。

　残されたマリアの悲哀をも考慮に入れたうえで、それが最適解だと結論づけたのだ。

　まさに愚考そのものであった。

「今の貴様が死を選択したとしても、それは逃避に過ぎん。確かに、貴様が犯した罪は万死に値するものだ。赦ゆるしなど決して得られるものではない。だが……それでも貴様は、赦される方法を見み出いださねばならん」

　きっと、ライザーの今後は生き地獄にも等しいものだろう。

　きっと、死んだ方が楽に感じるような人生になるだろう。

　だがそれでも。

「生き続けねばならない。苦しみ続けねばならない。……貴様と、そしてこの俺は、そうした宿命にある」

　俺もまた、間違いを犯し続けていた。

　背負う罪はきっと、ライザーよりも重いだろう。

　だから常々、罪の意識が俺の心を苦しめている。

「災禍に遭わば、その精神的苦痛は常人の倍以上。幸福に恵まれたとしても、罪の意識が自虐的に働き、苦痛を覚えてしまう。……そうした人生を送り続けることが、俺達に下されし罰だ。いつか相応ふさわしき死が向こう側からやって来るまで、俺達は生きねばならん」

　ライザーは何も応えなかった。

　瞳に諦観を宿し、蒼そう穹きゅうを見つめるのみだった。

　ともあれ、此こ度たびの一件はこれにて落着と言えよう。

　後は──




「《ストレンジ・キューブ》なら、吾わたしが回収させてもらったよ」




　聞き覚えのある声が、耳に入る。

　そちらに目をやると、そこには一人の麗人が立っていた。

　紅あかを基調とした荘そう厳ごんな衣装。スラリとした長身。艶やかな黒髪。絶世の美貌。

　俺はその姿を睨にらみながら、奴の名を呟つぶやいた。

「……アルヴァート・エグゼクス」

　奴はくつくつと笑いながら、その手元にある立方体──《ストレンジ・キューブ》を見せつけてきた。

「我が元・主の狂乱に骨を折っていただいた手前、これを申し伝えるのは実に忍びないが……あえて言わせてもらおう。今回の働きは実に見事であったが、貴公には報酬など用意されてはいない。残念ながら、くたびれ儲もうけとさせていただく」

　そう伝えると同時に、《ストレンジ・キューブ》を自らの拠点へと転送したのだろう。

　手中にあった立方体が、忽こつ然ぜんと姿を消した。

「……俺達が宿敵と戦う最中、貴様は火事場泥棒に勤いそしんでいたというわけか。実に意外だな。貴様が左様な、小物めいた働きをするとは」

　瞳を細めるこちらに対し、アルヴァートはバツが悪そうに笑って、

「意地悪をしないでおくれ。吾わたしの本心は貴公が一番良くわかっているはずだ。……堪え忍ぶのに難儀したよ。貴公等の動向を見つめる間、何度、己を抑え込んだことか。出来ることなら自分の立場を忘れ、貴公のもとへ馳はせ参じ、肩を並べて戦いたかったさ。あの懐なつかしき、最終決戦の時と同じように」

　アルヴァートの微笑には、悔恨めいた情が宿っていた。

　奴やつもまた、メフィストとの間に因縁を持つ人間の一人。その言葉に偽りはなかろう。

　ただ……

「今の吾は元・主ではなく、貴公にゾッコンの状態にある。よって全てを擲なげうち、かの《邪神》を討ち滅ぼすなど、愚の骨頂極まりない」

　この男は数千年かけて、準備を整えてきたのだろう。

　それを用いて打倒するのは、憎き悪魔ではなく……

　この《魔王》であると。

　アルヴァートは、そのように決めているのだ。

「……前世における、最大級の厄介ごとだったのかもしれんな。貴様に好かれたことは」

「お互い様というものだよ、我が《魔王》。貴公に惚ほれてしまったことは、吾にとっても最大級の厄介ごとさ」

　俺は再び嘆息してから、ジトリとした目を相手へ向けて、

「用件は済んだのだろう？　であれば、早急に消え去るがいい。我々は敵同士だ」

「つれないね、我が《魔王》。吾は貴公を焚たき付けに来たというのに」

「どういう意味だ？」

　この問いかけに、アルヴァートはニッコリと笑った。

「かの《邪神》との戦いで、疲弊しているだろうと思ってね。そんな貴公のやる気を、再び最大限に高めてもらう。……彼女の姿を見れば効果は覿てき面めんであろう」

　言い終わるや否いなや、目前に鏡面が出現する。

　遠望の魔法によるものだろう。

　そこにはベッドの上で眠る、一人の美しい少女の姿があった。

「イリーナ……！」

　煌きらめく銀色の髪。透き通るような白い肌。艶やかな桃色の唇。

　目に飛び込んでくる情報の全てが、彼女を我が親友であると証明するものだった。

「美しいだろう？　学生服から花嫁衣装へと着替えさせたのだ。その美麗さと来たら、まさに御お伽とぎ噺ばなしの眠り姫もかくやと言ったところか。……ちなみに、着替えの際はバッチリと裸体を拝ませていただいた。いや、まっこと…………良い物をお持ちであったよ」

　唇に手を当て、いやらしく笑う。

　そんなかつての配下に、俺は両目を吊つり上げながら宣言した。

「いいだろう。貴様の宣戦布告、確かに受け取った。生まれてきたことを後悔させてやるから覚悟しておけ」

　常人であれば、目で殺せていただろう。

　だがアルヴァートはむしろ嬉うれしそうに微笑んで、

「うむ。心から待ちわびているよ、愛いとしき我が《魔王》。だから出来るだけ早く来ておくれ。さもなくば……状況は刻々と悪化していくだろうと、予言しておくよ」

　そして。

　鏡面が消えると同時に、奴もまた姿を消失させた。

「やれやれ。早急にイリーナを救い出してやらねば、いかなる恥辱を味わわされるか、わかったものではないな」

　そう呟いてからすぐ。

　ライザーが天を見上げたまま、ポツリと言葉を漏らした。

「……決戦の際は、我わが輩はいも力を尽くそう。かつて、其処そこ許もとに仕えた頃のように」

「あぁ、期待している」

《ストレンジ・キューブ》を回収出来なかったのは痛い。

　だがその代わり、仲間が増えた。

「勘定は正と負、合わせてゼロと、そう思いたいところだな」

　俺もまた蒼あおい空を見上げながら息を唸らせ、

「待っていろよ、イリーナ……！」

　改めて、親友の救出に熱意を燃やすのだった。
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あとがき









　皆様、ご無沙汰しております、下か等とう妙みょう人じんでございます。




　季節は秋。この時季の風物詩と言えば、まず一番に紅葉が思い浮かびますね。

　しかしながら、絶賛引きこもり中の私には無縁のもの。

　とはいえ、それでも十分に秋を感じております。

　──そう、コオロギの合唱によって。

　幼い頃から、私にとって秋の風物詩と言えばコオロギ達による歌声でした。

　遠くから聞こえるその音色は秋の到来を教えてくれるだけでなく、なんとも和風の趣を感じさせ、荒れた心をも癒やしてくれます。

　しかしながら──

　何事も過ぎたるは及ばざるがごとし。

　コオロギの合唱に風ふ情ぜいを感じ、癒やされるのは、あくまでも適切な距離感があってこそ。

　今年、我が耳にその音色を届けに来た連中は、きっとＤＱＮだったのでしょう。

　……奴やつ等ら、ぜんっぜんソーシャルディスタンスを守りゃしねぇ。

　エアコンの室外機、即すなわち、自室のすぐ近くに陣取った彼等は、四六時中の大合唱を展開。

　そのせいで眠れないわ、脳がなんかアレな感じになるわ、仕事も出来ないわ……




　こんなもん風情じゃねぇ、拷問だわ、ド畜生が。




　……失礼。言葉が汚くなりました。

　とにかく、このままでは誇張抜きに発狂します。幼少期、コオロギがきっかけで虫嫌いとなった私ですが、弱音を吐いてはいられません。

　武器を手に取り、立ち向かう時が来たのです。

　そして私は過去のトラウマに対し、殺虫剤を携えて吶とっ喊かんし──

　なんかもう、秋という季節が大嫌いになりました。

　やっぱ人間にとって最良の季節は冬だわ。もう年中冬になればいいのに。




　──さて。最後に謝辞を。

　今回も素晴らしいイラストを提供してくださった水みず野の様。極めて難しいキャラデザだったかと思いますが、こちらの想定を遥はるかに超えたものを返してくださいました。

　やっぱりプロって凄すごい。

　続いて、お二人の担当様へ。

　前担当様、こんな私に根気強く付き合ってくださり、本当にありがとうございました。また何かの形で再会出来ることを心から願っております。

　新担当様、これから多大なご迷惑をおかけするかと思いますが……どうかお許しを。

　そして、この本を手にとってくださった読者の皆様へ。

　刊行が遅れてしまい、申し訳ございません。今後もなにとぞよろしくお願いいたします。




　それでは、この世からコオロギが絶滅することを祈って、筆を置かせていただきます。





下等妙人





















史し上じよう最さい強きようの大だい魔ま王おう、村むら人びとAえーに転てん生せいする
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